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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　破は滅めつの序曲









『グレン、これは試練よ』

　赤く、紅あかく、朱あかく燃え落ちる空の下で。

　神こう々ごうしくも禍まが々まがしい、異形の翼の少女ナムルスは厳おごそかに告げた──

『貴方あなたは、これから起きる災さい厄やくを、生き延びなければならない──』

　どこまでも昏くらく、深い奈な落らくの闇やみを湛たたえた瞳ひとみで。

『未来と──そして、過去のために』

「はっ……冗じよう談だん、きついぜ」

　対するグレンは乾かわいた笑いを浮うかべるしかない。ナムルスの禅ぜん問もん答どうに付き合ってやるには、その光景はあまりにも非現実的に過ぎた。

『ははははははははははは……』

　目の前には、特とく濃のうの闇を纏まとって嗤わらう魔ま人じん──《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロ。

　頭上には、破滅を運ぶ真しん紅くの箱船──《炎ほのおの船》。

　空も、大地も、何もかもが鮮せん血けつのように赤い、終末のような世界。

「……なんだよ、これ？　なんなんだよ、これ……？」

　嗚呼ああ、まるでお伽とぎ噺ばなしだ。夢と現実、狂きよう気きと正気の境界を融ゆう解かいさせるようなその光景に、グレンは己おのれの理性がズタズタに削けずれていくのを、呆ぼう然ぜんと傍ぼう観かんするしかなく。

「なんなんだぁぁぁぁ──」

　崩ほう壊かいした自我を、絶ぜつ叫きようと一いつ緒しよに吐はき捨てようとした──その時だ。

『グレン、吞のまれないでッ！　気をしっかり保もってッ！』

　間かん一いつ髪ぱつ。ナムルスの一いつ喝かつが、グレンの正気をぎりぎりで繫つなぐ。

　不意にグレンの目と鼻の先に現れた、ナムルスの昏い憤ふん怒ぬに燃える退たい廃はい的な双そう眸ぼうが、まるで気付けの火を見たように、グレンを我に返らせる。

「ぜは──っ！　ぜは──っ！　ひゅーっ！　ごほっ、げほっ……」

『まったく……人間の精神っていちいち薄はく弱じやくね。……世話が焼けるわ』

　過呼吸で咽むせるグレンを、ナムルスが蔑さげすむように一いつ蹴しゆうする。

　我に返ったグレンは、全身の毛穴が一いつ斉せいに開き、大量の冷ひや汗あせが全身を舐なめる不快な感かん触しよくを堪こらえながら、周囲を見み渡わたす。

　周囲の状じよう況きようは、グレンと似たり寄ったりであった。

　セリカ、ツェスト男だん爵しやく、リィエルですら、常識がこの馬ば鹿かげた現実についていけず、呆然と思考放ほう棄きをしている。

　ハーレイに至っては「アリエナイ、アリエナイィィィ」と、頭とう髪はつを両手で激しく搔かきむしり、その大切な毛根に多大な損傷ダメージを与あたえていることにまるで気付いていない。

　学院校舎から様子を窺うかがっていた生徒達も同様、ただ忘ぼう我がする者、幼児退行して泣き喚わめく者、挙げ句の果て、失神者や失禁者まで出てしまっている有様だ。

　そんな、誰だれもが自我崩壊の阿あ鼻び叫きよう喚かんに翻ほん弄ろうされている中で──

『……さて。そろそろ本題に入ろうか』

「……ッ！」

　ルミアだけが、臆おくせず動じず、毅き然ぜんとして、魔人と対たい峙じしていた。

『さて、ルミア＝ティンジェル……貴女あなたに恨うらみはないが、死んでいただく』

　魔人は、そのフードの奥から昏く光る双眸でルミアを突つき刺さしながら、そう告げた。

『我らが大導師様のために。そして、私が信しん仰こうする神のために！』

「……神……ですか？」

　ルミアの返しに、魔人が頷うなずいた。

『その通りだ、『双生児タウムの器うつわ』よ。確かに、今世の貴女は『空の巫女みこ』に、限りなく近づいてはいる……だが、まだ不十分なのだ……私の信仰には、神には、もっと完かん璧ぺきなる『空の巫女』が必要なのだ……』

「『双生児タウムの器』……？　『空の巫女』……？　それは一体……？」

『次の貴女。次の次の貴女。次の次の次の貴女。『空の巫女』が完全なる存在となるまで繰くり返させてもらう……我らが今まで、そうしてきたように』

　魔人の言葉の真意は、何一つわからない。理解できないが──

『偽いつわりの巫女よ。その命、捧ささげよ……我が、大いなる主のために！』

　魔人はルミアを殺すつもりである──それだけは、その漲みなぎる殺気から理解できた。

「……させねえよ」

　グレンは、気の萎なえた身体からだを必死に鞭むち打うち、ルミアを背後に庇かばうように立った。

「テメェの言ってることも、神サマとやらも、何がなんだかサッパリわかんねーがな……ルミアには、指一本触ふれさせねえ……てめぇは俺が倒たおす」

　グレンは拳けん銃じゆうの銃口を、ぴたりと魔人へ向ける。

『よかろう。やってみるがいい……この《鉄騎剛将》アセロ＝イエロに対してッ！』

　魔人が、今気付いたとばかりに、グレンへ悠ゆう然ぜんと向き直る。

　途と端たん──大気が、更さらなる死し闘とうの予感に震ふるえるのであった。








第一章　格









　際限なく、闇色の霊気オーラと存在感プレツシヤーを昂たかぶらせ、膨ふくれ上がらせる魔人と対峙しながら。

（ちっ……しかし、実際問題、どうする？　どう戦う？）

　グレンは極きわめて冷静に、脳内でこの絶望的な戦せん況きようを分ぶん析せきする。

（俺に残る武装は……護まもりの護符アミユレツトが二つに、投針三本、閃せん光こう石一個、通常弾だん六発装そう塡てん済み予備シリンダー一個、魔力は枯こ渇かつ寸前……連戦に次ぐ連戦で体力も限界……）

　そして、ちらりと魔人──元・ラザールだった存在──を見やる。

（それに対して、あの野や郎ろうは……どこをどう見ても、力が漲ってらっしゃる……）

　厄やつ介かいなのは、それだけではない。

（そうだ……やつの《力天使の盾たて》は未いまだ健在……あの盾の絶対防ぼう御ぎよ……セリカのおかげで攻こう略りやく法はわかったものの、邪じや魔ま臭くせぇことに変わりねぇ……それに、盾のせいでイマイチ目立たねえが、あの槍やりも相当、ヤバいやつだぜ……）

　グレンが、魔人が携たずさえる槍を見み据すえながら、軍時代の知識を掘ほり起こす。

（あの槍は……十中八九間ま違ちがいなく、聖エリサレス教会聖堂騎き士し団の『聖せい剣けん』だ。自身の法力を、光の斬ざん撃げき力に転化して放つ技わざ……『法力剣フオース・セイバー』を使用可能とさせる武法具……使い手次し第だいでいっくらでも強くなる、ある意味、世界最強の武器……）

　あのラザールが本物の六英えい雄ゆうだというならば、その愛あい槍そうは《聖槍ロキタリア》──聖剣シリーズの中でも最高傑けつ作さくの業物の一つと名高い。

《聖槍ロキタリア》に《力天使の盾》。

　そのどちらも、かなり古い時代の聖人によって作られた、伝説の武法具であった。

（……もし、魔人の力が、あの盾と槍に組み合わさったら、どんな威い力りよくになるのか、想像もつかねえ……まともにやり合えば、勝ち目なんざ微み塵じんもねえ……ッ！）

　ならば、どうするか？

（やはり……まずは、唯ゆい一いつあの盾を突とつ破ぱ出来る、セリカの『真銀ミスリルの剣けん』を……）

　グレンが、魔人の強さを支える最強の盾と槍の攻略法へ、必死に思考を巡めぐらせていると。

　不意に、金属が割れ砕くだけるような破は砕さい音が、辺りに高々と響ひびき渡わたっていた。

「……は？」

　見れば……魔人が《聖槍ロキタリア》と《力天使の盾》を、握り潰していた。

　伝説に名高き武法具が粉々に割れ砕け、その破片が四方八方に散っていく。

　しばらくの間、破は片へんの輝かがやきが目を灼やいて残像する光景を、グレンは呆然と眺ながめて……

「……バカか、てめぇ」

　やがて、呆あきれたように呟つぶやいていた。

「当世最高クラスの装備を二つも砕いて……何やってんだ？　……正気か？」

『ふっ、愚おろかなことを言う』

　すると。

『自分自身より弱い武器と防具を使うことに、何の意味がある？』

　魔人が、それがさも真理とばかりに、そう答えていた。

『最も早はや、あのような愚ぐ者しやが研いだ牙きばは要いらぬ。私は《鉄騎剛将》アセロ＝イエロ。私自身が世界最強の武器であり、防具なのだ』

　そんな魔人の言葉に、グレンはただただ息を吞んで呆然とするが……

「…………、……ハッタリだ」

　やがて、鼻を鳴らしてそう断じていた。断じるしかなかった。

　魔人の言葉が決して虚きよ言げんでないことを、グレンは心の奥底のどこかで知っている。

　だが、それに気付いてしまったら──もう絶望しかなかったのだ。

　たとえば、この世界のあらゆる絶望が封ふうじた〝箱〟を、とある罪深い女が開けてしまうという逸いつ話わ。〝箱〟からは、あらゆる絶望が世界に吐き出され、人々を苦しめることになるが……〝箱〟の底には最後に一つ希望が残ったという。

　だが、残ったのは希望ではなく、実は『全すべてを知ってしまう』という絶望だったのだ。

　それが世界に出ず、〝箱〟に残ったからこそ──逆説的に〝希望〟となったのだ。

　知らない、気付かないからこそ、人は希望を持てるのである。

　ゆえに、グレンは〝箱〟の奥底を覗のぞくのをやめて……

「人を舐めくさりやがって、この野郎……ッ！」

　地を蹴けり、魔人へ向かって、猛もう速度での突とつ進しんを開始した。

　白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】は、すでに全開状態だ。

　肉と骨が悲鳴を上げるほど強化された身体能力が、グレンの姿を霞かすませる。

「はぁああああ──っ！」

　フェイント。突進の途と中ちゆうで、直角に横っ飛びし──

「喰らいやがれッ！」

　激流の如ごとく横流れする風景の中で、グレンは拳銃を構え──連続掃射フアニング。

　銃口から吐き出された六本の鋭するどき火線は、魔人の手足を正確無比に穿うがち──

　カッ！　次の瞬しゆん間かん、世界が白熱し、白一色となった。

　弾たま切れの拳銃を放ほうり捨てると同時に、グレンが最後の閃光石を焚たいたのだ。

　それを目め眩くらましに、魔人の死角へ素す早ばやく回り込みつつ、グレンは呪じゆ文もんを叫さけんだ。

「《原初の力よ・我が爪そう牙がに宿れ・強き光こう輝きを灯ともせ》──ッ！」

　黒くろ魔ま【ウェポン・エンチャント】──武装強化の呪文だ。

　グレンは残った最後の魔力を右手に注ぎ込み、鋼はがねよりも強きよう[image: 靭]じんに強化する。

　魔力の光で燦さん然ぜんと輝くグレンの右手。

　そして、魔人の背後から心臓を狙ねらって、その右の貫ぬき手てを鋭く突き放った。

（はっ！　盾を捨てたのは失敗だったな──ッ！）

　グレンが霊れい的てきな感覚で確かく認にんする限り、この魔人は魔術的な防御を一いつ切さい構えていない。

　ならば──貫つらぬける。くたばりやがれ。

　グレンがそう確信した瞬間、空気を斬きり裂さく貫手の先が魔人の身体に触れて──

　ぶしゃっ！　肉が拉ひしげるような音と共に、グレンの貫手が魔人の体内へとめり込んだ。

　傍はた目めには、そう見えた。間違いなく。

　だが──

「ぐっ──あああああッ!?」

　次の瞬間、グレンが弾はじかれたように、飛び下がった。

　右手から鮮せん血けつをまき散らし、靴くつ底ぞこで地面を削けずりながら、ルミアの傍かたわらに戻もどってくる。

「ちぃ……ッ!?」

　見れば、グレンのだらりと下がった右手は、ぐしゃぐしゃに潰れていた。

　右手の骨が複雑怪かい奇きに砕け、肉が裂け、血が噴ふき出している。

　先の一合、魔人の身体が貫かれたのではない、グレンの手の方が壊こわれてしまったのだ。

「せ、先生!?　大だい丈じよう夫ぶですかッ!?」

　ルミアが慌あわててグレンへ駆かけ寄り、その右手に法医呪文ヒーラー・スペルを唱え始めるが──とてもすぐに癒いやせるような傷ではなかった。

「くっそ、固ぇ……ッ!?　てめぇ、一体、何で出来てやがんだ……ッ!?」

　自じ慢まんではないが、【ウェポン・エンチャント】を乗せて放つ貫手は、グレンの切り札の一つであり、板金鎧プレートメイル程度ならば余よ裕ゆうで貫ける。拳けん闘とうを主体とするグレンにとって、帝てい国こく式軍隊格かく闘とう術のその技は、文字通りの奥の手だ。

　先刻、レイクの竜りゆう[image: 鱗]りんを相手にしても、流石さすがに貫くことは出来ずとも、こうも一方的に打ち負かされることなどなかったというのに。

『どうした？　終わりか？　グレン＝レーダス。終わりならば、ルミア＝ティンジェルの命、貰もらい受けていくぞ』

　魔人は微び動どうだにしていない。ただ、静かに佇たたずむだけだ。貴様ごときの攻こう撃げき、対処の必要すらも無い──そんな余裕が否いや応おうなくにじみ出ていた。

「せ、先生……手が……ッ！」

「いいから下がってろッ！　ルミアッ！」

　ルミアの制止を振ふり払はらい、グレンが前に出る。

（だが、どうすればいい……？　いよいよ武器がねえぞ……ッ!?）

　グレンが右手の焼け付くような激痛を堪こらえながら、逡しゆん巡じゆんしていると。

「……すまない、グレン。遅おくれたな」

「ん、ここからは、わたし達が戦う。ルミアは逃にげて」

　セリカとリィエルが。

「ちっ、この私としたことが、この程度で我を失うとはな……ッ！」

「ま、後は我々に任せてくれたまえ」

　ハーレイとツェスト男だん爵しやくが。

　今まで、精神的衝しよう撃げきで動けなかった四人が我に返り、魔人を取り囲み始める。

　それだけではない。

　ざっ！　不意に、激風を巻いて空から舞まい降りてくるは、新たなる三人の人ひと影かげ。

「ほっほぉーう!?　なんだか面おも白しろいことになっておるのうッ!?」

「グレン先せん輩ぱいッ！　ルミアさんっ！」

　帝国宮きゆう廷てい魔道士団特務分室の《隠いん者じや》のバーナードに、《法皇》のクリストフ。

　そして──

「……遅れてすまなかった」

《星》アルベルトが、この土ど壇たん場ばで参さん陣じんするのであった。

「ジジイッ!?　クリストフッ!?　アルベルトッ!?　来てたのか!?」

「ふん。……下がっていろ」

　アルベルトは相変わらず冷れい淡たんで、突つき放すような物言いがいちいち癪しやくに障さわるが、この状じよう況きようとなっては、その背中ほど頼たのもしいものはない。

「魔術学院の皆みなさん！　僕達は帝国軍の者……味方です！　状況は把は握あくしています！　急ですが、共同戦線を申し入れさせてください！」

「おう、久しぶりじゃな、グレ坊ぼうにセリカちゃん！　元気じゃったかの!?」

　特務分室組が素す早ばやく散開し、それぞれ配置につき、攻撃の構えを取った。

　この突とつ然ぜんの援えん軍ぐんを幸いと、魔術学院組も無言で連れん携けいを取り始める。

（な、なんだよ……もう駄だ目めかと思ったが……）

　その時、グレンは安あん堵どの息を吐はいていた。

　セリカ、リィエル、ハーレイ、ツェスト、バーナード、クリストフ、アルベルト。

　気付けば、たった一人の魔人に対し、こちらの戦力は圧あつ倒とう的ではないか。

　この最強布ふ陣じんで倒たおせないやつなんかいるはずがない。グレンは、箱の底を覗くのをやめた。胸の奥底に潜ひそむ不安感を──無理矢理、無視した。

（勝てる、勝てる……絶対、勝てる……ッ！）

　魔人を取り囲んで攻撃の機会を窺うかがうセリカ達を前に、グレンがそう念じながら、固かた唾ずを吞のんで場の動向を窺っていた……その時だ。

「先生ぇえええっ！　ルミアぁあああっ！」

　ひゅごぉ、と。

　風を巻いて銀ぎん髪ぱつを棚たな引びかせ、さらに一人の少女がグレンの前に馳はせ参じていた。

「こ、これ一体、どんな状況なんですか!?　今、何が起こっているんですか!?」

　システィーナであった。学院の上空の異常事態に気付き、僅わずかに回復した魔力を振り絞しぼって『疾風脚シユトロム』を使い、慌てて駆けつけたらしい。

「よぉ、白しろ猫ねこ。いいところに駆けつけたな？」

　圧倒的な戦力差から生じた余裕に、グレンがにやりと笑いながら応じる。

「いいところ？」

「ああ、今から今回の事件の黒幕を、全員でボコるとこだ」

「えーと……黒幕と言われても、私にはよくわからないんですけど……」

　困ったようにシスティーナが、魔人を囲むセリカ達を見回し、呟いた。

「こ、これ……なんだか、凄すごい豪ごう華かな面子メンツですね……？」

「だろ？　ははは、こうなってくると、逆に相手が可哀かわい想そうになって──」

　笑って肩かたを竦すくめて、グレンが戯おどけようとするが。

「……でも。勝てるんですか？」

　そんな不安げなシスティーナの言葉に。

　グレンの余裕が、まるで冷や水でも浴びせられたかのように冷めていく。

「上空のアレ……きっと《炎ほのおの船》ですよね……？　ロラン＝エルトリアの童話『メルガリウスの魔法使い』に出てきた……」

「…………」

「つまり、皆が囲んでいるあの魔人……魔将星なんじゃないですか？　以前、タウムの天文神しん殿でんで遭そう遇ぐうした《魔ま煌こう刃じん将しよう》アール＝カーンと同種の存在なんじゃないですか？」

　……無言。グレンは押し黙だまってしまう。

「《炎の船》ってことは……《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロなんじゃないですか？」

　システィーナは容よう赦しやなく、グレンが覗くのをやめた〝箱〟を開けてくる。

「だとしたら……私達じゃ絶対に勝てませんよ!?　物語の主人公である『正義の魔法使い』ですら……アセロ＝イエロには、結局、勝てなかったんですよ!?」

「────ッ！」

　そんな震ふるえるシスティーナの言葉が、ついに、グレンへ〝箱〟の底を覗かせた。

　そう──気付いてしまった。

　気付いてしまったら──もう、自分達に残されたのは絶望しかないというのに。

「……白猫。お前の口から教えてくれ……例の物語で語られる《鉄騎剛将》アセロ＝イエロ……そのもっとも特とく徴ちよう的な能力は……なんだった？」

　ぎり……と。グレンは残った左手の拳こぶしを固く握にぎり固める。

「あれは……ただの記き憶おく違ちがいだったと信じたいんだが……頼む……教えてくれ……やつの能力は……なんだった!?」

「そ、それは……物語での《鉄騎剛将》アセロ＝イエロは……彼の身体からだは……」

　システィーナが何事かを言いかけた瞬間。

「そこだッ！」

　にらみ合いの中に隙すきを見つけたのか、セリカが地を蹴けって疾とく駆ける。

　姿が霞かすむような超ちよう神速で、魔人へと肉にく薄はくする。

　セリカの手にあるのは『真銀ミスリルの剣けん』──六英えい雄ゆう《剣の姫ひめ》エリエーテが愛用したという至高の一刀。あらゆる魔力の干かん渉しようを遮しや断だんし、鋼はがねなどとは比ひ較かくにすらならない、驚きよう異い的な剛ごう性せいと[image: 靭]じん性せいを併あわせ持つ魔法金属、真銀ミスリルで打たれた剣である。

　さらに、セリカは、白魔改【ロード・エクスペリエンス】の呪文で、帝国史上最強の剣士と謳うたわれたエリエーテの剣技を、その身に憑ひよう依いさせている。

　最高の剣に、最高の技わざ。それに断たてぬものなどこの世にあるはずがない。

　真空を引き裂きながら、セリカは、剣を真っ向から魔人の頭部へ振り落とし──

　次の瞬間、乾かわいた金属音が、辺りに木霊こだまする。

　──誰だれもが、その光景に目を疑った。

「……は？」

　魔人とすれ違い、そのまま残心に入っていたセリカは、気付いた。

　剣を持つ右手にかかる重心が……妙みようだ。

　見れば、剣の刀身が途と中ちゆうから無い。半分ほどの長さになってしまっている。

　次の瞬しゆん間かん、輝かがやく何かが猛もう回転しながら落ちてきて、離はなれた地面に墓標のように突き立った。言わずもがな──それは無くなった刀身の先だ。

「……馬ば鹿かな」

　セリカの振るった剣は、間違いなく、魔人の頭部を正確無比に捉とらえた。

　最高の技で振るわれた最高の剣は、魔人の頭部を左右に割る……そのはずだった。

　だというのに、二つに割れたのは──セリカの剣であった。

「ふん。所しよ詮せん、姿形だけを真似まねた借り物の剣技」

　折れた剣を啞あ然ぜんと見やるセリカの背中に、魔人が冷ややかに言う。

「技に魂たましいが無い。エリエーテの足あし下もとにも及およばぬ。……剣が泣いているぞ」

　その時だった。

「いいいいいいいやぁあああああああああああああああああ──っ！」

　蒼あおい衝撃が、横よこ殴なぐりに魔人へと迫せまる──リィエルだ。

　お得意の高速錬れん金きん術じゆつで錬成した大剣を、魔人へ向かって水平に薙なぎ払う。

　圧倒的な暴力が漲みなぎる大剣はやはり、違たがわず魔人を捉え──

　バンッ！

　大きな岩石を発破したような音と共に、大剣は粉々に砕くだけ散って四散していた。

「あぅッ!?」

　そして、その衝撃で、逆にリィエルが大きく水平に吹ふき飛び、転がっていく……

　対する魔人は、身体からだについた埃ほこりを、手で軽く払うだけだった。

　その場の誰もが、その光景に呆気あつけに取られ、絶句し、硬こう直ちよくしていた。

　異常だ。明らかに異常だ。

　たとえば《力天使の盾たて》の絶対防ぼう御ぎよの場合なら、その無敵に何かしらの魔術的な秘密や仕し掛かけがあるのだろう……そういった気配や兆候があった。

　その秘密さえ看破すれば、なんとかなる……そんな確信があった。

　だが、今の魔人の無敵には、まるで理由がない。

　単純に強いから強い。堅かたいから堅い。……ただ、それだけだった。

「……白猫。アセロ＝イエロの能力は……なんだった？」

　目前の光景に言葉を失ったシスティーナへ、グレンが再び問う。

「か、彼は……」

　我に返ったシスティーナが、わなわなと震え、絞り出すように呟つぶやいた。

「『メルガリウスの魔法使い』の通りなら……彼の身体は……神鉄アダマンタイトで出来ています」

　神鉄アダマンタイト。それを詳くわしく知る者は、案外少ないだろう。

　古代の超魔法文明の魔導技術が生み出したという、究極の魔法金属。

　闇やみの如ごとき黒の光こう沢たくを持つその金属は、不ふ滅めつの物質であり、水銀のような流動性を持ちながら、竜りゆうの[image: 鱗]うろこよりも遥はるかに堅いという、矛む盾じゆんを内包する金属らしい。

　一説によれば、近世において、世界でもっとも優すぐれた金属と評価される真銀ミスリル、日緋色金オリハルコンすら、神鉄アダマンタイトを生み出す過程で生まれた副産物……失敗作とも。

　だが、古代の碑ひ文ぶんや文ぶん献けんにこそ神鉄アダマンタイトの存在が仄ほのめかされていたものの、それが実在する物だとは、魔術学会の誰もが懐かい疑ぎ的であり、否定的だった。

　実際、どんなに各地の遺い跡せきを漁あさっても、そのような金属は発見されなかったし、そもそも、真銀ミスリルや日緋色金オリハルコンより優れた金属など、常識的に考えて、あり得なかったのだ。

　だから、神鉄アダマンタイトとは、魔導考古学に傾けい倒とうする一部の魔ま術じゆつ師し・研究者達の間で、まことしやかに議論される、一種の古代ロマン……そんな幻まぼろしの金属だったのだ。

『その通りだ』

　システィーナの言葉に、魔人が頷うなずいていた。

『我が身体は不滅の神鉄アダマンタイトで出来ている。たとえ【メギドの火】であろうとも……我が身を滅ほろぼすことは叶かなわぬ。……試ためしてみるか？』

「ふ、ふざけんな……ッ！」

　だがその時、グレンは実感として、悟さとった。

【メギドの火】であろうとも滅ぼせない……恐おそらく、それが事実であるということに。

「くそが……そんなやつ、どうしろって言うんだよ……？」

「如何どうするもこうするも無い」

　つい弱音を零こぼしてしまったグレンを、アルベルトが背中で一いつ喝かつする。

「俺が仕掛ける。……お前はお前が為なせる事をしろ」

「！」

　そんな、アルベルトの意図を察した、グレンの目が鋭するどくなる。

「……任せていいのか？」

「ああ……今はそれが俺の役割だ」

　そう、冷れい淡たんに応じて。

「《雷剣よシーヴエン・マル》──《踊れタンズ》！」

　アルベルトが素す早ばやく身を翻ひるがえして魔人を指さし、呪じゆ文もんを唱えた。

　同時起動された七しち閃せんの【ライトニング・ピアス】がその指先から放たれ、それぞれ異なる軌き道どうを描えがいて高速で飛来し、魔人の左胸部を一点集中で正確無比に穿うがつ。

　それは『七星剣』と謳われる絶技だが──

『……それがどうした？』

　当然のように、魔人の身体に傷一つつけられない。

『所詮、それは愚ぐ者しやの牙きば。その程度の攻こう撃げきで──』

「《金色の雷らい獣じゆうよ・地を疾く駆かけよ・天に舞まって踊れ》」

　だが、アルベルトはそれにまったく構うことなく、次なる呪文を口走る。

　起動される、黒魔改【プラズマ・フィールド】。

　激しく乱らん舞ぶする雷らい嵐らんが、魔人の周囲に円を描いて渦うずを巻く。

　閃光が明めい滅めつし、無数の稲いな妻ずまが蛇へびのようにのたうって、魔人を乱打し、嬲なぶるが──

『笑しよう止し』

　まるで心地ここち良いシャワーでも浴びるように、魔人は稲妻に身を任せるままであった。

　そして、そんなアルベルトの攻撃を皮切りに──

「ぅ、ぉおおおおおおおおおお──ッ!?」

　今まで魔人の存在に吞のまれ、呆ぼう然ぜんとするだけだった者達が動き始める。

　己おのが根底を蝕むしばんでいく不安と絶望を吹き払はらわんとばかりに。

「《氷ひよう狼ろうの爪そう牙がよ》──《集》ッ！」

　ハーレイが【アイス・ブリザード】を収束起動させ、極ごく微び小しようの収束凍気弾だんを放ち──

「《冴さえよ風神・剣振ふるいて・天駆けよ》──ッ！」

　システィーナが【エア・ブレード】を唱え、半月状の巨きよ大だいな風の刃やいばを放ち──

「くそ……私、もう限界なんだがな……ッ！　《吹き飛べ》ッ！」

　セリカが【ギガ・エクスプロージョン】を唱え、魔人を中心に収束する空間エネルギーが眩まばゆい閃光を上げて、大爆ばく発はつを引き起こし、大気を震わせる。

　そのどれもが魔人を完全に直撃。荒あれ狂くるう破は壊かい力が、容赦なく魔人を蹂じゆう躙りんする。

　一個人を狙ねらって破壊するには、常識的に考えれば、明らかに殺し過ぎオーバーキルだ。

　……だが。

『……気は済んだか？』

　無傷。

　魔人は──無傷。

　呪文の超絶的な破壊力は、時間切れと共に、空しく霧む散さんしていった。

「これならどうだ!?　《凶きよう鳥ちようの囀さえずりを聴きくべし・汝なんじの意は空くうに・汝の識は白はくに》ッ！」

　ツェスト男だん爵しやくが、思考破壊の精神攻撃呪文、白魔【マインド・ブラスト】を手加減なしの全力で唱える。

　キン、と甲かん高だかく鳴り響ひびく音。常人相手ならば、一度に何百人と廃はい人じんに追い込んであまりある精神干渉波が、魔人の精神を直接殴なぐりつけ──

「クリ坊ぼう！　リィエルちゃん！　今じゃ、わしに合わせいッ！」

「はいっ！」

「ん！」

　その隙を逃のがさず、バーナードと、クリストフと、リィエルが動く。

「ぉおおおおおおおおお──ッ！」

　まず、バーナードが棒立ちする魔人の傍かたわらを、残像しながら駆け抜ぬけた。

　すれ違いざま、バーナードが振るう両手から放たれた、無数の鋼ごう糸しが虚こ空くうを走る。

　魔力で強化されたその鋼糸は、鋼も斬きり裂さく極細・極大摩ま擦さつの特とく殊しゆ糸いとだ。

　それが、きらりと光を照り返し、ぎゅらりと魔人の全身に巻き付いて──

「ぬぅうううんっ！」

　バーナードは、容よう赦しやなくその糸を引く。

　恐るべき切れ味の刃と化した糸が、魔人の全身を舐なめるように締しめ上げて。

「いいいいいいやぁあああああああああああああ──ッ！」

　そして、その魔人の脳天に、リィエルが通常の数倍サイズで錬成した超特大剣を叩たたき付ける。その威い力りよくで、ぐにゃりとくの字にひしゃげた大剣が魔人を挟はさみ込み──

「下がって、リィエル！」

　間かん髪はつ容いれず、クリストフが結界魔術を起動していた。

　バーナードとリィエルが気を引いている間に、クリストフによって投げ放たれた無数の菫青石アイオライトが、規則正しい六角形ハニカム配列で魔人の周囲に着ちやく弾だん、瞬しゆん時じに幾き何か学がく的な結界を構築。

「《高速結界展開イミツド・ロード・菫青石牢獄界アイオライト・プリズン》──ッ！」

　そして、クリストフが両りよう掌てを地面につくと、無数の魔力線が石同士を繫つなぐように地を走って絡からみ合い、その場に超重力場が形成される。

　刹せつ那な、大気が拉ひしげて潰つぶれる重低音。魔人に超重力がのし掛かり──魔人の立つ大地が割れ砕け、クレーター状に沈ちん下かしていった。

　魔人を〝く〟の字に挟んだ大剣が、かかる超重力に耐たえられず、飴あめのように曲がって金属疲ひ労ろうで折れる……そんな地じ獄ごくの結界場の中でも。

『……もう終わりか？』

　魔人は依い然ぜんとして二の足で立ち、クレーターの側面を悠ゆう然ぜんと歩いて登ってくる。

「そんな……完全に決まれば、ドラゴンすら押おし潰す超重力結界が……足止めにもならないなんて……ッ!?」

　信じられないと目を見開き、苦々しく呻うめくクリストフ。

「私の全力の【マインド・ブラスト】を素す受うけして耐えるとか……君、本当に人間かね……？　いや、どう見ても人間じゃなかったねぇ」

　ツェスト男爵も、額に脂あぶら汗あせを浮うかべながら、打つ手なしと肩かたを竦すくめて。

「ははは……こりゃ、いよいよお手上げじゃのう……？」

　自じ慢まんの鋼糸が全すべて千切れて指先から垂れ下がる様を見て、バーナードも笑うしかない。

「くっ……とにかく、今は撃うって、撃って、撃ちまくるしかないぞッ!?」

　そんな下策しか打てない……そうわかってはいても、ハーレイはそう叫さけぶしかなく。

「くそ──ッ!?」

「ちぃ──ッ!?」

「くたばれッ！」

　その場に居合わせる者達が、ありったけの魔力を振り絞しぼって、知りうる限りの攻性呪文アサルト・スペルを、魔人へと撃ち込み、浴びせまくる。

　次の瞬間、その場は、死と破壊の嵐あらしが渦うず巻まく地獄と化した。

　無数の火球が殺さつ到とうし、絶対零れい度どの凍気が吹ふき荒れ、稲妻が乱舞する。

　風の刃が踊り狂い、爆熱が大気を焦こがし、酸の雨が降り注ぎ、毒どく霧ぎりが渦巻く。

　天より飛来した隕いん石せきが炸さく裂れつし、無数の銃じゆう弾だんが飛び交かい、投げ放たれた大剣が旋せん風ぷうを巻き起こし、エネルギーの矢が驟しゆう雨うとなって叩き付けられる。

　挙げ句の果てに、魂たましいを死へ誘いざなう言葉が囁ささやかれ、石化の呪まじないまでが飛び──

「《クソが・いい加減に・──」

　ついに、セリカが最後の切り札を切った。

「《──・くたばりやがれ》ぇええええええええええええ──ッ！」

　本家・黒魔改【イクスティンクション・レイ】──有質量物質分解消しよう滅めつの術。

　かつて、邪じや神しんの眷けん属ぞくすら滅ぼした、必滅の光。

　放たれた圧あつ倒とう的光の奔ほん流りゆうが、魔人を完全に吞み込んで──視界が白熱して──

　──だが。

『……言ったはずだ。我が身体は、不ふ滅めつの神鉄アダマンタイトだと』

　それでも。それだけやっても。

『貴様達の魔術など所しよ詮せん、紛まがい物……〝愚者の牙〟なのだ』

　魔人は──尚なお、無傷だったのだ。

「……まじ、かよ……げほっ……ごほっ!?」

「アルフォネア教授!?」

　元々、枯こ渇かつしかけていたセリカが、完全に限界を超こえ、血ち反吐へどを吐はいて倒たおれた。

（……神殺しの術ですら、駄だ目めなのか!?　……なんでだ!?）

　不滅と言ってもほどがあるだろう？　グレンが目眩めまいを抑おさえきれないでいると。

『さて……このまま貴様達の無力さを座して眺ながめるだけもつまらぬ……そろそろ、こちらから仕し掛かけさせてもらおうか……』

　そんな事を呟つぶやく魔人に、一同に緊きん張ちようが走る。

『グレン＝レーダスの妨ぼう害がいでマナ不足のため、魔将星との魂たましい融ゆう合ごうは不完全……故ゆえに魔術の類たぐいはまだ使用できぬが……まぁ、貴様ら如ごときに必要あるまい』

　そう言って、魔人が両手の手刀をゆるりと構え──

　風切り音。不意にその姿が、一同の前から霞かすみと消えた。

　旋風が巻き起こり、魔人の神速移動で生じた衝しよう撃げき波はが一同の間を吹き抜けていく。

「ぬっ!?」

　その刹那、魔人がバーナードの背後に現れ、その脳天に手刀を振り落とす。

　咄とつ嗟さに反応し、バーナードが頭上に両りよう腕うでを交差させ、防ぼう御ぎよするが──

「ぐぉおおおおおおおおおお──ッ!?」

　魔人の手刀は、魔力で超強化されたバーナードの両腕を小枝のようにへし折り──その衝撃でバーナードの身体は地面に叩き付けられ、派手にバウンドしていく。

　さらにその刹那、再び魔人の姿が消え、大剣を構えるリィエルの横合いに現れ──

「──くっ!?」

　リィエルが脊せき髄ずい反射で、電光石火の反撃を横よこ凪なぎに振るうが──

「あ、ぐぅうううう──ッ!?」

　魔人の回し蹴げりが、反撃の大剣を粉ふん砕さいして、そのままリィエルの肋ろつ骨こつと右腕を砕くだき──

『──貴様で最後だ』

　リィエルが水平に吹き飛んでいく様を背後に、魔人がアルベルトに神速で迫せまる。

「《──・其その猛たけき怒いかりを振るい・遍あまねく全てを滅ほろぼせ》ッ！」

　だが、バーナードがやられた時点で、アルベルトはＢ級軍用攻性呪文アサルト・スペル……黒魔【プラズマ・カノン】の詠えい唱しようを先読みで開始していた。

　術が起動し、アルベルトはその壮そう絶ぜつな電撃エネルギーを、左の掌しよう底ていに球状に集め──

『逝ねいッ！』

　魔人が放った、右の拳けん打だと。

「ふ──」

　アルベルトが全ぜん霊れいの力と魔力で撃ち放った、左の掌打が。

　──真っ向から激げき突とつした。

　衝突インパクトの瞬間、アルベルトの掌底に集まった【プラズマ・カノン】の破壊力が、零ゼロ距きよ離りで大炸裂する。

　激しく明めい滅めつする世界。大気を震ふるわす衝撃音。逃にげ場を求めて拡散する稲いな妻ずま。

　しかし、本来、遠距離から城じよう壁へきをも吹き飛ばす、Ｂ級軍用魔術の零距離砲ほう撃げきの圧倒的威力を以もつてしても──

「……ッ!?」

　押し負けたのはアルベルトだった。

　衝撃で、アルベルトは地を靴くつ底ぞこで削けずりながら、十数メトラもの距離を後退する。

『……ほう？　愚ぐ者しやの民たみながら、賞賛に値あたいする判断力と威力だ。手加減はしたとはいえ、まさか、そのような手管で私の拳打を捌さばくとは……だが、二度はあるまい？』

「……ちっ」

　忌いま々いましげに舌打ちするアルベルト。

　見れば、だらりと下げられたその左腕は酷ひどく血ち塗まみれで、見るも無む惨ざんな有様だった。

　その鷹たかのように鋭するどい視線は健在だが、その額には珍めずらしく微かすかな脂汗が浮いていた。

（なんだよ、これ……？　一体、なんなんだよ……？）

　グレンは周囲の惨さん憺たんたる状じよう況きようを見み渡わたした。

　マナ欠けつ乏ぼう症しように喘あえぐハーレイ、ツェスト、セリカ、クリストフ、システィーナ。

　酷いダメージに血反吐を吐いて倒れ伏ふす、バーナード、リィエル。

　辛かろうじて二の足で立つものの、手痛い負傷を負ってしまったアルベルト。

　世界最さい高こう峰ほうの賢けん者じや達が、軍の歴戦の猛も者さ達が……あの魔人の前に、まるで子供扱あつかいだ。次元が違ちがう。勝負にすらなっていない。

　その存在も格も、自分達ただの人間とは、全てが懸けん絶ぜつしている。

　魔将星《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロ──やつは何もかもが強過ぎたのだ。

（……こんなやつ、どうしろと？）

　流石さすがのグレンも、絶望感に足あし下もとが崩ほう落らくするような感覚に囚とらわれていると。

「もう止めてくださいッ！」

　いよいよ耐えきれなくなったらしいルミアが、そんな声を張り上げていた。

「貴方あなたの狙ねらいは私でしょう!?　私を殺してくださいッ！」

「お、おい!?　ルミアッ!?」

「あ、貴女、何言って──」

　グレンとシスティーナの制止の声を聞かず、ルミアは訴うつたえるように続けた。

「私が死ねば、貴方は満足なんでしょう!?　だったら、私を好きにしてくれて構いません！　だから、お願いしますッ！　もう、これ以上、皆みんなを傷つけないで……ッ！」

　だが、そんなルミアの懇こん願がんも……

『ルミア＝ティンジェル。その願いは承しよう諾だくしかねる』

「……えっ!?」

　魔人には届かなかった。

『貴女あなたの命を貰もらい受けるのは確定事じ項こうだが、今回の計画の目的には、このフェジテを滅ぼし……大導師様の大いなる悲願達成の生いけ贄にえにすることも含ふくまれる。故に貴女の命には何の交こう渉しよう価値もない。私はこの場の連中を皆みな殺ごろしにし……そして、フェジテを滅ぼす』

「そ、そんな……」

　がくり、と。気き丈じようなルミアがついに膝ひざをついて俯うつむいてしまう。

　そんなルミアのもとへ、殺意を漲みなぎらせ、悠然と歩み寄っていく魔人。

　いよいよ、ルミアをその手にかけるつもりなのだろう。

「アルベルトッ！」

　グレンが戦友ともの名を叫びながら、ルミアを庇かばうように前へ出て、魔人と対たい峙じする。

「……奴やつについて、何かわかったか？」

　応じて、アルベルトが素す早ばやくグレンの隣となりに肩を並べる。

「すまん、何もわからねえ……ヤツが文句なしで無敵ということしか」

「ちっ……使えない男だ」

「うっせぇ!?　それよりも、お前、まだ動けるか!?」

「……無論だ」

「なら、やるぞッ！　まるで無策だが、辛うじて動けるのはもう俺達だけだッ！　何が何でも、とにかく、やるしかねえッ！」

　グレンが壊こわれた右手を無理矢理に拳の形に握にぎり固め、拳けん闘とうの構えを取る。

　アルベルトも半身に構え、右手で使える魔術を検討し始める。

「ふん。ここまで勝算の無い戦いは、久しぶりだな」

「はぁ？　テメェ吹いてんじゃねーよ……〝初めて〟の間違いだろ」

　この土ど壇たん場ばにおいてすら、いつもの喧けん嘩かのようなやりとりは変わらないが……

　絶望的。状況はあまりにも絶望的だった。

　だが、死中で一いち縷るの活路を見いだせる、何らかの細い希望に縋すがって。

　グレンとアルベルトが、今、持ちうる全てで戦いを仕掛けようとした──

　──まさにその時であった。

『待ちなさい。アセロ＝イエロ』

　そんな二人と魔ま人じんの間に、不意に、亡ぼう霊れいのように現れた者がいた。

『いえ、貴方は本質的には、あのアセロ＝イエロとは違う存在だから……今世の名前で呼んだ方がいいのかしら？　となると、確か……ラザール、だっけ？』

『む。貴女は……まさか……ッ!?』

『〝名無しナムルス〟よ。今世ではそう名乗っているわ』

　背中に異い形ぎようの翼つばさを抱いだく少女──ナムルスが、疲つかれたような表情で魔人と対峙していた。

「……何者だ？　ルミア＝ティンジェルと瓜うり二ふたつのようだが？」

「知らん。だが、敵じゃない」

　眉まゆを顰ひそめるアルベルトから零こぼれた問いに、グレンが素っ気なく応じる。

『それよりも話があるわ、ラザール。……今は退きなさい』

　そんなグレンとアルベルトを余所よそに、ナムルスが淡たん々たんと魔人へ言った。

『魔人を我が身に降臨させたが故だろう……今の私は、貴女が何者なのかよく理解できる……だが、貴女に倣ならい、敢あえて〝名無しナムルス〟と呼ばせてもらおうか』

　すると、魔人はそう前置きして……

『さて、ナムルスよ。今は退けだと？　愚おろかな。交渉とは対等の者同士が行うものだぞ？』

　ナムルスに向かって、殺気と威い圧あつ感を漲らせる。

　だが──

『舐めないで、坊や』

　ナムルスがそう凄すごんだ……その瞬しゆん間かん。

　ず、と。重く冷たく昏い特とく濃のうの闇やみが、辺りにのし掛かかった──そんな感覚があった。

　確かに彼女はそこに在るのに、立ちこめる深い暗黒が、彼女の存在認にん識しきを頑かたくなに拒こばませる。一見、可か憐れんなその少女の姿は、深しん淵えんから切り取った闇の人ひと形がたに過ぎないことを本能が理解する。魔人がまるで幼子に思えるような穢けがれと邪じや悪あくが、そこに顕けん現げんしたのだ。

『たかが魔将星如きが……あの子から貰った紛い物の力で……たかが人間をやめた程度で粋いきがらないことね……この私に対して』

　ナムルスの、この世界全すべてを呪のろうように歪ゆがんだ声こわ色いろが、鼓こ膜まくを搔かきむしる。

　そして、暗闇にすっと朱しゆを引くように薄うすら嗤わらい、ナムルスはその白い手を差し出した。

　その途と端たん、辺りを包んだ幻げん視しの闇を払はらわんばかりの、圧あつ倒とう的な黄金色の光が、ナムルスの手から放たれ──場に居合わせた者達の目を灼やいた。

「な──なんだッ!?　何が起きた!?」

　魂たましいを摑つかむ闇から不意に解放され、グレンが叫さけぶ。

　気付けば、ナムルスの掌ての上には、〝黄金色に光輝かがやく鍵かぎ〟が浮ういていた。

『《黄金の鍵》だと!?　馬ば鹿かな……貴女にまだ、そんな力が残っていたのか!?』

　ナムルスが見せた〝鍵〟には、魔人も意表を突つかれたらしかった。

『ええ、そうよ。わかるでしょう？　貴方達が持っているような〝紛まがい物の鍵〟ではないわ。世界に二つだけある〝本物の鍵〟……その内の一つ』

　暗く蔑さげすむように嗤いながら、ナムルスが告げる。

『ラザール。貴方……〝紛い物の鍵〟で、何とか魔将星と魂融合したのはいいけど……まだ、マナ不足で融合が不完全よね？　なぜなら、グレンが邪じや魔ましたから』

『…………』

『身体からだを失い、かつての力をほとんど失った私だけど……今の貴方程度と刺さし違える力くらいはあるわ……私という存在概がい念ねんの完全消しよう滅めつを覚かく悟ごすればね……』

『…………』

『今は退きなさい、ラザール。貴方の力が完全安定したその時に、改めてルミアを殺せばいい。貴方にとっては、今、私とやり合うより、その方が確実だと思うけど？』

　すると、しばらくの間、重苦しい空気がその場を支配して。

『……いいだろう。今は大人しく退こう』

　やがて、魔人はそう呟つぶやいて。

『《■■■■・■・■■■■……》』

　得体の知れない言語で、何事かを呟くのであった。




　──その時。

　地上にいるグレン達には、何が起きたか想像だに出来なかったが。

　フェジテ上空の《炎ほのおの船》の船底に刻まれた紋もん様ようから、無数の赤い光が放たれていた。

　その赤光は、フェジテを囲む城壁をもの凄い速度で、ぐるりとなぞり──

　なぞられた端はしから、巨きよ大だいな真しん紅くの光こう壁へきが形成され、天空に向かって高く聳そびえ立つ。

　地上にいるグレンは、地平線の彼方かなたが紅あかく燃え上がるようにしか把は握あくできなかった。




「今、何しやがった、テメェ!?」

　四方八方の地平線と空が、ぐるりと満まん遍べんなく真紅に染まるその情景に、グレンは猛もう烈れつに嫌いやな予感を覚え、魔人へ吠ほえるように問いかける。

　だが、魔人がその問いに答えることもなく。

　上空の《炎の船》より、細い円柱状の光が降り注ぎ、それが魔人を包んだ。

『……さらばだ、愚ぐ者しやの民たみ草くさ共よ。精せい々ぜい、残り少ない生を謳おう歌かすればいい……』

　光に包まれた魔人が、そのまま円柱状の光の中を通って、空へと昇のぼっていくのであった。

　その小さくなった姿は、そのまま《炎の船》の中に吸い込まれていく──

「くそ、逃にげやがった……一体、何をするつもりなんだ、あいつ……ッ!?」

『貴様達の言葉で言うなら、彼はこのフェジテという都市一つを丸々囲むように断絶結界を張ったのよ。最も早はや、貴様達はフェジテの外に逃げることも、外からの増ぞう援えんも望めない』

　ぼそりと呟かれるナムルスの言葉に。

「はぁ!?　都市一つまるごとだと!?」

　相変わらずスケールが違いすぎる魔人の力に、グレンはもう開いた口が塞ふさがらない。

『今さら慌あわてないで。敵を断絶結界内に閉じ込め、その内部を【メギドの火】で焼く……元々そういう兵器なのよ《炎の船》って。言わば、対国家用・制圧戦略兵器』

「ぶ──っ!?」

『つまり、彼はあの船に立てこもったまま、ルミアごとフェジテを灰かい燼じんに帰きして、当初の目的を全て達成しようって横着な魂こん胆たんみたい……そんなに私が怖こわいのかしら？　馬鹿ね……全部ハッタリなのに。今の張りぼての私に戦う力なんか、あるわけないし』

「ちょ、待て！　今、【メギドの火】って言ったな!?　どういうことだよ!?」

『いちいち面めん倒どう臭くさいわね……【メギドの火】は元々、あの《炎の船》の主しゆ砲ほうなのよ。さっきまで貴方達が大おお騒さわぎしてたのは、その術式を近代魔術モダンで、涙なみだぐましく再現した劣れつ化かレプリカ版。あの《炎の船》から放たれるのが本家本元ってわけ』

「なん……だとぉ……ッ!?　そんなアホな……」

『大体、霊れい地ちを選ばなければ起動できないとか、戦略兵器として欠けつ陥かん品ひんでしょう？』

　大騒ぎするグレンを、ナムルスは鬱うつ陶とうしそうにあしらうのであった。

（くそッ……ナムルスの言ってることは相変わらず意味不明で、しかも話がぶっ飛びすぎてて、理解がおっつかねぇが……つまり、そうか、そういうことか……ッ！）

　グレンは周囲の真紅に染まる情景と、空の《炎の船》を見やりながら、歯は嚙がみする。

（魔将星の力に《炎の船》……確かにこの二つが揃そろえば、もうやりたい放題……虫の息だった『急進派』の『現状維い持じ派』に対する起死回生の一手だッ！　後、ヤツは、なんでか知らんが、フェジテを滅ほろぼしたいらしいが……それだって簡単にカタがつく……ッ！）

　それが、それこそが──一見、回りくどいラザールの、真の思おも惑わくだったのだ。

（くそっ……駄だ目めだ……もうおしまいじゃねえか……ッ！）

　判明した恐おそろしい事実、かつてない苦境に、グレンが愕がく然ぜんとしていると。

『……まだよ、グレン。まだ終わってない』

　ナムルスが、そんなグレンを叱しつ咤たするように一いつ喝かつする。

『ここで、貴方あなたが報むくいた一いつ矢しが効いてくるわ。貴方はラザールの思惑を超こえ、『マナ堰堤式ダム』を解呪デイスペルした。おかげでラザールの魔将星の力も、魔将星の力で駆く動どうする《炎の船》も、未いまだ不完全状態……』

「だから、なんだよ……？」

『《炎の船》はまだ当分、【メギドの火】を撃うてないってこと。私を必要以上に警けい戒かいした馬鹿なラザールは、これから己が魔将星の魂を時間をかけて定着させ、自分を完全な状態にもっていく……そして、その時が《炎の船》の【メギドの火】でフェジテが滅ぶ時』

「……まだ、時間があるってことか!?」

『そう。……私の目算によれば、そのタイムリミットは恐らく明後日の正午』

「ッ!?」

『その間に考えるのよ、グレン。魔将星……《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロを倒たおす方法を。その打だ倒とう方法は、残念ながら私にはわからない。でも……少なくとも〝貴方はアセロ＝イエロを倒せるはず〟なのよ、グレン……〝貴方が倒せなきゃおかしい〟』

　ナムルスの口を突いて出てきた言葉は……元々意味不明な言動の多い彼女の中でも、トップクラスに意味不明なものであった。

「……は？　俺があの魔将星を倒せる？　そりゃ一体、どういうことだ……？」

『私にだってわからないわ、そんなこと。むしろ、どうやったら貴方ごときが、あのアセロ＝イエロを倒せるのか、私の方が聞きたいくらいね』

「まーた、わけわかんねえことを……いい加減にしろ、この偽にせルミア」

　口を開けば、意味深で意味不明な言葉を一方的に語るばかりのナムルス。

　肝かん心じんなことは、いつも何一つ明かさない。本人曰いわく『明かさないのではなく、明かせない』とのことだが、いい加減、勘かん弁べんして欲しかった。

『……言ったでしょう？　これは試練よ、グレン。貴方はこれから起きる災さい厄やくを生き延びなければならない……未来と、そして、過去のために』

　最後にそう言って、ナムルスはグレンに背を向け、歩き去っていくのであった。

「ったく……」

　見送るのも億おつ劫くうなグレンは、溜ため息いき交じりに頭をかき、頭上を見上げる。

　正直、気分は重い。最悪だ。問題は何一つ解決していないのだ。

　魔将星となったラザールは健在で、頭上には近い未来、破は滅めつをもたらす《炎の船》。

　だが、それでも……

「……と、とりあえず……」

「助かった……のか……？」

　その場に居合わせた誰だれも彼もが、極限の肉体的・精神的疲ひ労ろうで、がくりとその場に膝ひざをついて脱だつ力りよくするのであった。魔人が姿を消したことで、張り詰つめた緊きん張ちようの糸がぷつりと切れ、一時的な空気の弛し緩かんがその場を包んだ。

「先生……私達……これからどうなるんですか……？」

　システィーナもその場にへたり込みながらグレンへ、不安げに力なく聞いてくる。

「……わかんねぇ」

　縋すがりつくようなシスティーナに、グレンは気の利きいた言葉を何一つ返せない。

　隣となりを見れば……無言で空を睨にらむアルベルトの背中にすら、どこか色いろ濃こい疲労が漂ただよっている有様なのだ。あの鋼はがねの精神を持つアルベルトのそんな姿は、初めてだった。

「とにかく……もう精も根もボロボロだ……とりあえず、皆みんなの怪け我がの手当てを……」

　重たい心と身体へ鞭むち打うつように、グレンが踵きびすを返した……その時だった。

『……貴女あなた、ふざけないで』

　そんなナムルスの底冷えするような言葉が響ひびき渡わたったのは。

　何事かと、グレンとシスティーナが振ふり返れば。

　そこには、ナムルスとルミアが向かい合っていた。

　目を伏ふせるルミアに、ナムルスが静かに激げつ昂こうして詰め寄っているという構図だ。

「で、でも、ナムルスさん……さっきはああするしか……私が犠ぎ牲せいになるしか……」

『ふん！　自分を犠牲にしても、他人を守りたい……人の幸せのためなら、自分はどうなってもいい……相変わらず、たいした聖女様だこと！』

　一体、何が気に喰くわないのか。

　ナムルスがルミアを、どこまでも冷たく怒ど鳴なりつけ、責めていた。

　そして──

『でも、その願いは……貴女の本当の望み？　貴女は、本当にそれで満足？』

「──ッ!?」

　ナムルスのその言葉は、ルミアの奥底に潜ひそむ何かを、容よう赦しやなく抉えぐるのであった。

　胸の奥の鈍にぶい痛みを堪こらえるように、ルミアはその表情を歪ゆがめる。

『昔から、私は貴女のそういうところが、大だい嫌きらいだった……そうよ、貴女のそれが──』

「おいっ！」

　矢やも盾たてもたまらず、グレンがその間に割って入る。

「どうしたっていうんだ、ナムルス!?　ルミアが何をやったっていうんだ!?」

『……なんでもないわよ。ただの八つ当たりよ』

　そう言い捨てると、不意にナムルスの姿が、ゆっくりと透とう化かして消えていった。

「お、おい……？」

『……大だい丈じよう夫ぶよ、頭冷やしてくるだけ。……ちゃんと後で戻もどってくる』

　それだけを言い残して、ナムルスは瞬またたく間に姿を消してしまうのであった。

「……ったく、マジでなんなんだ？　あいつ……外そと面づらはルミアに似てるけど、中身は最悪だな……言ってることも意味不明の電波ばっかだし」

　グレンがそうぼやいていると、明らかにルミアが落ち込んでいることに気付く。

　今日一日、色々と心労がたまってしまったのだろう。

　そんなルミアの肩かたを、グレンは優やさしく叩たたいた。

「……大丈夫だ、心配すんな」

「せ、先生……私……」

「また、いつものように、俺が何とかしてやるさ。……言ったろ？　たとえ世界中がお前の敵に回ろうとも……俺だけはお前の味方だってな」

　ルミアを安心させるように、グレンは無理矢理笑って、言うが。

「…………」

　その日、ルミアの表情が晴れることは──なかった。








第二章　糸口









　全すべてが、鮮せん血けつのような紅くれないに燃え上がる世界だった。

　身を切るように冷たい風が、辺りを轟ごう々ごうと吹ふき抜ぬけている。

　自分と同じ高さに存在する赤い雲々が、千々となって後方に流れていく。

　彼方かなたに望むは緋ひ色いろに焼け落ちる夕日。頭上に仰あおぐは幻まぼろしの天空城。

　そこは、フェジテの遥はるか上空──《炎ほのおの船》のメイン甲かん板ぱんの上。

　そして、広こう漠ばくと広がる甲板のその一角に、不意に複雑な紋もん様ようの法ほう陣じんが浮うかび上がった。

　次の瞬しゆん間かん、その法陣上に、一人の魔人が実体を伴ともなって結像し、姿を現した。

　闇やみで象かたどった漆しつ黒こくの全身鎧よろいそのものの人型を、緋色のローブで封ふうじたような、その異容。

　ラザール＝アスティール──否いな、今は《鉄騎剛将》アセロ＝イエロだ。

『再び、ここに戻ってきたか……』

　魔将星と魂たましい融ゆう合ごうすることで、かつての魔将星の記き憶おくを共有することになったラザールは、不意にそんな感かん慨がいを覚えた。

　融合したての故ゆえか、魔将星としての記憶はまだ曖あい昧まいにしか覗のぞけない。だが、かつての自分が、この《炎の船》を駆かって、世界の空を支配していた確信だけは漠ばく然ぜんとあった。

　そのかつての高こう揚ようを思い出し、ラザールは思わず苦く笑しようする。

　もっとも、その表情は纏まとう闇の奥底に隠かくれ、誰も見ることは叶かなわなかっただろうが。

『しかし、これが……これこそが魔将星の力か……』

　黒い手てつ甲こうそのものの手を握にぎり固め、その溢あふれんばかりに漲みなぎる闇の力を実感する。

　一言で言えば──素す晴ばらしい。

　人知を超えた圧あつ倒とう的な万ばん能のう感が、全身を支配している。言葉を尽つくさずとも、今の自分が、この地上のありとあらゆる存在をぶっちぎって頂点に極きわまったと理解できる。

　嗚呼ああ、かつての自分は……人間とは、なんと矮わい小しようで塵じん芥かいに等しいものだったことか。

　同時に、取り返しのつかない喪そう失しつ感もあるが……後こう悔かいはない。

『そうだ……これぞ我が神のため……全ては我が主のためなのだ……私は必ず、あの二百年前の戦いで失ったものを……取り戻す』

　決意を新たに、魔人はまず不完全な己おのれの状態を完全にすることに専念することにした。

　人間と魔人とでは、その存在規格が違ちがい過ぎる。その懸けん絶ぜつした存在力の差を埋うめるのがマナであり、だからこそ、微び妙みようなマナ不足のせいで魂融合は不完全だったのである。

　おかげで、自分を動力源とする《炎の船》の機能も、まだ満足には振るえない。

　少し時間はかかるが、後は大気から外界マナを地道に集めれば……魔人がそう思い、甲板の先にある、船の内部に通じる台形型の構造物へ向かうと。

　ふと、魔人はそれに気付いて、足を止めた。

　船の内部へと通じる門の前に──招かざる客が、待ち構えていたのだ。

「くっくっくっ……待っていたよ、ラザール」

　山やま高たか帽ぼうに、風に靡なびくフロックコート。奈な落らくを覗き込んだような、昏くらく深い瞳ひとみ──

　ジャティス＝ロウファン。

　狂くるえる正義が、たった一人で、そこに腕うで組ぐみして佇たたずんでいた。

『貴様は……ああ、その魔力には覚えがある。人だった頃ころの私を、裏からこそこそ嗅かぎ回り……私がフェジテに整えた盤ばん面めんを片かた端はしからひっくり返していたのは……貴様だな？』

　そんな魔人の指し摘てきに、ジャティスはさもおかしそうに肩を震ふるわせて笑う。

『して、何の用だ？　まさか、この期ごに及および、私と手を組もうとでも？』

　だが、魔人がそんなことを問うた瞬間。

「あぁ？」

　周囲の温度が、一気に氷点下を振り切ったような感覚が世界を支配する。

　今の今まで笑っていたジャティスが、親の仇かたきでも見るような目で魔人を睨み付ける。

「反吐へどが出るようなことを吐はくな、クズが……殺すよ？　殺すけど」

『ふっ……どうやら機き嫌げんを損そこねてしまったようだ。ということは、つまり……』

「当然さ。貴様ら絶対悪を、絶対正義たる僕が粛しゆく正せいに来た……それだけさ」

『…………』

「ここでなら、誰の邪じや魔まもなく、気き兼がねなく君をサシで殺やれると思ってねぇ……くっくっくっ……君は僕の踏ふみ台だ……精せい々ぜい、僕の正義の礎いしずえになってくれよ……」

　どこまでも不敵に、底知れぬ嗤わらいを零こぼすジャティス。

　だが、そんなジャティスに、魔人は憐れん憫びんすらこもった言葉を投げる。

『愚おろかな。そう虚きよ勢せいを張ったところで、貴様は所しよ詮せん、人間。より強大で大いなる存在の前に、人間がただひたすら無力な塵芥だということが、何故なぜ、理解できぬ？』

「…………」

『去れ。人を超こえた私には、人でしかない貴様は、最も早はや、ゴミにしか見えぬ』

「実にくだらないことを言うね、ラザール。かつては君もその人だったろうに」

　まるで動じず、ジャティスが両手を広げて言った。

「教えてあげよう。人間とは素晴らしいものさ。意思の強さが無限大の可能性と進化を引き出す至高の存在──ああ、君はどうして人をやめてしまったんだい？　僕にしてみれば……人間をやめてしまった君こそ、ただのゴミにしか見えない……」

『…………』

「人間は素晴らしい、だからこそ──僕が絶対正義を為なす意味がある。人間という果実を腐くさらせ、堕だ落らくさせる〝邪じや悪あく〟を駆く逐ちくする義務がある……たとえ、多少の人間を犠牲にしたとしてもね。さぁ、始めよう、ラザール……裁きの時だ……」

　そう言って、ジャティスはだらりと脱力した身体からだから、両手を振るい……その手て袋ぶくろから大量の疑似霊素粒子パラ・エテリオンをばらまき、風に乗って散らせていく。

　そして、現世に顕けん現げんするジャティスの幻げん想そう──人工精霊タルパの天使達が、ジャティスと魔人を取り囲むように何十体と顕現し、その背中の翼つばさをはためかせた。

　だが、そんな状じよう況きようでも、魔人に動どう揺ようは何一つない。

『……一つだけ聞くが。貴様、勝てると本気で思っているのか？』

「僕の固有魔術オリジナルの計算によれば……」

　ジャティスが口の端はしをつり上げながら、何はともなく言った。

「この時点での僕の勝率は──０．００２１％だ」

『…………』

「僕はまだまだグレンの領域にはない……間違いなく、僕はここで死ぬだろうね」

　一体、それの何がおかしいのか。

　ジャティスは嗤う。どこまでも、楽しげに嗤う。

　だが、魔人はジャティスのそれを、ただの狂きよう人じんの自暴自棄ヤケクソだと一いつ笑しように付した。

『……下らぬ。身の程ほどをわきまえぬ、奢おごりと増上慢……それが貴様の限界だ』

「くくく……お褒ほめに預かり光栄だ。……お礼に死ねよ」

『教えてやる。万が一にも、貴様に勝ち目はないぞ、人間』

「なら、僕も一つ教えてやるよ、魔人ゴミ……」

　最後に、ジャティスは特上に壊こわれた嗤いを浮かべ、堂々と言った。

「正義という関数に、勝算という変数は含ふくまれていないんだよ？」

『こ……この狂人が……ッ！』

　最早、問答するのも不快とばかりに、魔人がジャティスに向かって構える。

「ふは、ひゃはははははっはははははははははははははははははははは──ッ！」

　ジャティスが高笑いしながら、魔人へ向かって突とつ進しんし──

　周囲の天使達が、羽根をまき散らしながら、魔人へと一いつ斉せいに殺さつ到とうする。

　──人知れぬ、遥かな空の上で。

　狂える正義と、人外の魔人の、一大決戦が密ひそかに始まるのであった。




　アルザーノ帝てい国こく魔術学院の敷しき地ち内におけるラザールとの戦いが、一いつ旦たん収束して。

　日もすっかり沈しずみ、帝国が属する気候区特有の、肌はだ寒ざむい夜が訪おとずれる。

　白く冷たい月に照らされた船が、暗黒の空に映し出す陰いん影えいはまるで魔物のようだった。

　この有事に発令された緊きん急きゆう待機令により、学院で夜を明かすことになった生徒達の不安と混乱は、夜になっても冷めやらない。

　そんな状況下、学院校舎二年次生二組の教室にて──

「……話して……くれるよな？」

「もうそろそろ……わたくし達も知るべき頃だと思うんですの」

　カッシュやウェンディを初めとする、二組の生徒達が全員集まっていた。

　燭しよく台だいに灯ともされた火が、生徒達の顔を、ぼんやりと闇から浮かび上がらせている。

　彼らが一斉に視線を集める先には、グレンとルミア、システィーナとリィエルがいる。

　グレンは半眼で明後日あさつての方を向き、ルミアは沈ちん痛つうに押し黙だまっている。

　システィーナはそんな二人を不安げに見守るしかなかった。

「先生やルミア達は……一体、何者なんです？」

　恐おそる恐る呟つぶやかれたセシルの問いは、そこに集つどう生徒達の胸中の代弁だ。

　不安げにおろおろしているリンも、複雑な表情で周囲の顔色を窺うかがっているカイやロッドも。ただじっと動向を見守るテレサも。

　アルフも、ビックスも、シーサーも、ルーゼルも、アネットも、ベラも、キャシーも。

　教室の隅すみの席に一人ぽつんと離はなれて腰こしかけ、暗い窓の外を眺ながめているギイブルすらも。

　その場の誰だれもが、真相を聞くまで引かない……そんな頑かたくなな雰ふん囲い気きが滲しみだしていた。

「……はぁ……流石さすがに誤ご魔ま化かしきれねえよな……良いぜ。話してやるよ」

　やがて、グレンが深く溜ため息いきを吐つき、ぽつぽつと話し始めた。

「まず……俺は、元・帝国軍の魔導士……まぁ、軍人だ……退役しちまったがな。セリカから斡あつ旋せんを受けて、この学院の魔術講師をさせてもらうことになった……それだけだ」

「まぁ、先生がそっち関係の人だってことは、何となくわかってたよ」

　グレンの言葉に、カッシュが頷うなずく。

「アルベルトさん……いかにも軍の御お方かたと懇こん意いにしていらしてましたしね」

「となると……リィエルも……？」

「ああ、そうだ」

　頭をかきながら、グレンが続ける。

「こいつは、俺が元所属していた部隊のメンバーでな。ルミアを護衛するため、この学院に編入生として派は遣けんされたんだ」

　グレンの隣となりにちょこんと腰掛かけるリィエルは、グレンに頭を撫なでられ、きょとんとしている。今、皆みなが何のために集まっているのかまるで理解していないようだった。

「さらに言えば、白しろ猫ねこの家……フィーベル家は、ルミアの預かり先だ。白猫の話によれば、ルミアの本当のお袋ふくろさんと白猫の両親は、若い頃、深い親交があったらしい」

　ゆっくりと言葉を選びながら、グレンは慎しん重ちように話し……そして、押し黙る。

　しばらくの間、教室になんとも言えない沈ちん黙もくが流れる。

「……肝かん心じんなことが抜ぬけてますが？」

　やがて、微かすかに苛いら立だったように、教室の隅のギイブルが口を開いた。

「はっきり言って、先生にリィエル、システィーナに関しては、貴方あなた達の常つね日ひ頃ごろの行動を観察していれば、大体そんなとこだろうと予想付いてますから。

　ついでに言えば、今回のフェジテ市庁舎爆ばく破は事件も、いつものように、何らかのトラブルに巻き込まれた結果なのだろうと。他のクラスの連中ならいざ知らず、このクラスでそんなことを疑ってるバカはいませんよ。僕達が知りたいのは……そこじゃない」

「うっせ、わかってるよ」

　ギイブルの指摘に、グレンは深く溜息を吐きながら、ふて腐れたように応じた。

「……ルミアは……そうだな……なんつーのか……」

　いかにも気が進まなそうに、グレンが言葉を続けようとすると。

「先生。……私から話します」

「ルミア？」

「それが私の義務だと思うから」

　グレンに薄うすく微笑ほほえみを向け、ルミアは何一つ隠かくすことなく、ゆっくりと語り始めた。

　自分が帝国王家の人間であり、元・王位継けい承しよう権けん第二位の王女であったこと。自分が生まれながらの『異能者』であり、そのせいで王室籍せきを剝はく奪だつされ、在野に下ったこと。

　そして、そんな自分の『異能』を、天の智ち慧え研究会という魔術結社が狙ねらっていること。

　そのせいで、今まで生徒達皆を、様々な事件に巻き込んでしまったこと。

　そして、今回の【メギドの火】の一件……自分という存在が、フェジテ中を破は滅めつの危機に陥おとしいれてしまったこと。

　その全すべてを、ルミアは包み隠さず、言葉を飾かざることなく話した。

　せめて、それが誠意だと信じて。

「……これで全部、かな……」

　ルミアが全てを話し終わると、夜の闇やみがより一層深くなったような気がした。

　……無言。ルミアの話に耳を傾かたむけていた生徒の誰もが、ルミアの明かした、あまりにも重い衝しよう撃げきの事実に、ただただ押し黙るしかない。

「……皆、本当に……ごめんね……」

　その沈黙に耐たえきれず、ルミアは消え入るように呟いた。

「全部、私のせいなの……先生やシスティやリィエルが傷つくのも……皆が危ないことに巻き込まれるのも……今だって、私のせいで、フェジテは消しよう滅めつの危機に晒さらされて……」

　無言。生徒達は無言。

「ずっと、私……思ってたの。私はここにいるべきじゃなかったって……私はここに居ちゃいけないんだって……でも……私、皆に甘えていた……」

「ルミア……ッ！」

　ルミアの吐と露ろに、システィーナが沈痛な表情で俯うつむき、拳こぶしを握にぎり固める。

「……？」

　リィエルはいつもの通り無言で、事態を何一つ理解してなさそうな雰囲気だったが……その眠ねむたげな瞳ひとみは、どこか潤うるんでいた。

「私の我わが儘ままで、皆に迷めい惑わくをかけてしまって……本当に……ごめんなさい……」

　最後に、そう言って。

　ルミアが皆の前で、頭を下げた……その時だった。

「……どうして？」

　ウェンディがどこか固い声で、ぼそりと零こぼす。

「どうして、ようやっと今になって、そんなことを言うんですの？」

　どこか責めるような、怒いかりを孕はらんだその言葉。

「……ああ、まったくだ……本当に今さらだな」

　カッシュも、そんなウェンディに追つい随ずいする。

「ちょっと！　いくらなんでもそんな言い方って──」

　居ても立ってもいられず、システィーナが席を立ちかけるも。

「……せ、先生……？」

　グレンがその腕うでを摑つかみ、無言で首を振ふって、場の動向を見守らせる。

　そんなグレン達を余所よそに。

「……ごめんなさい。本当に、ごめんなさい……」

　ルミアはただただ、悲しそうに、辛つらそうに謝るしかなくて。

　そして……

「私は……もっと早く、皆の前から消えるべきだっ──」

　ルミアがそんな事を呟きかけた、その時だ。

　ばんっ！　ウェンディが激しく机を両手で叩たたき、席を蹴けって立ち上がった。

「どうして、もっと早く、そのことを教えてくれなかったんですの!?」

　そんなことを、怖こわいくらい真しん剣けんな表情で、叫さけんでいた。

「えっ？」

「そんな貴女あなたの複雑な事情さえ知っていれば……今までだって、きっと私達も何らかの形で貴女の力になって差し上げられることもあったでしょうにっ！」

「……えっ？」

「ああ、確かに俺達は、先生達と比べれば、何の力もねぇ、無力なガキかもしれねえけどよ……それでも俺達なりに、小さくても何かできることはあったはずだぜ？」

「そうだよ……僕達だって、先生の生徒なんだよ？」

　意外な反応に戸と惑まどうルミアへ、カッシュとセシルがそんな風に言葉を続けて。

「そんな重たいものを背負って……き、きっと、私達じゃ……想像もつかないくらい、大変……だったんだよね……？」

「貴女の抱かかえた苦しみを何一つわかってあげられなくて……ごめんなさいね」

　そんなリンやテレサの申し訳なさそうな台詞せりふを皮切りに……

「ていうかさ、ルミア、別に全然、悪くないよな？」

「ああ、随ずい分ぶんもったいぶってかしこまるから、その天使な笑顔の裏で、どんだけ悪いことしてたんだって、思わず身構えちゃったけど……たいしたことなくて、ほっとしたよ」

　ロッドもカイも。

「つーか……元・王女様だったのかぁ……ど、どおりで……」

「ち、ちくしょう……高たか嶺ねの花が、さらに天元突とつ破ぱしちまったぁ……」

「諦あきらめなよ、ビックス……元々叶かなわぬ恋こいだよ……」

　アルフも、ビックスも、シーサーも。

「それよりも、私達、信用されてなかったってことの方がショックですわー？」

「「ねー？」」

　アネットも、ベラも、キャシーも。

　クラスの全員が、お互たがいに顔を見合わせながら、口々にそんなことを言い合う。

　ルミアを否定的に責める者など、一人としていない。

　そんな生徒達の意外すぎる反応に、システィーナは目をぱちくりさせていたが。

「み、皆……？　ど、どうして……？」

　やはり一番、困こん惑わくしていたのは、当の本人──ルミアだろう。

「私……『異能者』なんだよ……？　悪あく魔まの生まれ変わりだって言われて……」

「むしろ禁きん忌きの力を持った薄はつ幸こうの美少女とか、僕にとってはご褒ほう美びです、ハァ、ハァ……」

「「「「ルーゼルゥウウウウ──ッ!?　お前、ちょっと黙だまってろぉおおお──ッ！」」」」

　一人の変態生徒をとりあえず、教室の隅のロッカーの中へ、皆で叩き込んで。

「はっ、異能者だって？　そんなもん気にしねえよ！　そりゃ何も知らないヤツなら、偏へん見けんあるかもしれねーけどよ。そもそも異能者差別ってのが時じ代だい遅おくれな考えだぜ？」

「わたくし達、ずっと一いつ緒しよに居たんですよ？　たとえ、貴女にどんな秘密があったって、貴女がいない方がよかったなんて思うなど、ありえないことですわ！」

　おろおろするルミアを一いつ喝かつするカッシュとウェンディ。

（……陛下……貴女は……）

　その時、グレンはかつて仕えていたアリシア七世女王陛下のことを思い出していた。

　異能者保護法案──異能者を差別から法的に保護することを明文化し、また、青少年の異能者に対する偏見意識を改善する教育計画も大たい綱こうに組み込んだ、彼女アリシアの努力の結けつ晶しよう。

　そんなことに予算を使うのは無む駄だで無意味だと。王室の権けん威いを貶おとしめるだけだと。それでも、アリシアが周囲の反対を強ごう引いんに押し切って、推進した政策の数々。

　ルミア達が得た絆きずなには、そんな母の愛も力を貸してくれたのかもしれない。

「……わ、私のせいでいつも皆を危険なことに巻き込んで……今だって……」

「ふん。僕達を舐なめるなよ、ルミア」

　苛立ったような声で、ギイブルがルミアの言葉を一いつ蹴しゆうする。

「俺達だって魔術師だ。降りかかる火の粉くらい自分で払はらう」

「ギイブル君……」

「そもそも、魔術師として生きるってことは、大なり小なり、将来、闘とう争そうの中に生きるってことだ。それを覚かく悟ごしてここにいるってことだ。君を責める暇ひまがあるなら、僕は何もできない僕自身の無力さを責めるけどね。……魔術師として」

　これ以上言うことはないと言わんばかりに、ぷいっと、そっぽを向くギイブル。

　じわり、じわり、とルミアの胸の中に、熱いものがこみ上げてくる。

「み、皆……わ、私を許して……くれるの？」

「許すも何も、貴女は何一つ悪くないでしょう？」

「まぁ、唯ゆい一いつ悪いっつったら、俺達を信用せずに今まで黙ってたことくらいかな？」

　ぼろ、ぼろ……と、ルミアの目め尻じりから熱いものが零こぼれていく。

「私……ここに居ても……いいの？」

「そうに決まってるでしょう？　貴女は私達の仲間なのよ」

「それより、今から皆みんなで飯、食いに行こうぜ!?　腹減ったよ！」

「確か、今、学食で炊たき出しやってるんだよな!?」

「腹が減っては戦いくさはできぬ……事態を打破するいい考えも思い浮うかびませんしね」

「そうよ、皆でこの事態を乗り越こえましょう！」

　そんな風に、あっけらかんと笑い合う生徒達を前に。

「……ありがとう……皆、本当に……ありがとう……」

　ルミアは一人、熱い涙なみだを流すのであった。

「ルミア……良かった……本当に……」

　ルミアと生徒達の様子を固かた唾ずを吞のんで見守っていたシスティーナも泣いている。

「ん……」

　リィエルもリィエルなりに感極きわまったのか、ごしごしと服の袖そでで目元を拭ぬぐっていた。

（お前ら……）

　そして、ルミアを囲んで連れ立って食堂へと向かう生徒達から、そっと離はなれて。

　グレンは一人、閑かん散さんとした暗い廊ろう下かを歩きながら物思う。

（なんだ……お前らは、俺の想像を超こえて成長していたんだな……むしろ、俺の方が何もわかってねぇガキだった……ははは……教師の俺が教えられてどうする……）

　無論……話はそう都合良くはいかないだろう。

　異能者に対する偏見は根強い。ルミアにこうも理解を示してくれたのは、今までルミアと一緒にずっと過ごしてきた二組だからこそとも言える。

　二組以外の生徒達や、未いまだ古い偏見や価値観に囚とらわれる年配の講師・教授達からどんな目で見られるのかは、まだわからない。

　だが、それでも。

（あいつらなら、きっと乗り越えられる……そう確信できた）

　グレンは、ふっと笑った。セラを失って、正義の魔法使いを挫ざ折せつして、軍を辞やめて以来……一番、心から清すが々すがしく笑えたかもしれなかった。

　同時に、グレンの奥底から自然と湧わいて浮かび上がる感情──

（……守りてぇ……）

　ぐっと、その思いを心に刻みつけるように、拳を握り固める。

（正義の魔法使いなんか関係ねえ……俺は、あいつらを守ってやりてぇ……ッ！　あの優しい世界を……あんなクソッタレな魔人ごときに壊こわさせてたまるか……ッ！）

　明確な決意と共に、グレンは歩く。

「守る……絶対に……ッ！　どんな手を使ってでも……ッ！」

　そんなグレンの強き誓ちかいが。

　暗く閑散とした学院校舎の廊下に、ひっそりと響ひびき渡わたるのであった。




　負傷者達の手当て。生徒達の混乱の沈ちん静せい化。

　そして、外部との連れん絡らくの試み、各種情報収集。

　様々な作業と準備を経て、対《炎ほのおの船》緊きん急きゆう対策会議が行われたのは、不安冷めやらぬ生徒達が、ようやく眠ねむりにつき始めた真夜中過ぎ……日が変わってからであった。

「では──次に、学院の大型魔導演算器を使用し、僕が霊脈レイ・ライン回線を通して、フェジテとその周辺の情報を分ぶん析せきした結果を、ここにご報告いたします」

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団特務分室所属《法皇》のクリストフによる状じよう況きよう分ぶん析せき結果報告から、その緊急対策会議は始まった。

　学院の大会議室に、急造された対策本部に集つどうのは、アルザーノ魔術学院学院長リック＝ウォーケンを筆頭とし、ハーレイやツェスト男だん爵しやく、セリカを代表とする比ひ較かく的てき負傷の少ない講師や教授陣じん。体調不良のイヴを除く、帝国宮廷魔導士団特務分室組。

　他にも、一連の事件の中心にいた、グレン、システィーナ、ルミア、リィエル（始まる前から船をこいでいるが）。そして、学院生徒達の代表として、学院生徒会執しつ行こう部ぶの生徒会長リゼ＝フィルマーなどが参列していた。

「……──このように、今、このフェジテ全域が解呪デイスペル不可能の断絶結界に、遥はるか上空から地中深くまで囲まれており……外部との連絡を取ることも、外部からの援えん護ごを期待することも不可能な状じよう況きようです」

　クリストフが各種様々な魔術的分析結果を簡潔に報告しつつ、総そう括かつした。

「つまり、明後日あさつて……いえ、もう日が変わりましたから明日ですね。明日の正午、あの《炎の船》がフェジテへ落とす【メギドの火】を防ぐには……我々だけで、あの《炎の船》に乗り込み、魔将星《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロを打だ倒とうするしかありません」

「なんていうことだ……」

　その場に集う、講師や教授達が揃そろって頭を抱えるしかなかった。

「ふーむ、ところでクリ坊ぼう。今、フェジテ市民の様子はどうなっているかの？」

　椅い子すに背を預け、足を机の上に投げ出しながら話を聞き流していたバーナードが、重苦しく沈しずむ場の雰ふん囲い気きを完全に無視して、クリストフへ聞いた。

「その件に関しましては、先ほど、フェジテ警けい邏ら庁長官ロナウド殿どのに打だ診しんしました。昨日早朝から続く数々の災害事件の上に、突とつ然ぜん、空に出現した謎なぞの船……一時的な市民の混乱はあったようでしたが、今はフェジテ警備官が総出で、二十四時間厳げん戒かい態勢で市内を警邏し、その混乱を抑おさえているそうです。今の所、大きな暴動はないとのこと」

「そうか、そりゃあ、よかったわい。いやー、フェジテの警備官は実に優ゆう秀しゆうじゃなぁ」

「ですが……人の口に戸は立てられず、あの空の船がフェジテを焼き尽つくす……そんな噂うわさが市民の間に徐じよ々じよに流れ始め、緊きん張ちようが高まってきてもいるそうです。いつまで秩ちつ序じよを保てるか……とにかく、警邏庁は市民の不安と混乱を抑えるのに手て一いつ杯ぱいという状況でした」

「ふむ……まぁ、それは仕方ないのう」

「……学院の生徒達も同様です」

　すると、生徒会長のリゼも発言を始めた。

「生徒達は全員が魔術師。元々、日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの賜たまものか、大きな混乱は避さけられています。ただ、精神的負ふ荷かは大きく……緊急待機令でいつまで、学院に留とどめておけるか……」

　緊急待機令とは、曲がりなりにも帝てい国こくに所属する魔術師である生徒達を、有事の際、その解決に必要な人手にあてるための処置であり、れっきとした生徒達の義務であった。

「むむむ、どのみち……あの《炎の船》を早くなんとかする必要があるのぉ」

「何とかする以外あるまい……明日の正午には、フェジテは地図から消えるのだから」

　リック学院長の総括に、さらに重苦しい沈ちん黙もくが、会議室にのし掛かかる。
















「……話を続けます」

　クリストフが、一同の心の整理に必要な間を充じゆう分ぶんに取って、言葉を続けた。

「魔術的解かい析せきの結果、あの《炎の船》は『同位相異次元空間にある船を、マナでこの同次元空間に物質化マテリアライズしたもの』だと判明しました。そして、船を物質化マテリアライズするマナの出所が、件くだんの魔人であるとも」

「……つまり？」

「魔人を倒たおせば、《炎の船》は存在を保てず、元の同位相異次元へと帰き還かんします」

「ならば話は早い！　学院が所有する飛行魔術の魔導器を集めろッ！　こちらから乗り込んで、奴やつを叩たたいてやればよいッ！」

「残念ながら……それは難しいかと思います」

　ハーレイが勇ましく宣言するが、クリストフは首を振ふって、否定した。

「なぜだ!?」

「解析によれば、あの《炎の船》の内部には、空戦用の飛行型ゴーレム人形が多数配備されており、単純に空から攻せめ込んでも、敵の圧あつ倒とう的な空戦力の前に、人間は近づくことすら出来ないでしょう。

　おまけに、あの船の内部には、解析・解呪デイスペル不可能な空間歪わい曲きよくが検知されています。どうやら、簡易的な付呪エンチヤントではなく、《炎の船》そのものに組み込まれた防衛機構であり、不正規の侵しん入にゆう者しやを阻はばむ空間結界のようなものかと」

「まさか……？」

「はい。あの船に乗り込んでも、肝かん心じんの船内には攻め込めないということです。つまり……今の我々では、その船の奥に潜ひそむあの魔人と戦うことすらできない」

　クリストフの報告は、その場に集う者達をさらなる絶望へと叩き落とした。

　敵の本ほん拠きよ地ちが保有する圧倒的な戦力と、防衛能力。

　さらに、それらを突とつ破ぱした果てに待ち構える、魔人という最強の敵。

　こんな状況で、どう勝利を摑つかめば良いのか？　この歴史上のどんな知将、名軍師でも不可能なのではないか？

　会議に集う誰だれも彼もが、深い溜ため息いきを吐ついた……その時だった。

「……船に乗り込むことはできるぞ」

　ぼそりと、そんな事を呟つぶやいた者へ、一いつ斉せいに注目が集まった。

　セリカだった。

「ああ、私なら……敵が放つ有象無象の空戦力を突破できる。ついでに、何人かをあの船に連れていくこともな」

「セリカ君。それは本当かね？」

「おい、いくら第七階梯セプテンデの貴様でも、地上戦と空中戦ではわけが違ちがう……今は、断絶結界のせいでアルザーノ帝国空軍御ご用よう達たしの神鳳フレスベルク一騎きすら召しよう喚かんできないんだぞ？」

　ハーレイがいかにも眉まゆ唾つばだと言わんばかりに、反論する。

　神鳳フレスベルクとは、巨きよ大だいな鳥の魔ま獣じゆうだ。白鳥にも似た長い翼つばさと長い首、煌きらびやかな飾かざり羽根とその全身の流線的なフォルムが美しい鳥であり、翼で風を操る能力を持っている。

　そんな神鳳フレスベルクを戦せん闘とう騎鳥用に育成調教し、支配魔術で操あやつって大空を斬きるように翔かける神鳳フレスベルク騎き兵へいの最大戦速は、隣りん国ごくレザリアの天馬騎士ペガサスナイト、北東のドラグリアの竜騎兵ドラグーンなどとは比ひ較かくにならず、事実上の全世界中の空戦力における、空の王者であった。

「所しよ詮せん、人間は地に立つ者。いかな貴様が巧たくみな飛行魔術を使えたとしても、元々、空を飛ぶ兵器として設計されたものには勝てん！　そもそも、今の貴様はすでに肉体的にも霊れい魂こん的にも、満まん身しん創そう痍いだろうが！」

「お？　くくく……私のこと心配してくれるのか？　ハーレイ」

「だ、誰が貴様のような旧時代の魔女の心配などするものかッ!?」

　肩かたを震ふるわせておかしそうに笑うセリカに、ハーレイが激げつ昂こうする。

「心配すんな。別に飛行魔術で無む謀ぼうな特とつ攻こうしようってわけじゃない。空で戦うなら、空に相応ふさわしいモノを持ってくればいいわけだ。だが、コレ、準備に時間がかかるのが難点だな……そうだな……急いでも……明日の正午くらいまでかかる」

「「「「駄だ目めじゃん!?」」」」

　途と端たん、その場の人間が、セリカへ総突つっ込みするのであった。

「あのな……セリカ君……君、わかってるのかね？」

　ツェスト男爵が呆あきれたように言った。

「明日の正午には【メギドの火】がフェジテに降ってくる……君の手段が何かは想像も付かないが、そんなに悠ゆう長ちように待っていたらおしまいだよ？」

「あー、そうだなぁー、だから、ああー……【メギドの火】を一発くらい耐たえられればなぁー、何かそんな手段はないかなぁー？」

「そんなんあるわけないじゃろ……相変わらず無茶苦茶言うのう、セリカちゃんは」

　バーナードも呆れ顔で溜息を吐き、周囲もそれに倣ならって同意するが。

「一発くらい何とかなんないかなぁ？　なんとかできれば、私があのクソ魔人を倒す戦力を、あの船まで連れていってやれるんだけどなー？　なぁー、ハーレイ？　なぁー？　お前、アレ、何とかする手段、何か知らないかぁー？　なぁー、ハーレイ？」

　なぜか、セリカは頭の後ろで手を組み、ニヤニヤしながら、ハーレイに絡からみ始める。

　対するハーレイは、鬱うつ陶とうしそうに歯は嚙がみしていた。

「……ハーレイ君？」

「まったく……目め聡ざとい魔女め……ッ！」

　何かを察したリック学院長の促うながしに、ハーレイが眼鏡を押し上げながら、発言した。

「【メギドの火】は……条件付きではあるが……恐おそらく防げる」

「「「「何だと!?」」」」

　ハーレイの驚きよう愕がくの発言に、場の視線が一斉に集まった。

　すると、ハーレイは、何かの金属片へんを懐ふところから取り出し、机の上に置いた。

「それは？」

「あの忌いま々いましい魔人が砕くだいた《力天使の盾たて》……その破片だ」

　どうやら、あの戦いの後、ハーレイは破片を拾って、独自に調査していたらしい。

「元々、これは日緋色金オリハルコン製……並なみ大たい抵ていのことでは破は壊かい不可能故ゆえ、内部に通う術式構造など把は握あくできん。だが、やつが砕いて断面が見えたおかげで、何とか解析が可能になった」

「ハーレイ君、解析できたのかね!?　《力天使の盾》はかなり古い時代に作られた、最も早はや、失伝魔術ロスト・ミステイツクの産物ともいえる代しろ物ものなのに……」

「ええ、何とか。この盾のエネルギー還かん元げん力場……完全再現は、流石さすがに不可能だが、その劣れつ化かレプリカ的なものは、私の専門分野……収束・拡散系の魔術知識を総動員すれば……突とつ貫かん工事でも、明日の正午までに再現するのは不可能ではないはずだ」

　ざわざわ、と。ハーレイの信じられない発言に場がざわめく。

「だが、これをフェジテの防ぼう御ぎよ結界として利用するには、超ちよう一流の結界魔導技術が必要……残念ながら、私はその分野には少々疎うとい……そこでだ」

　ハーレイは、クリストフをちらりと流し見た。

「おい、そこの若造……貴様、確か、クリストフ＝フラウルと言ったな？　フラウル家と言えば……結界魔術の世界的大家のはず。

　貴様がこの私に技術協力をするならば、【メギドの火】を防ぐ盾をフェジテの上空に張ってやる……この天才ハーレイ＝アストレイの名にかけてな。……どうだ？」

「そういうことなら、是ぜ非ひ、僕に協力させてください」

　どこか不ふ機き嫌げんそうなハーレイに、クリストフは微笑ほほえみながら応じるのであった。

「お、おお……少し、希望が見えてきた……」

「だ、だが、まだ問題は山積みだぞ!?　《炎ほのおの船》内の歪曲空間はどうする!?」

「話を聞けば、解呪デイスペルは不可能で……」

　そして、次なる問題について、再び場が過熱し始めたところで。

『《炎の船》の歪曲空間？　バカバカしい。あんなもの簡単に突破できるわ』

　不意に、どこか疲つかれ切った、退たい廃はい的な言葉が場に響き渡わたった。

「ナムルス!?」

　グレンが思わず席を立つ。

　一同の視線の集まる先……会議室の隅すみに、異い形ぎようの翼を持つルミアに瓜うり二ふたつの少女──ナムルスが、いつの間にか立っていたのだ。

「き、貴様は一体、誰だ!?」

「い、いつの間に……ッ!?」

　ナムルスを知らない会議の出席者は、そのナムルスの異様な姿に恐れ戦おののくが……

「大だい丈じよう夫ぶだ、胡う散さん臭くせぇこと、この上ないが……そいつは味方だ」

　グレンが強ごう引いんにその場を収め、ナムルスに話を続けさせる。

「おい、ナムルス。どういうことだ？　あの《炎の船》の歪曲空間を突破できるってのは……本当か？」

「ええ、本当よ？　彼女の……ルミアの真の力を使えばね」

　今度は、ルミアへ一同の視線が一斉に集まった。

「ルミアの真の力……？　『感応増幅者』か？」

　もうルミアの『異能』の存在は、この会議に出席する者達は皆みんな、把握している。

　先の『マナ堰堤式ダム』を起動する際、あれだけ派手に能力行使をすれば、当然だが。

『……そんなものじゃないわよ』

　グレンの問いを、ナムルスは鼻を鳴らして否定した。

『貴方あなた達が、えーと？　カンノーゾーフク……だっけ？　とにかく、それと勘かん違ちがいしている力なんて、ルミアの持つ真の力から漏もれ出る一片の光に過ぎないわ』

「……マジかよ。そりゃ一体、どんな力なんだ？」

『流石にこの場での説明ははばかられるわね。この秘密の共有は、もっと信しん頼らいおける間あいだ柄がらだけに限定したいわ。まぁ、確実なのは〝《炎の船》内の歪曲空間は突破可能〟……今の貴方達には、それで十分でしょう？』

　そんなナムルスに、会場の人間の誰もが、その正体を口々に問い詰つめ始めるが、当のナムルスは何を問われても、無言。最早どこ吹ふく風であった。

（あ、駄目だこりゃ。この野や郎ろう、例のだんまりモードに入りやがった）

　以前、タウムの天文神しん殿でんを探たん索さくした時も、ナムルスはよく、このだんまりモードを使った。こうなったら、剣けんで突こうが、槍やりが降ろうが、ナムルスは何も語らない。

　ただ、本人曰いわく『話さないんじゃなくて、話せない』との事だが……

（まぁ、いい。気にはなるが、このままじゃ話が進まねえ……）

　ナムルスの性質をよく知るグレンは、諦あきらめて話を進めることにした。

「とりあえず、このクソ生意気な偽にせルミアは放ほうっておこうぜ？　なにせ、もっと肝心な問題があるだろ？」

　そんなグレンの発言に、場の一同が再び押し黙だまる。

「そうだ……〝どうやってあのクソ魔人を倒たおすか？〟……最後にして最大の難関だ」

　再び、場を重苦しい沈ちん黙もくが支配した。

　誰もが、絶望しているのだ。あの魔人は強すぎる。次元が違う。

　あの魔人を倒す手段なんか、この世のどこにもないのではないか？　と。

「白しろ猫ねこ……お前を、この場でもっとも魔導考古学に長たけた者として聞くぞ……童話『メルガリウスの魔法使い』で、正義の魔法使いは《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロを、一体、どうやって攻こう略りやくしたっけか？」

「そ、それは……」

　システィーナは慎しん重ちように記き憶おくを探さぐる。

「さっきも言いましたけど……物語の主人公である正義の魔法使いは、何度かアセロ＝イエロと戦いましたけど……結局、彼はアセロ＝イエロを撃げき破はすることは、最後まで出来ませんでした」

「そう……か……確か、そうだったと思ったんだよな……」

　グレンが深い溜ため息いきを吐つく。

「あっ！　でも、今、思い出したんですけど……物語の終しゆう盤ばん……魔ま王おうの支配する死と絶望の都『魔都メルガリウス』での、正義の魔法使いと魔将星達の一大決戦で……アセロ＝イエロは、とある人物に倒されていました！」

「……とある人物？　だ、誰だれだそれは!?」

　僅わずかに見えた希望に、グレンがシスティーナへ期待したような表情を向けるが。

「わ、わかりません……ロラン＝エルトリアの書いた『メルガリウスの魔法使い』は基本的に、物語の伏ふく線せんと、前後の流れの整合性がとれた、非常に完成度の高い話なんですが……そこの部分だけ、何かがおかしいんです」

「は？　どういうことだ？」

「えっと、その……何の前まえ触ぶれも伏線もなく……その章で、正義の魔法使いの〝弟で子し〟がいきなり登場するんです。今までそんな存在の気配、まったくなかったのに」

「で、弟子ぃ[image: ～][image: ～]ッ!?　ま、まさか……ッ!?」

「はい、アセロ＝イエロは、その弟子が倒しました……」

「はぁ!?　なんだそりゃ!?　一体、どうやって!?」

「ええと……その……その倒し方も意味不明で……〝その弟子が、小さな棒でアセロ＝イエロの胸を突いたら、突とつ然ぜん、アセロ＝イエロは死んだ〟って……」

「ご都合主義デウス・エクス・マキナ過ぎるだろッ!?　しっかりしろよ、ロラン＝エルトリアッ!?」

　グレンが頭を抱かかえて喚わめいていると。

「一体、何の話だ？　グレン＝レーダス」

　グレンとシスティーナの謎なぞのやりとりに、ハーレイが不快そうに鼻を鳴らす。

「いや……その、ハーレ……ハーデス先せん輩ぱい。実は、奴やつら魔人の攻略ヒントは、なぜか、童話『メルガリウスの魔法使い』の中にあること多いんっすよ……」

「おい、貴様。今、普ふ通つうに私の名前を言いかけたよな？　なぜ、言い直した？」

「しかし、駄だ目めっすねぇ……今回ばっかりは、マジで参考になりません……」

「無視するな貴様ァアアアアアアアア──ッ!?」

　ハーレイがヒステリーを起こすのを尻しり目めに、グレンは溜息を吐いた。

「ふん……所しよ詮せん、童話は童話だ。そんな物に縋すがるな、現実を見ろ」

　と、その時、今まで押し黙っていたアルベルトが、不意に口を挟はさんだ。

「い、いや、だがよ……お前は知らないだろうが、これが案外……」

「現実を見ろ、と言った」

　グレンの言を、アルベルトは冷ややかに斬きって、捨てて……

「俺は、その件くだんの魔人を倒す手段に、一つだけ心当たりがあるんだがな、グレン」

　そんな事を淡たん々たんと言うのであった。

「なっ!?　それは本当かね!?」

　場の視線が一いつ斉せいにアルベルトへと集まるが。

「…………」

　アルベルトの鷹たかのように鋭するどい視線は、じっとグレンを突つき刺さしている。

　必定、アルベルトに集まった視線が、グレンへと徐じよ々じよに集まってくる。

　視線がグレンに集まり始めると、当のグレンは微かすかに苦々しく表情を歪ゆがめた。

「ぐ、グレン君……ひょっとして、君……まさか……？」

　すると、グレンは目を閉じ、一つ深呼吸をする。

　そして、先ほど、目に焼き付けた光景を思い出す。

　ルミアと二組のクラスの生徒達の、固い絆きずなの、尊い光景を──

　何度も何度もその光景を思い浮うかべ……脳のう裏りに焼き直し……

　そして、グレンは目を開き、意を決したように言った。

「進言が遅おくれてすんません。やつを倒す可能性のある手段は……ある」

「ほ、本当かね!?」

「ああ……多分、この世界で、俺だけにしか出来ねーことだ……」

　途と端たん、おおぉ、と場が沸わき立つ。

【メギドの火】を防ぐ手段、《炎の船》へ乗り込む手段、そして、魔人を打だ倒とうする手段。

　ようやく、この状じよう況きようを打破するピースが揃そろってきたのだ。

　先ほどまでの葬そう式しきのような雰ふん囲い気きとは打って変わって、希望に沸き立つ会議室。

　だが、しかし──

「……先生？」

　ルミアは気付いた……グレンがどこか、暗く陰いん鬱うつな表情をしていることに。

　ルミアがそんな疑問を解決する暇ひまもなく。

「それでは……セリカ君や、ナムルス君、グレン君の手段の妥だ当とう性を検討しつつ……あの魔人を撃破するための具体的なプランをこれから皆で打ち立てていきましょう」

　リック学院長が総そう括かつし、再び場に白熱した議論が展開されていく。

　その作戦会議は、夜の東空が白むまで続くのであった。

　そして──








第三章　それぞれの決戦前日









　長い夜も明けた早朝。

　アルザーノ帝てい国こく魔術学院、本館校舎医務室にて。

「……これでよし、と」

　線の細い儚はかなげな印象の娘むすめ──学院の法医師セシリア＝ヘステイアが、ほっと息を吐く。

　今、丁度、法医儀ぎ式しき魔術が終しゆう了りようしたのだ。

「調子はどうですか？　一応、神経や霊絡パスは、全部、完かん璧ぺきに繫つないだはずなんですけど」

　セシリアは、ベッドで力なく横たわる赤い髪かみの娘の腕うでを手放して、そう聞いた。

　赤い髪の娘──イヴは左腕をゆっくりと持ち上げて……その手を握にぎったり開いたりしてみる。ジャティスに肘ひじから先を切り落とされたとは思えないくらい、その左手は自在に動かせた。傷きず跡あとすら残ってないので、あれは悪い夢だったとさえ思えてくる。

「どうですか？　何か動かし辛づらいとか、力が入らないとかありませんか？」

「いえ……問題なく動くわ。むしろ前より調子いいくらい……」

　ぼそりと覇は気きなく応じるイヴ。

「絶対に重い障害が残るって思ってた……セシリア＝ヘステイア……確かに大した腕前ね……軍の法医にも、貴女あなたほどの者はそういないわ」

「そ、そんなっ……私なんて、お母さんと比べたらまだまだ未熟で……あはは……」

　照れたように、セシリアが笑う。

「それよりも、動きは問題ないとしても、魔力の通りはどうですか？」

「…………」

　セシリアに促うながされ、イヴは呼気を整え、体内を流れるマナから魔力を練り上げてみる。

　幼い頃ころから魔術師であることを求められていたイヴにとっては、息を吸うようにできる行こう為い。魔力操作のセンスは自分で言うのもなんだが、天才だと思っていた。

　だが。

　いくらイヴが、いつものように魔力を練ろうとしても……練り上げた魔力が、左ひだり肘ひじの先に、どうしても通らない。つまり、魔術師がもっとも強い魔力を行使できる、心臓に近い左手での魔術行使は不可能だということだ。

「駄目ね……左手の先に魔力が通らない……日常生活には問題ないけど……はっ……イグナイト家の魔術師としては死んだも同然だわ」

「え、ええっ!?　そんなはずは……ッ!?」

　青ざめたセシリアが、慌あわててイヴの左手を摑つかんで、まじまじと見る。

「おかしいな……霊絡パスはきちんと全部、完璧に繫いだはずなのに……今、こうして霊れい的てきな視覚で確かく認にんしても、腕の霊絡パスはちゃんと生きて通っているのに……ッ!?」

　今さらセシリアの腕前と言葉を疑う気は、イヴにはさらさらない。セシリアの実力から言って、完璧な処置と治ち療りようを行ったというのは間ま違ちがいなく事実なのだろう。

　ならば、問題があるとするならば……

「ごめんなさい、イヴさんっ！　私が未熟なばっかりに……今からもう一度、心しん霊れい手術を行います！　絶対に、イヴさんの左手を治して……」

「……もういいわ」

　イヴはセシリアの手を振ふり払はらい、はだけていた上半身に魔導士礼服を羽織り、その袖そでに腕を通した。

「貴女のせいじゃない。これはきっと私自身の問題……精神的なものよ……」

「で、でも……」

「いいから。私はもう大だい丈じよう夫ぶだから。それよりも、貴女はこんな無能な私一人に、いつまでも構っている場合じゃないでしょう？」

「！」

「……学院に負傷者……相当出たんでしょう？　彼らにはまだ、貴女が必要なはず。貴女はまず、貴女がなすべきことをなさい」

　すると、セシリアはしばらく押し黙だまり……

「……わかりました。まずは彼らの治療の続きを行います！」

「それでいいわ。その方が、余よ程ほど有益よ」

「でも、後で必ずもう一度、イヴさんを見ますからねっ！　待っててくださいねっ！」

　そう言い残して。セシリアは医務室を出て、大勢の怪け我が人にんを緊きん急きゆう収容している大講堂へと向かうのであった……どこかフラフラとした頼たよりない足取りで。

（無理しちゃって……今の今まで負傷者全員の治療を不ふ眠みん不ふ休きゆうで行って、疲つかれきって……今にも倒たおれそうで……元々、身体からだも強い方じゃないでしょうに……）

　そんなセシリアを、イヴは冷めた目で見送った。

（あの子……なんで、ああも身を削けずってまで……？　って、はぁ……愚ぐ問もんか……）

　何があろうと人を癒いやす。己おのが命を燃やしても。

　それが、セシリアの為ためにすべき事であり、魔術師としての信念なのだろう。

　今のイヴには、セシリアのそんな姿が眩まぶしかった。

（……私……なんで魔術師やってたんだろう……？　イグナイトのため？　本当にそうだったっけ？　なんだかよくわかんなくなっちゃった……）

　私はこんな魔術師になりたい……子供の頃、尊く光るような何かを誇ほこらしく決意したような気がするのだが……何を決意したのか、今はさっぱり思い出せない。

　いや、意図的に封ふう印いんし、思い出そうとしないのか。

（……グレン……）

　ふと、元・部下のことを思い出す。

　どうにも馬の合わない、気に喰くわない男だった。

　顔を合わせる度たびに、なぜか、自分は彼へ酷ひどく突っかかってしまい、毎度のように罵ののしり合いと煽あおり合いへと発展し、そんな二人の間に、今は亡なきセラが入って、二人を宥なだめる……というのが、かつての日常茶さ飯はん事じだった。

　なんで、そんなにグレンに突っかかってしまうのか……自分でもよくわからなかった。

　ただ……

（グレン……貴方は、きっと今も自分の為すべき事を迷いなく見み据すえて……それがどんなに困難でも、地位も名めい誉よも度外視して……ただ真まっ直すぐ突き進んでいるんでしょうね）

　そんなグレンの姿を脳のう裏りに幻げん視しすると。イヴは、喩たとえようのない苛いら立だちを覚えると共に……どこか、どうしようもなく焦こがれるような感情に苛さいなまれる。

　それが、羨せん望ぼうという感情であることに気付くには、イヴは頑かたくな過ぎた。

（私、こんなになっちゃって……どうしたらいいのよ……？　これからどうすればいいの……？　助けてよ、グレン……貴方は私の部下でしょう？　ぐすっ……うぅ……）

　そんな脆もろくなった心を隠かくすように。

　イヴは毛布を頭から被かぶり、人知れず静かに、涙なみだを流すのであった。




「……どうしました、先生？」

　不意に背後を振り返ったグレンに、システィーナが問いかける。

「……うんにゃ？　別に……今、誰だれかに呼ばれたような気がしてな……気のせいだ」

　やれやれと肩かたを竦すくめ、グレンは再び前へ向き直った。

　そこは、アルザーノ帝国魔術学院校舎の地下に存在する〝地下区画〟その奥の奥──開かずの間と呼ばれた一部屋。

　石造りのその部屋の天てん井じようや床ゆか、壁かべには、無数の魔術法ほう陣じんが折り重なるように描えがかれ、魔力の光がその法陣に通って流れ、暗くら闇やみの中で鈍にぶい光を上げている。

　その奥には、同じく石造りの四し角かく錐すい型構造物があり、その正面には左右開閉式の扉とびら。その扉にも様々な碑ひ文ぶんや呪じゆ文もん、法陣が描かれ、なんらかの力が働いているようだった。

　ここは、古代遺い跡せき『地下迷めい宮きゆう』の入り口であった。

　この四角錐型構造物の扉の向こうにある階段を下りた先が、魔術学院校舎の地下に広がる広大な『地下迷宮』へと繫がっているのだ。

「さて……そろそろ行くか」

「はいっ！」

　システィーナにそう振って、グレンがその扉の傍かたわらに立てられたモノリス型魔導演算器を操作すると……扉が重低音を立てながら、ゆっくりと左右に開いていく。

「……システィ……先生……どうか気をつけて」

「大丈夫、私に任せて！　先生が変なことしないよう、しっかり見張ってるから！」

「本当に……無理しないでね？　すごく危険なんでしょう？」

　心配そうに言うルミアに、システィーナが笑って言った。

「だから大丈夫だって！　アルフォネア教授すら手に負えない深層までは潜もぐるつもりはないから！　地下１階から地下９階の『覚かく醒せいへの旅程』をほんのちょっとだけ超こえて……地下10階から地下49階『愚ぐ者しやへの試練』の……地下13階にある『愚者の墓場』とかいう部屋に、さっと行ってくるだけ。ですよね？　先生！」

　遺跡に潜れるせいか少々浮うかれ気味なシスティーナに、グレンが頷うなずく。

「ああ。あの魔人に対する俺の最後の切り札……『イヴ・カイズルの玉薬』を作製するために必要な素材は……多分、今は、そこでしか手に入らないだろうからな」

　面めん倒どう臭くせぇけどな、と。グレンは溜ため息いき交じりに言った。

「グレン。やっぱり、わたしも一いつ緒しよに行く」

　リィエルが同行を申し出ようとすると、グレンのデコピンがその額を軽く小こ突づいた。

「痛い。……何をするの？　グレン」

「心配すんな。それより、お前はその怪我をしっかり直しておけ」

　リィエルはまだ腕の包帯が外れていない。セシリアの法医治療と、生来の高い自己治ち癒ゆ能力でかなり回復しているとはいえ、万ばん全ぜんにはまだほど遠い。

「明日の決戦は、なんだかんだ、お前が頼りなんだからな？」

「……わかった。待ってる」

　リィエルなりに納なつ得とくしたらしく、素す直なおに引き下がるのであった。

　と、その時。

「……あの、先生……本当に大丈夫ですか？」

　今度はルミアがそう呟つぶやいていた。
















「ふっ……まったく、心配性だなぁ、お前は。言ったろう？　準備は万ばん端たん！　白しろ猫ねこもいるし、この俺がこの地下迷宮に後おくれを取ることなど──」

　やはり、グレンはそうおどけてお茶を濁にごそうとするが……

「昨日の会議で、先生が『イヴ・カイズルの玉薬』を使うことが決まってから……先生の顔色がずっと優すぐれないようでしたが……」

　ルミアは、心配そうにそんなことを訴うつたえるのであった。

「……ッ!?」

　思わず押し黙るグレン。

「えっ？　そうなの？」

「？」

　初めて気付いたとばかりに、システィーナとリィエルがグレンの顔を覗のぞき込むが……

「……顔色悪い？　……そう？」

「ん。グレン、別に普ふ通つう」

　普ふ段だんと違いのわからない二人は、不思議そうに首を傾かしげるだけだ。

「…………」

　だが、ルミアはどこか神しん妙みような表情で、グレンをじっと見つめるだけだった。

「……バカ。心配すんな」

　そんなルミアの頭に、グレンが微笑ほほえみながら手をのせる。

「俺は大丈夫だ。何も問題ない。昔とは違う。今の俺には、お前らがいるんだからな」

　そんな事を言い残して。

「つーわけで。おい、白猫。探たん索さくの補ほ佐さとナビ、頼たのむぞ？」

「はいはい。しょうがないわね……先生って、私がいないと本当に駄だ目めなんだから」

　そんな軽口を叩たたき合って。各種探索用装備が詰つまった背はい囊のうを背負った二人は、地下迷宮へと足を踏ふみ入れていくのであった。

「……ルミア？」

　不思議そうなリィエルに見上げられながら、ルミアはどこか神妙な表情で、そのシスティーナと連れだって歩くグレンの背中を見送るのであった。




　…………。




「ちっ……クソッ！　まったく、しつこい奴やつだッ！」

　魔導士礼服に身を包むその人は、震ふるえる幼い私を背負いながら、深い夜の暗闇に沈しずむ森の中を走っていました。

　炎ほのおのように息を切らして、ひたすら走っていました。

　私を、敵の手から守るために。

　時折、背後を振ふり返りながら……どこまでも必死に。

「駄目だ……こりゃ逃にげ切れねえな……」

　やがて、その人は、一いつ旦たん、巨きよ木ぼくの木こ陰かげに身を隠し、私を下ろしました。

「……ここで、殺やるしかねえか」

　どこまでも昏くらい瞳ひとみでそう呟いたその人に、私は身も凍こおるような恐きよう怖ふを覚えます。

「……イヴ・カイズル……まだ一発分、残しておいて正解だったぜ……目に物見せてやるよ、クソ野や郎ろうが……」

　その人は、懐ふところから一本の小さな薬くすり瓶びんを取り出しました。

　その薬瓶の中身の粉薬を、拳銃リボルバーの回転シリンダーの薬室の中へ直接流し込み……口にくわえていた球状弾だん頭とうを、ぷっと吐はいて、その薬室の中へ吹ふき込み……銃じゆう身しんの下に設置してあるローディング・レバーを折って、弾だん丸がんを再装塡リロードしました。

　一発だけ弾丸を装塡したそのシリンダーのお尻しりに、その人が雷らい管かんをつけようとした……その一いつ瞬しゆん。

「…………」

　その人は、どこか躊躇ためらうような、苦く悩のうに満ちたような表情を零こぼし……しばらくして、意を決したように雷管をつけます。

「《０の専心セツト》……」

　そして、そんな呪文を呟いて、黒き殺意を込こめて、ガチリと親指で撃げき鉄てつを引くと。

　その銃に一瞬、どくん、と得体の知れない不ふ穏おんな魔ま力りよくが胎たい動どうしました。

「……カタをつけてくる。お前はそこで待ってろ」

　そして、底冷えするような冷たい声で、そう言って。

　その人は、懐から愚者のアルカナを抜ぬいて、木陰から飛び出して行きました──




　…………。




「ルミア？　どうしたの？　やっぱり……なんか変」

「えっ？　ううん、なんでもないよ……」

　不意に、ぼそりとリィエルに声をかけられて、ルミアは過去を彷徨さまよわせていた意識を、現在に帰き還かんさせた。

　グレン達と別れたルミアとリィエルは、次なる行動を取るべく、校舎地下区画を出て、校舎内の廊ろう下かを連れだって歩いていた。

「ちょっと、ぼんやりしちゃってね……なんだか大変なことになっちゃったし……」

「……ルミア」

「大だい丈じよう夫ぶ、なんとかなるから。だって、システィやリィエル……先生がいるから」

「ん。ルミアは、わたしが守る」

　リィエルが、少し暗いルミアへ力強く頷いた……その時だった。

「……ルミア……あいつがあの……あいつのせいで……」

「何が天使様よ……疫やく病びよう神がみじゃない……」

「ちっ……あいつさえいなければ……」

　そんな、ひそひそ声が、あちらこちらから聞こえてきた。

「！」

　見み渡わたせば、道行く生徒達、廊下にたまって駄だ弁べっている生徒達が、ルミア達をちらちらと見ながら、声を潜ひそめて何事かを言い合っている。

「…………」

　仕方ない、と。ルミアが無念そうに俯うつむく。

　ルミアの人ひと柄がらをよく知る者や、ルミアと交友の深い者達の中に、ルミアを責める者はほとんど居なかった。冷静に、ルミアが望まぬ不幸の果てに、ただ翻ほん弄ろうされただけの被ひ害がい者しやであることを理解してくれた。

　だが、学院の生徒達の全すべてがそうじゃない。事情を知ってなお、自分達がこんな目に遭あっているのはルミアのせいだ……そう思考してしまう生徒達も多くいる。

　人間誰だれしもが強く、気高くあれるわけではない。

　それは仕方のないこと……ルミアがそう諦てい念ねんしていると。

「おい！　ルミア＝ティンジェル！　ちょっと待てよッ！」

　二人の生徒が、ルミアの前に立ちはだかっていた。

「あなた達は……」

　ルミアはその二人の生徒を知っていた。

　ハーレイの担当クラス、二年次生一組のクライス＝アインツに、エナ＝ウーノだ。

　クライスは、以前の魔術競技祭にて練習場所の取り合いでカッシュと喧けん嘩かした男子生徒であり、エナは、その決けつ闘とう戦の決勝で一組の代表選手として、クライスやハインケルと共に、システィーナ達二組と対決した女子生徒だ。

「お前に、どうしても言いたいことがある……聞けよ、ルミア」

「……なんでしょうか？」

「お前……どうして、この学院を出ていかなかったんだよ？」

　クライスの指し摘てきに、ルミアが何かを諦あきらめたように目を閉じた。

　まるで、わかっていたという風だ。

「異能者だか、天の智ち慧え研究会に狙ねらわれているんだか知りませんけど……だったらせめて皆みんなに迷めい惑わくかける前に、ここから消えるべきじゃなかったの？」

　エナも心ない言葉でルミアを抉えぐる。

　途と端たん、その様子をうかがっていたごく一部の生徒達から、よく言った、そうだそうだ……そんな感情が、無言のまま、毒のように漂ただよい始める。

「お前のせいだぞ……ッ！　どうしてくれるんだよ!?　学院から下された緊きん急きゆう待機令のせいで、俺達はもう、この学院から逃げることも出来ないじゃないかッ!?」

「そうよ……ッ！　貴女あなたが居たから……貴女のせいで、私達は……ッ!?」

　苛いら立だちと不安と、恐怖、そして……空に目に見えて浮かぶ得体の知れない脅きよう威い。

　一見、クライス達の言葉は、確かに心ない身勝手なものに思えたが……だが、ごく普通の世界に生きる少年少女としては、ごく当たり前の感情の発はつ露ろだったのかもしれない。

「……ごめんなさい……」

　だから、ルミアはただただ謝るしかできなかった。

「謝って済むことだと思ってるのかよ!?　お前のせいで、俺達は──」

　だが、それをいいことに、クライスがルミアの胸むなぐらを摑つかみ上げ、吠ほえかかる。

　ルミアはただ、無む抵てい抗こうでそれを受け入れようとして……

「待って」

　そんな二人を、リィエルが止めていた。

「なんだよ、チビ助!?」

　リィエルは、ルミアとクライスの間に入り、ルミアを庇かばうように両手を広げ、その眠ねむたげな目で、クライスをじっと見上げる。

「ルミアは悪くない」

「はぁ!?」

「……ええと……うまく言えないけど……多分、本当に悪いのは、悪い人と偉えらい人？」

「意味がわからないわよ……」

　要領を得ないリィエルの言葉に、エナも苛立ち混じりに零す。

　実際、リィエル自身もよくわかってないのだろう。困ったように眉まゆ根ねを寄せて、必死に考えながら言葉を紡つむぐ。

「だから……うん……ルミアも悩なやんでたし……だから、あなた達は言えない」

「……だから、わけわかんねーって！」

「ん……つまり……えっと……悪いのはあなた達。……だって、弱いから」

「け、喧嘩売ってるのか、てめぇ!?」

　いきり立ったクライスが、リィエルの胸ぐらを摑み上げる。

　対するリィエルは、ただ、じっとクライスを見つめるだけだ。以前、悪意を向けてくる相手には見境無く暴れ回っていたのが、まるで噓うそのような大人しさであった。

「もっと、よく考えて。……わたしにはよくわからないけど」

「うるさいっ！　いい加減、黙だまりやがれ、このチビ助がッ！」

　怒いかりに駆かられてクライスが、無抵抗のリィエルに手を振り上げ……

「リィエル!?　お願い、クライス君、やめてッ！」

　ルミアが悲痛な表情で止めに入ろうとした……その時だった。

「ほっほっほっ……君たち、喧嘩は止やめなさい」

　緩ゆるいが、どこか不思議と力を感じさせる声が、その場の三人の動きをぴたりと止める。

　そこに現れたのは、年相応にふっくらとした体型の穏おだやかに微笑ほほえむ初老の男だ。

「リック学院長!?」

　意外な人物の登場に、ルミアは驚おどろきを隠かくせない。

「話は聞いたよ。わしから補足させてくれんかの。ルミア君は消えなかったのではない……消えられなかったのだよ。詳くわしくは言えないが、政府上層部の意向でね」

　天の智慧研究会に狙われる異能者ルミアは、帝てい国こく政府にとっては監かん視し対象であり、天の智慧研究会の尻尾しつぽを摑むための餌えさだ。政治的な判断で、ルミアは政府から魔術学院に在ざい籍せきすることを強制されていた。独断で魔術学院を去ることなど、不可能だったのだ。

「君達も知っての通り、ルミア君はとても優やさしい子じゃ。ずっと、そのことで悩んでおった……そうなのじゃろう？　リィエル君」

　すると、リィエルが我が意を得たりとばかりに、こくこく首を縦に振った。

「とにかく、彼女を責めるのは筋すじ違ちがいなのだよ……今回のことで文句を言いたいなら、彼女を釣つり餌えにした我々不ふ甲が斐いない大人達……そして、何よりも諸悪の根源……天の智慧研究会にするべきだよ」

「はぁ!?　なんですかそれ!?　そんなんで納なつ得とくできるわけないですよ!?」

「それと。残念じゃが……有事の際、学院に在籍する生徒がその力を魔術師として公おおやけに供出するのは、れっきとした義務。これは学院校則や帝国戦時法にも明記されておる。この状じよう況きようで生徒達の緊急待機は、当然の話なのだよ……」

　申し訳なさそうに、だが、毅き然ぜんとしてリック学院長は言う。

「なぜなら、君達は我らが帝国が保有する〝戦力〟なのじゃから。魔術師というだけで特権身分である我々が、一いつ般ぱん市民のように避ひ難なんすることは許されぬのじゃ。怖こわいのはわかる……じゃが、魔術師として、君達の力を貸して欲しい」

「そ、それは……ッ！　そうかもしれないですけど……ッ!?」

「で、でも、私達は……私達はぁ……ッ！」

　納得できない……理り不ふ尽じんだ……どうしてこんなことに……？

　そんな、行き場のない不安と恐きよう怖ふの感情が、クライスとエナを苛さいなんでいると。

「ふむ……確か君達は一組……ハーレイ君の生徒達だったかな？」

　リック学院長がそんな風に、言葉のかじを切った。

「……それがどうしたっていうんですか？　学院長」

「いやぁ、実はわし、君達の担任であるハーレイ君のことがとても苦手でのう」

　何の前まえ触ぶれもない、話の転てん換かんに、クライスとエナが眉まゆを顰ひそめる。

「彼は典型的な、昔むかし気質かたぎの魔術師で、教え方も伝統と形式に拘こだわって古ふる臭くさく、権けん威い主義者、おまけに傲ごう慢まんで尊大、頑がん固こ……出来の悪い生徒には見向きもせず、すぐに自分以下の人間を見下す……まぁ、取っつきにくい御お方かたでのう」

「…………」

「でも、今回の一件で気付いたよ。少々人格的に問題があっても、ハーレイ君は間違いなく〝真の魔術師〟じゃとな」

「え？」

　意外な話の展開に、クライスが呆ほうけたような声を上げる。

「ハーレイ君はあの魔人と率そつ先せんして戦ったじゃろ？　勿もち論ろん、彼のことじゃから生徒達のためではなく、自分自身のためじゃったのだろうけど……彼は最後まで逃にげなかった。恐おそらく勝ち目などないとわかっていて、逃げても誰も責められんというのに」

「……それは……確かにそうでしたけど……」

　クライスの目にも、エナの目にも、ハーレイがその超ちよう絶ぜつ的な魔術技ぎ巧こうを惜おしみなく披ひ露ろうして、傷つきながらも最後まで戦った姿は、目に焼き付いている。

「自分の譲ゆずれないもののために、信念のために、命を賭として戦える……これはもう〝真の魔術師〟以外の何者でもないじゃろう？」

「…………」

「今だって、ハーレイ君は、この学院のため、自身のため、今、自分に出来ることを精せい一いつ杯ぱいなさっておる。……ルミア君のせいでとか、どうしてこんなことにとか……そんな泣き言は一言だって漏もらしておらぬ」

「…………」

「クライス君。エナ君。こんな凄すごい先生の薫くん陶とうを受けて、こんな凄い先生の背中を見て……君達は何も感じないのかな？　ただこうやって、どうしようもなかった事態の犯人捜さがしをして、一方的に責めて……泣き叫いているだけかな？　それで君達は、ハーレイ君に胸を張れますかな？」

「そ、そんなこと言ったって……ッ！」

　耳の痛いリック学院長の言葉に、クライスが絞しぼり出すように叫さけんだ。

「俺達に一体、何ができるっていうんです!?　俺達はまだ無力なガキなんですよ!?」

「そ、そうですよッ！　そりゃ、ハーレイ先生くらい力があれば、私達だって──」

　だが。

「魔術師の強さは、手札カードの強さではないよ。手札カードの切り方だよ」

　そんな泣き言も、リック学院長は優しく、だが、毅然と切って捨てた。

「考えなさい。こんな状況でも君達に出来ることを。君達も魔術師なのだから」

「…………ッ!?」

「少し厳しいことを言えば……君達はただ怖いだけ。そして、そんな臆おく病びようで弱い自分を認めたくないだけ。じゃから、誰だれかのせいにして、自分のせいじゃないって、安心したがっておる。……困難の度たびにそれでは、いつまで経たっても、真の魔術師にはなれないよ？」

　今度こそ……クライスとエナは何も言えなくなってしまう。

　すると、そんな学院長の言葉に、何か感じ入ったのか……周囲で遠巻きに様子をうかがう生徒達からも、あからさまにルミアを責めるような視線は弱まりつつあった。

「ん。そう、それ。……大体、そんな感じ」

　そして、リィエルはリック学院長の言葉に、どこか得意げにこくこく頷うなずいていた。

　とぼとぼと、クライスとエナが去って行った後で。

「リック学院長……その……ありがとうございます……」

　ルミアがリックに、ぺこりと頭を下げる。

「何、元はといえば、我々大人の不甲斐なさが招いてしまった事態じゃ……お礼を言う必要なんてないよ、ルミア君」

「ですが……でも、やっぱり、私が原因なのは変わらなくて……」

　再び辛つらそうに目を伏ふせるルミアに。

「あまり、気負わないことだよ、ルミア君」

　リックは、やはり、優しく言葉をかけた。

「学院長……？」

「確かに、このどうしようもない苦難と理不尽に、行き場のない不安を貴女にぶつけてしまいたい人もいる。でも、そうでない人もいる。君の力になりたいと、手を差し伸のべてくれる人もいる。……思い悩むあまり、それを忘れちゃいけないよ」

「は、はい……わかりました……ありがとう……ございます……」

　励はげますようなリックに、ルミアはぺこりと頭を下げるのであった。




　……その後。

　ちょっと特訓してくると、不意にどこかへ行ってしまったリィエルと別れ。

　ルミアは二年次生二組の教室へと戻もどってくる。

　その扉とびらを開き、中へ入ろうと、扉に手をかけた……その時だ。

「ぐ、軍人さん、それマジっすか!?」

　教室内からカッシュの突とつ拍ぴよう子しもない叫びが聞こえてきて、思わずその手が止まる。

　ルミアが扉の隙すき間まから、そっと中の様子をうかがってみると。

「うむ。明日の《炎ほのおの船》攻こう略りやく戦には……グレン＝レーダス、システィーナ＝フィーベル、ルミア＝ティンジェル、リィエル＝レイフォード、セリカ＝アルフォネア……以上５名が魔ま人じん討とう伐ばつ隊として、《炎の船》に攻せめ込むことになったのじゃよ」

　教きよう壇だんの上にはバーナードが立ち、教室内には二組生徒を含ふくむ、大勢の生徒達が集まっていた。リゼを中心とする生徒会が通達と手て筈はずを整え、数クラスごとに順次行われていく特別ミーティングが、ちょうど始まったのだ。

「《炎の船》に攻め込む切り札を持つセリカちゃん、船内の歪わい曲きよく空間を破れる能力を持つルミアちゃん、船内の敵戦力の露つゆ払はらいをするリィエルちゃん、現状、あの魔人に唯ゆい一いつ有効な攻こう撃げき手段を持つグレ坊ぼう、そして、グレ坊の補ほ佐さを務め、魔導考古学にも長たけた白しろ猫ねこちゃん……主に戦力配分の方面から散々検討した結果、それがベストだと決まったのじゃよ」

「……戦力配分？」

　首を傾かしげる生徒達に、バーナードがさらに説明を続ける。

「うむ、そこから説明しようか。実は今、この学院の魔術講師ハーレイ殿どのと、帝国宮きゆう廷てい魔導士団のクリ坊……おっと、クリストフ＝フラウルを中心に、動ける魔術師達が総出で、フェジテ上空に【メギドの火】を防ぐ防ぼう壁へき結界を、突とつ貫かん工事で構築しておる」

「マジっすかッ!?」

「は、ハーレイ先生って、実は凄かったんだなぁ……」

「じゃが、一度【メギドの火】を防げば、敵は必ずその防壁結界を破は壊かいするため、《炎の船》内に存在する戦力を、結界の基点であるこの魔術学院へと吐はき出すじゃろう。その隙すきに、グレ坊達が手て薄うすになった《炎の船》へと殴なぐり込み、魔人を叩たたく……簡単に言えば、そういう手筈なわけじゃい」

「つまり……守りもあるから、攻めに出せる戦力も限られてるってことっすか？」

「察しが良くて助かるわい。わし達は、何としてもグレ坊達が魔人をブッ倒たおすまで、この学院を守り、防壁結界を維い持じする必要がある。防壁結界が崩くずれた瞬しゆん間かんが、ゲームオーバーじゃ。……じゃが、あまりにも人手が足りん」

　そして、バーナードは生徒達を見み渡わたし、頭を下げながら言った。

「結界の維持要員、敵戦力の迎げい撃げき要員、負傷者の救護活動要員……人手はいくらあっても足りん。どうか、諸君らの力を貸して欲しい。曲がりなりにも、お前さん達は女王陛下に忠誠を誓ちかう魔術師として、有事の際に備え、日ひ頃ごろの授業カリキュラムで戦せん闘とう訓練を受けておるはず。決して、不可能なことではないはずじゃ」

　そんな神しん妙みようなバーナードの言葉に、得も言われぬ沈ちん黙もくが教室を包む。中には、以前のシスティーナの結けつ婚こん騒そう動どうの際の、魔導兵団戦演習のことを思い出した者もいるだろう。

「当然、戦闘の矢やお面もてに立つのはわしら帝国軍と学院の教師陣じん……お前さん達生徒の役割はあくまで補佐と援えん護ご。じゃが、戦いの場に駆かり出される以上、死傷の可能性は避さけられぬ……言葉を濁にごさずはっきり言えば、相当危険じゃ。だが、お前さん達が力を貸してくれれば、それだけフェジテを破は滅めつから救える可能性は上がる。

　Ａ級緊きん急きゆう特令を、イヴ＝イグナイト百ひや騎つき長ちよう権限で発令して『命令』する事も不可能では無いが……わしは、それを良しとはしない。あくまでお前さん達の意思を尊重したい」

「…………」

「無論、お前さん達の誰もが自ら立たずとも構わんぞ？　たとえ一人きりでも、わしは帝てい国こく軍魔導士として、お前さん達を最後まで守って戦う事をこの場で約束しよう、何、それが大人の役目じゃからな」

　しばらくの間、その場はしんと静まりかえっていたが……

「……お、俺は……やるぜ……」

　やがて、生徒達の中から、決意に満ちた声が一つ上がった。

　カッシュだった。

「お、おい、カッシュ……ッ!?」

「マジかよ……ッ!?　危険だぞ……ッ!?」

　そんなカッシュへ、カイにロッドなどが心配そうに目を向ける。

「だって、このまま何もしなかったら……負けたら……フェジテ滅ほろびちまうんだろ？　だったら、もうやるしかねえじゃねえか！　俺達にできることを！」

　そんなカッシュの訴うつたえに、周囲の生徒達も押し黙だまる。

「それに……先生達が、あの空の船に乗り込んで、あのクソ強つえぇ魔人と命がけで戦うんだろ、俺達のために!?　なのに、先生達だけに全すべてを任せて、俺達は安全な場所でただ震ふるえて待ってるだけなんて、そんなダセェ真似まねできるかよッ！」

「癪しやくだけど……まったく、同感だね」

　カッシュの言葉に、ギイブルも鼻を鳴らし、眼鏡を押し上げながら言った。

「ここで何もせず、先生達だけに任せたら、全てが終わった時、あのロクでなしにどんな恩着せがましい顔されるか……ごめんだね、そんな屈くつ辱じよく」

「う、うぅ……怖こわい……ですわ……でも……ッ！」

　そして、ウェンディも震えながら、立ち上がる。

「でも……弱き民たみを守って戦うが貴族の務め……わ、わたくしだって……ッ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、ウェンディ……貴女だけに怖い思いはさせないわ。私がついてるから……」

　そんなウェンディを励ますように、テレサもそう言って。

「そうだ……俺達は今まで、先生に守られてるばかりだった……」

「今回くらい、俺達も何かしないと……ッ！」

　カイもロッドも。

「わ、私……戦うのは苦手だけど……でも、皆みんなの怪け我がの手当てとかなら……」

　引っ込み思案で臆病なリンすらも。

　学院を襲おそったこの前代未み聞もんの苦難を前に、誰も彼もが、自らの意思で自分に出来ることをしようと沸わき立っていく。

「勇気ある決断をしてくれたお前さん達に……わしは敬意を表する」

　そんな生徒達を前に、バーナードはまるで尊い何かを見るように、目を細めた。

「わかった。今から、わしがお主らに戦術を指南する。一見、絶望的だが存外、地の理はこちらにあり、守るには容易たやすい。それを利用し、わしの言うとおりに戦えば、死傷率は極限まで下がる筈はずだ。……どうかついてきて欲しい」

「「「「はいっ！」」」」

「そして、今からわしがお主らを一線で戦えるようにしたるわい。この杖つえの使い方を教えてせんじよう……」

　そう言って、バーナードは一本の杖を取り出した。

　細剣レイピアのようなスウェプトヒルトが付いた、剣のような杖だ。

「この『魔導士の杖』はな……有事の際に備えて、この学院に数多く貯蔵管理されている魔導器で、まだ魔術師の卵に過ぎないお主らを一人前の魔導兵に変える代しろ物ものじゃ。本来、女王陛下の許可無く使用するのは厳禁じゃが……まぁ、堅かたいことは抜ぬきじゃ。実際に有事じゃし、アリシアちゃんなら許してくれるじゃろ。さてよいか、この杖はな……」

　バーナードの教えに、真しん剣けんに耳を傾かたむけ始める生徒達を。

（皆……）

　ルミアは、扉の隙間からそっと見つめていた。

（本当なら……お前のせいだって、お前が悪いって……私を責めて、罵ののしってもいいのに……学院の生徒達の中には、きっとそういう人達だって大勢いるのに……でも……皆はそれでも……）

　別に、矛む盾じゆんしていることではない。ごく、自然で当たり前な話だ。

　どうしようもない苦難と恐きよう怖ふに際し、時に臆病さ、卑ひ屈くつさ、醜みにくさをさらけ出すこともあれば、時に勇ゆう敢かんさ、気高さ、美しさを見せることだってある……

　それが人間なのだ。リック学院長の言うとおりだったのだ。

（私は……皆に会えてよかったと思う……私のせいで、皆を巻き込んじゃったけど……それでも、私は……）

　その時、ルミアは満足してしまった。満たされてしまった。

　もう悔くいは、思い残すことは──何一つない。

　だから──

（……私が……私が絶対に、皆を守るから……この命に代えても……ッ！）

　ルミアは、密ひそかにそんな決意を固める。

　──貴女あなた、命を捧ささげる覚かく悟ごはある？

　その脳のう裏りに蘇よみがえるのは、昨夜、ナムルスから密かに聞かされた言葉であった。




　──その頃ころ。

　グレンとシスティーナは、順調に地下迷めい宮きゆうを踏とう破はしつつあった。

　地下１階から９階『覚かく醒せいへの旅程』と呼ばれる区画は、何の問題もなかった。

　そもそも、この区画は探たん索さく難易度が低く、学院の生徒達の遺い跡せき探索実習にも使われているくらいだ。すでに地図も完成している。

　最短ルートを通ることで、二人は特に苦も無く、時間もかからず、９階を突とつ破ぱすることが出来た。

　そんな楽な探索行が、がらりと様変わりしたのは、やはり地下10階から──『愚ぐ者しやへの試練』と呼ばれる領域に入った頃だ。

　定期的に内部構造が勝手にがらりと変化するという、原理不明の謎なぞの仕様が施ほどこされているこの領域からは、当然、地図がない。

　性質たちの悪い罠わなや仕し掛かけが増え、凶きよう悪あくな守護者ガーデイアンや魔ま獣じゆう達が徘はい徊かいし始め……これまでとはまるで別世界のように危険度が跳はね上がる。

　しかも、階層の広さも難易度も、深層に行けば行くほど、際限なく上がっていくのだ。このせいで、よく準備したセリカも地下44階の到とう達たつが限界だったほどだ。

　以前、グレン達はとある裏うら技わざを使って、地下50階から地下89階『門番の詰つめ所』と呼ばれる区画を探索したことがあったが、むしろそっちの方が、なぜか迷宮構造が簡潔で厄やつ介かいな罠もなく、探索しやすかったほどである。

　ちなみに、古代の文ぶん献けんによれば、地下90階以降は『地の民たみの都』と呼ばれる区画が広がっているらしいのだが……到達者は誰だれ一人いないため、何があるのかわかっていない。

「ったく……地下10階から、地下11階に到達するだけで、こんなに苦労させられるとは思わなかったぜ……」

　今、降りてきた階段の傍かたわらに聖域結界を構築し、その中でごろりと寝ねそべるグレン。

「もうっ……しゃきっとしてください、先生！」

　システィーナが探索装備の小型アルコールストーブでお湯を沸かし、疲つかれにきくハーブで紅茶を淹いれていた。

　ここに至るまで、魔獣や守護者ガーデイアンと、それなりに戦闘を繰くり返し、疲ひ労ろうも溜まっている。

　今は小休きゆう憩けいといったところだった。

「この分だと、地下13階の『愚者の墓場』まで、まだまだ先が長いんですからね？　一階潜もぐるごとに、階層の区画が一回りずつ大きくなるんですから！　今からそんなんじゃ、先が思いやられますよ？」

　紅茶を注いだスチールカップを、グレンに差し出すシスティーナ。

「ったくよぉ……なんだって、そんな底意地の悪い構造にしたんだよ……設計者出てこいド畜ちく生しよう……」

　グレンは、その湯気の立つ紅茶のカップを受け取り、口をつける。

　そして、穀物を粉末パウダーにしてブロック状に焼き固めた携けいた帯いり糧よう食しよくの包み紙を破り、ガリガリと糧食をかじり始めた。この携帯糧食、見かけによらず摂せつ取しゆエネルギー量は申し分ないらしいが……びっくりするほど美味おいしくない。

「実はですね、この地下迷めい宮きゆう……元々、四し角かく錐すい状をした巨きよ大だいな建造物の内部だって、そんな説があるんですよ」

　階段に座るシスティーナも、紅茶のカップに口をつけながら、嬉き々きとして語り始める。

　どうやら、考古学マニアの魂たましいに火が付いたらしい。

「はぁ？　これが、建物の中ぁ？」

「はい。その四角錐状巨大建造物が地ち殻かく変動によって、地中深く沈しずんで埋うもれて、できたのがこの『地下迷宮』らしいんです。ほら？　ここに入る時、入り口は何か四角錐状の構造物でしたよね？　あれが、その四角錘状巨大構造物の頂点部分らしいんです」

「……スケールがデカすぎて、想像がおっつかん」

「他にも、この『地下迷宮』が元々、地上に立っていた巨大建造物であるという証しよう拠こは、例えば、地中の年代マナ分ぶん析せきによれば──（略）──周辺地層の地殻変動と魔術的な空間のねじれを、霊脈レイ・ラインとの誤差をマクロ展開法で比ひ較かくした結果──（略）──ただ、以上のような説を肯こう定ていするとやっぱりおかしいのが、地下50階から地下89階『門番の詰め所』とも呼べる領域で、あの区画は明らかに塔とうのような構造で、そもそも空が見えていたことから──（略）──つまり、この地下迷宮が古代文献によると《嘆なげきの塔》などと呼こ称しようされていたらしいことから、元の機能は──（略）──空間が歪ゆがんでるの！　これは悪あく魔まの仕し業わざなのよ！　陰いん謀ぼうなのッ！　だから──（略）──（略）──（略）──つまり、神は死んだのよッ!?　むしろ、私が神なのよッ!?　わかりますッッッ!?」

「ふーん、そう。スゴイネー」

　グレンは途と中ちゆうから、熱に浮うかされたような目で語りまくるシスティーナの熱弁を、さっぱり聞いていなかった。

（それにしても……『イヴ＝カイズルの玉薬』……か……）

　身み振ぶり手振り熱く語り続けるシスティーナを余所よそに、グレンは温かい紅茶に口をつけながら、一人物思いに耽ふける。

（まさか……また、アレを調合する羽目になるなんてな……）

　今回の戦いには、アレがどうしても必要だ。

　……わかっている。

　昨夜の会議で、魔人への対たい抗こう策として、グレンが『イヴ＝カイズルの玉薬』の原理と効果を説明した時、現時点で、あの魔人に抗しうる手段はそれしかない──その場の魔術師達の総意がそれで一いつ致ちしたのだ──グレンを目の敵かたきにしているハーレイでさえ。

　だから、わかっているのだ。

　グレンは、また再び『イヴ＝カイズルの玉薬』を調合しなければならない。

（それは、わかっているんだが──）

　ふと、グレンの脳裏に蘇るのは、軍時代の暗く冷たい、封ふう印いんしたい記き憶おく──




　──。

「あ……あぁ……ぁぁぁ……」

　とある辺境の漁村に蔓延はびこる旧ふるい邪じや教きようの、神しん殿でんの最深部にて。

　その日、グレンは──その邪教の教祖を『暗殺』した。

　自分が研究開発し、作製した──初めての『イヴ＝カイズルの玉薬』を使って。

「……あぁ……あぁあぁあぁ……」

　ぱさり、と。左手から愚者のアルカナが落ちる。

　右手で前方に構えたままの拳けん銃じゆうはがたがたと震ふるえ、その銃口からは未いまだ熱の冷めやらぬ硝しよう煙えんが、仄ほのかに上がり続けている。

　グレンのすぐ足あし下もとには、とっくに絶命し、倒たおれ伏ふした教祖。

　グレンが作製した『イヴ＝カイズルの玉薬』の──初の犠ぎ牲せい者しやだ。

「う、ぁ……あ……」

　その教祖は──本当に救えない男だった。周辺地域の村や町から女子供を攫さらい、下げ劣れつな欲よく望ぼうのままに犯おかして魔ま術じゆつ儀ぎ式しきの生いけ贄にえに捧げ、挙げ句、奇き妙みような化け物共の生きた苗なえ床どこにする──そんな狂くるった宗教活動を主導する教祖だった。

　その教祖の独善的な宗教観による犠牲者の数は計り知れず、犯した罪の数を考えれば死んで当然の、底の見えないドブ沼ぬま以下の邪悪クズだった。

　殺さねばならなかった。誰かが殺やらねばならなかった。

　悪には悪の正義がある、人に人を裁く権利などない──そう理解ぶってやることすら生ぬるい。殺すことこそ、一いつ片ぺんの疑いもない、紛まぎれもない正義だった。

　だから、きっと──自分グレンは正しいことをしたのだ。

　だというのに──

「ああぁ……ぁあぁぁあぁ……あ……ぅ……」

　その時、グレンは震えが止まらなかった。己おのれが為なしたことに……『イヴ＝カイズルの玉薬』に秘められた、それこそ底の見えない漆しつ黒こくの悪意と殺意に恐おそれ戦おののいていた。

　思えば。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】は──その生まれは、尊い光の意思の下にあった。

　自分なりの正義の魔法使いの在り方を模も索さくして──その結果、生まれたものだった。

　今は確かに、もっぱら暗殺の手段として使われてしまっているが、かつて、ニーナというかけがえのない友達を、この力で悪の手から守った……そんな誇ほこりがあった。

　だが、この『イヴ＝カイズルの玉薬』は──違ちがう。

　軍の魔導士として心が摩ま耗もうしていくうちに【愚者の世界】に力不足を感じ……否いな、【愚者の世界】を使って、もっと効率良く確実に『殺し』ができれば、と思って。

　グレン自身の、最も早はや、誤ご魔ま化かしようのない、漆黒の殺意の下に生まれた……〝呪のろわれた力〟。自分の薄うす汚よごれた暗黒面の結けつ晶しようだったのだ。

　愚おろかしいことに。

　グレンは、この『イヴ＝カイズルの玉薬』を使って、実際に人を一人殺すまで──そんな自分の、正義面の裏に潜ひそむ暗黒面に、今の今までまるで気付かなかったのだ。

「お……俺は……なんてモノを……ッ!?　作って──ッ!?」

　この日、かつて子供の頃に憧あこがれ、目指していた『正義の魔法使い』は完全に死んだ。

　底知れぬ悪意と殺意を以もつて、こんな魔術を完成させ、人を殺した瞬しゆん間かん、自分は最早、ただの薄うす汚ぎたない、血ち塗ぬられた『殺人者』へと堕だしたのだ。

　こんなものを使ったせいで、最後の心のよりどころであった【愚者の世界】すらも、たった今、完全に血にまみれさせてしまったのだ。

「お、ぅおげぇええええぇぇぇええええ──ッ!?　ごはッ──」

　吐はいた。胃の中のものを全すべてひっくり返した、胃を空にし、全身から汗あせと涙なみだを流しても──その不快さと目眩めまい、頭痛と吐き気は、止まるところを知らない。

「げほっごぼっ!?　ぁああああああああぁあああああああああああ──ッ?!　うわぁああああああああああああ──ッ!?　おぁああああああああ──ッ!?」

　グレンが頭を抱かかえ、心をバラバラに砕くだけ散らせながら、半はん狂きよう乱らんで吠ほえていた──その時だった。

　何者かが美しい白しろ髪かみを靡なびかせ、猛もう然ぜんとグレンの背後から駆かけ寄ってきて──

「グレン君ッ！」

　グレンを背中から必死に抱だきしめる。

　──セラだ。

「セラ……セラぁあああ──ッ!?　お、俺は……俺はぁあああああああ──ッ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫だから、お願い、グレン君、落ち着いてッ！」

「ぁああああああああ──ッ！　お、俺は、俺は、もう変わっ──ごほっげほッ!?」

「変わらない！　グレン君は何も変わってないからッ！」

　セラは今にもバラバラに砕け散ってしまいそうなグレンを必死に、優やさしく抱きしめる。

　グレンの吐と瀉しや物ぶつに身体からだが汚よごれることなど微み塵じんも厭いとわず、ただ抱きしめる。

「だって、救われたんだよ!?　グレン君のおかげで、さっき捕つかまってたあの人達、皆みんな、無事に助かったんだよ!?　全部、グレン君のおかげなんだよ……ッ!?」

「あああ……あぁあぁぁああ……」

「……大丈夫……大丈夫だから……グレン君は何も変わらない……大丈夫だから……私がついているから……ずっと傍そばにいるから……だから……ね？」

　そう、囁ささやくように優しく言って。

　セラはグレンが落ち着くまで、いつまでも、抱きしめ続ける──




　──。

「ちょっと、先生っ！　私の話聞いてます!?」

「！」

　突とつ然ぜん、システィーナの顔が至近距きよ離りに現れ、グレンがびくりと我に返る。

　口をつけていた紅茶のカップは、とっくに冷たくなっていた。

「もうっ！　せっかく私が古代文明の神話大系──『天空の双生児タウム』について、猫ねこでもわかるように懇こん切せつ丁てい寧ねいに説明してあげてたのに[image: ～][image: ～]っ!?」

「お、おう……すまんな……全然、聞いてなかったわ……」

　唇くちびるを尖とがらせるシスティーナを前に、グレンは気まずそうに冷えた紅茶を一気飲みする。

　すると。

「……先生？」

　システィーナが心配そうに、グレンの顔を覗のぞき込んでいた。

「な、なんだよ？」

「えっと……大丈夫ですか？　なんか……顔色、すっごく悪いですけど……？」

「！」

　はっとして、グレンが顔を押さえる。

「体調……悪いんですか？　そういえば、ルミアもそんなこと言ってたし……」

「い、いや……違う。そんなんじゃねえ」

「ひょ、ひょっとして……私の話を聞くのがそんなに嫌いやだったとか……？」

　ちょっと涙目になりながら、ジト目で睨にらんでくるシスティーナ。

「だーかーらっ!?　違うって、ちょっと疲つかれてただけだって！」

「本当にそうなんですか？　なんか、そんなレベルの顔色じゃ……」

「ほら、そろそろ行くぞ！　今日中に素材を押さえて戻もどらなきゃいけねーんだからな！」

　誤魔化すようにそう言って。

　グレンは後片付けを始めるのであった。




　ほどなくして、グレン達の探たん索さくは再開される。

　石のブロックで構築され、前後左右に複雑に入り組む通路が延々と続いていく。

　退路がまるでないというのに──時折、どこからともなく、守護者ガーデイアンや魔ま獣じゆうが湧わき出てくるものだから、たまらない。

　基本、戦って切り抜ぬけるしかないのだ。

「ぅおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが突とつ進しんする。

　通路の向こう側から、隊たい伍ごを組んで迫せまってくる守護者ガーデイアン達──レンガのような石を積んで構築された石人形タイプ──その先頭の守護者ガーデイアンへ向かって、鋭するどい貫ぬき手てを放つ。

　その手には、黒くろ魔ま【ウェポン・エンチャント】によって、攻こう撃げき的な魔力が漲みなぎっていて──その守護者ガーデイアンの胸部を貫かん通つう、存在の核かくを破は壊かいする。

　核を砕かれた守護者ガーデイアンは、ボロボロと分解しながら崩くずれ落ちて──

「はぁあああああ──っ！」

　グレンはそのまま、我先にと手足を上げて襲おそいかかってくる守護者ガーデイアン達の攻撃を、素す早ばやく体を捌さばき、拳こぶしと脚あしで受け流しつつ、侵しん攻こうを食い止める。

　下げた頭の上を守護者ガーデイアンの豪ごう腕わんが過よぎり、捻ひねった身を守護者ガーデイアンの脚が掠かすめる。

「白猫ッ！」

「はいっ！　準備できましたッ！」

　敵の堅かたさ、多さ故ゆえに、少し時間をかけて魔力を練ったシスティーナが応じる。

「ふっ──」

　グレンが地を蹴けって、システィーナの傍かたわらまで素早く飛び下がるのと──

「《集つどえ暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　強大な魔力を乗せて、システィーナが黒魔【ブラスト・ブロウ】を唱えるのは、ぴったり同時。

　次の瞬間、大量の空気が極限まで圧あつ搾さく凝ぎよう集しゆうされた風の破城槌が、通路を満まん遍べんなく埋うめ尽つくすように、高速で飛んでいく。

　そして、零ゼロ距きよ離りで砲ほう撃げきしたかのような音を立てて、群れをなす守護者ガーデイアン達を全て粉ふん砕さい。

　そのバラバラに砕けた破片を、通路の果てまで、まとめて押し流していった。

「ふぅっ！　まっ、こんなとこでしょ？」

　軽くガッツポーズをするシスティーナ。

　ジャティスやジンとの戦いを経て成長した今の彼女にとって、あの程度の敵は、油断や慢まん心しん的な意味もなく、最早、何のプレッシャーにもならない。

「白猫……お前、本当に強くなったなぁ……」

　感心したようにグレンがぼやく。

「ふっふーん、そうでしょ？　少しは私に背中を任せられるようになりました？」

「ああ」

「……えっ？」

　どうせまた皮肉が返ってくると思ったら、素直に肯こう定ていされて、ぎょっとするシスティーナであった。

「なんか……セラが背中にいるような、安心感だ」

　次に続いたその言葉は、意識しないと聞こえない、とても小さな呟つぶやきだった。グレンは別に、それをシスティーナに聞かせるつもりはなかったらしい。

「！」

　だが、システィーナはそれを偶ぐう然ぜん、耳に拾ってしまった。

（セラさん……軍時代の先生の仲間……今は亡なくなってしまった……確か、私に似ているっていう……）

　そして、以前、グレンの口から語られるセラを聞く限り……多分、先生が男女の関係という意味で好きだったはずの女性だ。

「しっかし、やっぱ、白猫を連れてきて正解だったわ。測量も索さく敵てきも戦せん闘とうもできるお前がいると、探索効率が段だん違ちがい……って、おい、どうした？　白猫。先に進むぞ？」

「…………」

　突然、妙みように口数少なくなったシスティーナを促うながし、グレンは先へと進む。

　順調に迷めい宮きゆうを進み、やがて、グレン達は地下13階の『愚ぐ者しやの墓場』へと到とう達たつする。

　そこは、大きな広間になっており、あからさまな石せつ棺かんが、ずらりと並んでいた。

「ほ、本当に……こんな所に『イヴ＝カイズルの玉薬』に必要な素材があるんですか？」

　もう嫌な予感がひしひしするその部屋の雰ふん囲い気きに、システィーナは及および腰ごしだ。

「ああ……〝二百年以上遺体が埋まい葬そうされている墳ふん墓ぼの塵ちり〟が要いる……そういった塵は、ある種の超ちよう自然的な力が宿り、天然の魔法素材になるからな。……結構、レア素材だ。今のこんな状じよう況きようじゃ、多分、ここでしか手には入らん……」

　グレンもどこか逃にげ腰だ。

「そ、そ、そうですよねぇ……仕方ないですよねぇ……」

「てなわけで！　白猫！　塵の採集はお前に全面的に任せ──」

「この卑ひ怯きよう者ものぉおおおおおおおおお──っ！」

　そんなこんなで。

　二人はおっかなびっくり石棺の蓋ふたを開け、塵を集め始める（極力、中身は見ない）。

「せ、セリカの研究によるとな……ここは古代時代、時の権力者に逆らった民衆を見せしめに処しよ刑けいした後、その死体を保存する場所だったらしくてな……で、魔術でその死体を操あやつって、同じく反逆する民衆と戦わせたとかなんとか……ははは……酷ひでぇ話だよな……」

「その話を、なんで今、ここでするんですか!?」

「俺一人だけ知ってて、怖こわい思いをするのは、ズルいだろッッッ!?」

　ぎゃーぎゃーと騒さわぎながら、妙に手早く塵を集める二人。

　一刻も早く、この部屋から出たいのである。

　だが、二人が今か今かと身構えていた『遺体が起き上がって、襲いかかってくる』……などという事態は、不思議と起こらず。

「「し、失礼しましたぁああああ──っ！」」

　素材を採取しきった二人は、逃げるように、その部屋を後にする。

　実は、その部屋、最初は確かに積年の怨えん嗟さと憤ふん怒ぬに満ちた魂たましいが縛しばり付けられた、酷ひどい不ふ浄じようの部屋であったのだ。

　だが、セリカの供養の魔術儀ぎ式しきによって、とっくに清められており……今は安らかに死者が眠ねむる、清せい澄ちようで安全な空間であることを、二人はまったく知らなかった。

　悪戯いたずら好きのセリカが、その情報を意図的に伏ふせたせいである。




「あー、怖かった……」

「やれやれだぜ……」

　素材を集めた二人は、今までの行程を逆ぎやく戻もどりする形で、帰路に就ついていた。

　帰りは楽なものであった。

　なにせ、ここまでの行程の地図は出来ているし、敵もあらかた倒たおしている。

　迷宮構造や敵配置が更こう新しんされるのは月初めだから、その心配も無い。

　行きの苦労が噓うそのような、楽な帰り道であった。

「このペースなら、大分、余よ裕ゆう持って帰き還かんできるな」

　システィーナが行きがけにマッピングした地図を眺ながめながら、グレンが呟く。

「ふふっ……後は、その『イヴ＝カイズルの玉薬』を調合するだけですね」

「……、……ああ、そうだな」

　システィーナはグレンの返答が一いつ瞬しゆん、間が開いたことに気付かない。

　そして、そのまま、二人はひたすら帰り道を行く。

　指先に灯ともした魔力の光を頼たよりに、薄うす暗ぐらい通路を、こつこつと靴くつ音おと立てて歩いて行く。

　それがあまりにも、手持ち無ぶ沙さ汰たな行程のせいだっただろうか。

「ねぇ、先生……セラさんって、どんな人だったんですか？」

　システィーナは、ぽつりと、そんなことを聞いていた。

「……ん？　唐とう突とつだな？　どうした？」

「えっ!?　あ、あれっ!?」

　どうしてそんなことを聞いてしまったのか、システィーナは自分でもよくわからなかった。以前、グレンの口からセラのことを聞かされても、「ふーん……よくわからないけど、私に似た想おもい人がいたのね」くらいにしか思わなかったのに。

　今は、さっきグレンの口からセラの名前がちらっと出たのを聞いて以来、そのセラという女性のことが、なぜか気になって、気になってしかたない。

　──ふうん、そう。貴女あなた、グレンのことが好きなのね？

　なぜか、不意に、イヴの言葉もシスティーナの胸の内で蘇よみがえって……

「べっ、別に、私、先生のことなんか、好きでもなんでもありませんッ！　勘かん違ちがいしないでくださいッ！」

「おわッ!?」

　突とつ然ぜん、顔を真っ赤にして叫さけぶシスティーナに、グレンが飛び上がる。

「な、何だよ、突然!?　つか、ンなこと、わかってるって!?　こんな狭せまい所で、いきなり大声出すな、耳が痛いてぇっつーの!?」

「ひゃうっ!?　わ、私、何を言って──ッ!?」

　自分の叫んだ内容に気づき、システィーナの頭がさらに沸ふつ騰とうする。

「あわ、あわわわわ……い、今のは何でもありませんっ！　忘れてくださいっ！」

　そして、急に何か居たたまれなくなって、システィーナが、だだっと駆かけ出した。

　ぐるぐると頭を巡めぐる、よくわからない熱くすぐったい感情を追い出すように、足を回転させ──システィーナは先の丁字路を右に曲がった。

「ッ!?　おい、バカ野や郎ろうッ!?　白しろ猫ねこ、そっちじゃねえ!?　そっちは──」

「ほ、放ほうっておいてくださいってば！」

　慌あわてたようなグレンの制止の声も無視して、とにかくグレンから離はなれようとして──

「……え？」

　不意に。

　システィーナは身体からだに無重力を感じた。

　気付けば、足あし下もとに、一瞬前まで、ちゃんとあったはずの床ゆかが──ない。

　迷宮の罠わな──落とし穴だ。

「──きゃあああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

「白猫ぉおおおおおおおぉぉぉぉぉぉ──ッ!?」

　暗い闇やみの底に落ちていくと共に、みるみるグレンの声が遠くなっていく。

「──くっ!?」

　無重力に身体を嬲なぶられ、パニックに陥おちいりかける理性を冷静に繫つなぎ──

「《三界の理ことわり・天てん秤びんの法則・律の皿は左さ舷げんに傾かたむくべし》ッ！」

　黒魔【グラビティ・コントロール】──重力操作の呪じゆ文もんを叫ぶ。

　システィーナの呪文は即そく座ざに効力を発揮し──落下速度が大きく減速。

　やがて……システィーナは、落とし穴の底へ、ゆっくりと着地した。

　頭上を見る。自分が落下してきた穴は、すでに噓のように塞ふさがっている。

　前後左右を見る。明らかに先ほど以上に入り組んだ、複雑な迷宮構造が広がっている。

（まさか……じゅ、14階に落とされた……ッ!?）

　その事実は、システィーナを戦せん慄りつさせた。

　地下迷宮は、一階層下るごとに、徘はい徊かいする守護者ガーデイアンの数や強さ、迷宮の規模、罠の凶きよう悪あくさが跳はね上がる。セリカも「まぁ、13階までなら、今のお前達二人なら、なんとか大だい丈じよう夫ぶだろ……14階は無理だろうけど」などと、出発前に言っていた。

　実際、グレンと二人での探たん索さく、13階は結構、ヒヤヒヤする展開が多かった。

　なのに──14階。しかも、たった一人で。

　システィーナが、先ほどとは打って変わって、寒いものに震ふるえていると。

『おい、白猫!?　大丈夫か!?　返事しろッ！　おいッッッ！』

　グレンと直通の宝石型通信魔導器から、切せつ羽ぱ詰つまった声が響ひびいてくる。

　システィーナは宝石を耳にあて、努めて冷静な声を演出して、言葉を返した。

「大丈夫です、怪け我がはありません」

『そ、そうか……良かった……焦じらせんな、馬ば鹿か野や郎ろう……』

「……それよりも……私が落ちたここは、どうやら地下14階みたいです」

『ちっ……くそ、やっぱりか……待ってろ、白猫。今、俺もそっちへ行く……って、この落とし穴、一度発動したら二度と発動しねーのか!?　パーティの分断を目的とした罠だな!?　なんて底意地の悪い……だったら、まず俺が……』

　早さつ速そく、グレンがシスティーナ救出の算段を付け始めるが。

「……先生、来ちゃ駄だ目めです」

　本当は今すぐ助けてと叫びたい気持ちを堪こらえ──システィーナは言った。

　今の自分が取るべき正しい選せん択たくを、冷静に選び取るために。

『はぁ!?　アホ言うなッ！　今、下に行く手段を考えて……』

「落ち着いてください。先生の『イヴ＝カイズルの玉薬』は調合できる時刻が儀ぎ式しき的に決まっています。先生はそれまでに学院へ帰還しなければならないんです。今の私の場所は14階のどこなのかすらわからない……私に構っていたら、凄すさまじいタイムロスになります。……間に合わなくなるかもしれません」

　事実だった。『イヴ＝カイズルの玉薬』には、作製可能な時間帯が決まっているのだ。それ以外の時間帯に調合しても、『イヴ＝カイズルの玉薬』にはならない。

「それに……13階ですでに手て一いつ杯ぱいの私達にとって、14階は単純に危険です。今の先生はフェジテの希望の星なんです。万が一のことがあったら絶対駄目なんです」

『だからと言って──』

「先生は私に構わず、そのまま地上を目指してくださいッ！　先生は私が作製した地図を持っているから、その通りに帰れば、一人でもすんなり帰れますからッ！」

『バカ野郎！　そりゃ、俺はいいが、お前はどうなるんだよ!?』

「私は……自分一人でなんとかしてみますから……なんとか階段を探して、13階まで到とう達たつしさえすれば……」

『無茶言ってんじゃねえよ！　そんなこと出来ると思ってんのか!?』

　どこまでもしつこく食い下がってくるグレンに。

「うるさいですねっ！　これは私の自じ業ごう自得なんですっ！　だから、先生は気にしないでくださいってば！　私は──私一人でなんとかしますからッ！」

『あっ!?　ザッ──お、おい──待っ──ザッ──な、なんザザザ──通信の調子がザザザザ──悪ッザザザザザザザ──……』

「えっ……？　せ、先生……？」

　通信の魔導器に聞き耳を立てるが、それきり、なぜか通信は途と絶だえてしまった。

　しん、と心臓を押し潰つぶしそうな静せい寂じやくが、システィーナをとらえる。

　先ほどまでの威い勢せいも、急激になりを潜ひそめてしまう。

　そして、その時、システィーナは自分の身体に起きる異変に気付いた。

　身体からマナが急速に抜ぬけていく感覚──

「う……まさか……ここは……ッ!?」

　ゼロマナ地帯。この地下迷めい宮きゆうには、時折、そう呼ばれる地域がある。

　文字通り、空間内包マナが０の地域であり、ここに踏ふみ入った者は、もの凄すごい勢いで身体からマナが抜けていき、急速に消しよう耗もうしてしまう。

　あのセリカをして「ゼロマナ地帯にだけは気をつけろ。マジでヤバいから」と、怖こわいくらい真しん剣けんな表情で警告を発するほどだ。

　突然、宝石型の通信魔導器が使えなくなってしまったのも──恐おそらく、これが原因だ。宝石内に内包された通信用マナが、あっという間に抜けてしまったのだ。

（……こ、このままだと、私……すぐに枯こ渇かつして、魔術が使えなくなって……）

　冗じよう談だんでしょ？　こんな危険な迷宮の奥で？　頼たのみの綱つなの魔術が使えなくなる？

　──死。

　不意に浮うかんだその一文字が、システィーナの脳のう裏りに強きよう烈れつに焼き付き、心臓を握にぎり潰す。

　動どう悸きが激しくなり、吐と息いきは過呼吸気味になり、全身からみるみる血の気が引いていく。

「……あ、諦あきらめるもんか……ッ！」

　弱気になりかける自分をすぐさま叱しつ咤たし、システィーナは覚かく悟ごを決めて歩き始めた。

　先ほどのシスティーナの言ったことは、確かに強がりもあったけど、事実でもある。

　ここでグレンの助けを期待することはできない。してはいけない。

　今のグレンはフェジテの希望だ。グレンだって、きっとシスティーナの救出より、自身の帰還を優先するはずだ。自分一人とフェジテでは比べるべくもないのだから。

　だから、この苦境は、本当に自分一人の力だけで切り抜けなければならないのだ──




　たった一人で、14階を突とつ破ぱすることを決意したシスティーナ。

　だが今、システィーナは、自分が14階というものを、まだまだ甘く見積もっていたことを痛感しつつあった。

「《集つどえ暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　これで、一体、何戦目だろうか？

　通常の三倍ほどのサイズがある巨きよ人じん型の守護者ガーデイアンへ、システィーナは全力で【ブラスト・ブロウ】を撃ちこむ。巻き起こる激風の破城槌が、石巨人の胸部を直ちよく撃げきして抉えぐり砕くだき、大きく仰のけ反らせる──が。

『ゴォオオオオオオオオオ──ッ！』

　その石巨人はまったく構わず、意外なほど素す早ばやい動きで両手を振ふり上げ、システィーナへ飛びかかってくる。

「くぅっ──《疾しつ風ぷうよ》ッ！」

　迫せまり来る巨体に対応し、システィーナは『疾風脚シユトロム』を発動。

　激風を纏まとって後方に飛び下がり、壁かべと天てん井じようを足場に蹴けって、さらに距きよ離りを稼かせぎ──

「《集え暴風・戦槌となりて・撃ち据えよ》──《打てツヴアイ》ッ！　《叩けドライ》ッ！」

　再び全力の【ブラスト・ブロウ】──今度は左手、右手、左手で放つ三連唱ラピツド・フアイア。

『ガァアアアア──ッ！』

　その怒ど濤とうの三連撃を喰らった石巨人は、今度こそバラバラに砕けて四散する。

　が──

　ズン……ズン……ズン……近づいてくる重い足音。

　さらなる石巨人の増ぞう援えんの気配が、迷宮の奥、通路の闇の向こう側から響いてくる。

「……くっ……」

　新手に捕ほ捉そくされないうちに、システィーナは急いでその場から走り去って行く。

「ごほっ……はぁー……、はぁー……、はぁー……」

　時折、足を止め、壁に身を預けて休みながら、システィーナは迷宮を進んでいく。

（こんな……こんなに……違ちがうの？　まるで別世界じゃない……ッ！）

　13階と14階では、明らかに危険度の桁けたが違った。

　ゼロマナ領域をいつ抜け出せるともしれず、上層に続く階段もどこにあるか不明。

　ならば、持久戦を見み越こして、体力と魔ま力りよくを温存……そんな甘い立ち回りが許される階層では、まるでなかったのだ。

　敵と遭そう遇ぐうすれば、常に全力で魔力を使わねば、瞬しゆん殺さつされてしまう。

　罠探知などの探索系魔術を常に使わなければ、すぐに致ち死し性の罠に搦からめ捕とられる。

　そして、ゴールの見えない、複雑極きわまりない迷宮構造。

　さらには、終わりの見えないゼロマナ領域。刻一刻と失われていくマナ。

　最も早はや、絶望的だった。

「……はぁー……はぁー……諦めない……諦めてたまるもんか……今の私は……以前までの……泣きべそばかりな私と……違う……ッ！　はぁっ……はぁっ……」

　目め尻じりに浮かぶ涙なみだを拭ぬぐい、歯を食いしばりながら、諦めずに進む。

　だが──

　死。死。死。

　さっきから頭にちらつくのはそんな文字ばかり──

「私は……こんなところで……死ねない……死ねないの……ッ！」

　持ちうる技術と知識を総動員して、システィーナは上層への階段がある可能性が高い方向へと、必死に進んでいく。

　……だが。

　その道のりはあまりにも険しく。その戦いはあまりにも厳しく。

「くぅっ……《紅ぐ蓮れんの獅し子しよ・憤ふん怒ぬのままに・吼ほえ狂くるえ》──ッ！」

『ゴォアアアアアアアアア──ッ！』

　疲ひ労ろうはどんどん蓄ちく積せきされ、魔力はみるみる失われていき──

　やがて。

　──幾いく度どかの戦いと、長い行程を超こえた果てに。

「ぜぇ……ぜぇ……はぁっ……はぁっ……あっ……ぐっ……ごほっ……ッ！」

　壁に寄りかかるように座り込んでしまうシスティーナ。

　限界だった。気が急いても精神こころと身体からだが動かない。最早一歩たりとも歩けなかった。

　そんな絶望感の沼ぬま底ぞこへ沈しずんでいくシスティーナに、さらに追い打ちをかけるように──

　ズン……ズン……ズズン……

　闇やみの奥の向こう側から、石巨人の足音が近づいてくる。

　その数は、一体や二体ではききそうになかった。

（う、噓うそ……私……本当に……こんな所で死んじゃうの……ッ!?）

　目前まで迫った色いろ濃こい死の影かげに、システィーナの心臓は最早、雑ぞう巾きんのように絞しぼり上げられ、悲鳴を上げている。恐きよう怖ふと疲労で、頭はぐるぐる、世界はぐらぐらと揺ゆれて、最早、何一つまともな思考を結ばない。

　やがて。

「あ……」

　システィーナは通路の前後から迫ってきた石巨人の群れに取り囲まれてしまう。

　眼前に立った石巨人の一匹ぴきが、その岩のような拳こぶしを振り上げて──

「た、助けて……」

　ついに今の今まで、必死に堪え、我が慢まんしていた台詞せりふが──

「助けて、先生ぇえええええええ──っ！」

　システィーナの口を突ついて出た──その時。

「あいよー」

　そんな間の抜けた言葉が、システィーナの傍かたわらを疾風のように駆かけ抜けていた。

「えっ？」

　何者かが駆け抜けざまに、システィーナをかっさらい、抱だきかかえて、そのまま疾風のごとく駆けて──その刹せつ那な。

　半はん瞬しゆん前、システィーナが居た場所を、石巨人が振り下ろした拳が叩く大音おん響きようが、迷宮内に響ひびき渡わたるのであった。

「せっ、先生!?」

「おらおらおらっ！　どけどけどけどけぇえええええええええ──っ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、システィーナを救ったその人物──グレンは、システィーナをそのまま抱きかかえ、石巨人達の足あし下もとを卓たく越えつした体たい捌さばきで抜けていく。

　当然、石巨人達は、そんなグレンへ向かって、拳や脚あしを振り落とす。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」

　だが、グレンは魔術で増幅エンハンスした身体能力をフル活用して、身を捻ひねり、石巨人の足を蹴って跳ちよう躍やくし、石巨人達の乱打を左右にかわしながら駆け抜けて──

「だらっしゃああああああああああああああああああああああああ──っ！」

　電光石火の早はや業わざで、石巨人達の群れを抜き去っていくのであった。

「ふぅ……間に合ったぜ……」

　そのまま走る速度を緩ゆるめず、グレンは真まっ直すぐと通路を進む。

「先生!?　どうしてここに!?」

　まったく予想だにしてなかったグレンの登場に、システィーナが目を瞬しばたたかせる。

「俺も、別の落とし穴を探して、この階層に下りてきたんだよ」

　グレンが憮ぶ然ぜんとしながら言う。

「お前が落ちた落とし穴に、比ひ較かく的てき近い場所にある落とし穴なら、お前の近くに降りられるだろ？　……それでも合流まで時間かかっちまったが」

「…………」

「ったく、迷子になったらその場で動くなっていう、常識を知らんのか？　勝手に動き回りやがって……」

　すると。

「どうして……来たんですか？」

　システィーナが、震ふるえながらそんな事を呟つぶやく。

「先生まで14階に来ちゃって……これで……帰れなくなったらどうするんですか？　間に合わなくなったらどうするんですか？」

「…………」

　また、グレンの足を引っ張ってしまった。システィーナは情けないやら恥はずかしいやらで、涙を浮うかべながら、自分を抱きかかえて走るグレンへ、訴うつたえかける。

「私が……私のせいで……だから……ッ！　だから、先生は私なんか見捨てて──」

　と、その時だ。

　ごつんっ！

「痛い!?　な、何をするんですか!?」

　グレンが、システィーナに頭ず突つきを振り落としていた。

「ったく、お前ってやつぁ……時々、ガキなんだか、大人なんだかわかんねぇなぁ」

　そして、呆あきれ顔で言うのであった。

「……台詞が違うだろ？」

「！」

　すると、システィーナは、はっとして、しばらく呆ほうけて……

「……あ、ありがとう……ございます……」

「正解だ」

　グレンはそんな言葉に、満足そうに、にやりと笑った。

「世話になった先生に、生徒が言う言葉なんざ、それで十分なんだよ」

　安あん堵どしたように、それでいてどこか皮肉げに微笑ほほえむグレン。

　システィーナはそんなグレンを直視できず、そのまま顔を伏ふせるしかなかった。

　……なんだか頰ほおが熱かった。




　結論を言えば……それから先は、意外なほど問題は無かった。

　13階と14階を繫つなぐ階段は、当然13階の未探たん索さく領域にある。その事実と、システィーナの14階の探索結果を重ねれば、階段の場所はある程度の予測はついた。

　ゼロマナ領域は、魔力容量キヤパシテイが大きい者ほど影えい響きようを受けやすく、小さい者ほど影響を受けにくいという特質があり、グレンにとっては、システィーナほど致ち命めい的ではない。
















　また、グレンが軍時代、ゼロマナ領域で戦せん闘とう活動するための、霊絡パスを閉じて身体から霧む散さんするマナを最小限に抑おさえる訓練を充じゆう分ぶんに積んでいたことも幸いした。

　徹てつ底てい的に効率と逃にげを重視して、帰り道の探索を根気よく続けて……

　ついに、二人は13階へと至る階段を発見することが出来たのであった。

　そして、そのままテンポ良く、12階、11階、10階と上がって行って。

　９階からは最短距きよ離りを一気に駆け上がり──

「……ま、時間ぎりぎりだな」

　最後の階段を上りきったグレンは、安堵の息を吐はきながら、最後の扉とびらを開く。

　開いた先は、学院校舎地下区画──『開かずの間』。

　今、スタート地点まで、ようやく帰き還かんしたのだ。

「ふぅ[image: ～][image: ～]、流石さすがに疲つかれたぜ……」

「あ、あの……先生……？」

　その背中には、今までずっとグレンに背負われていたシスティーナ。

　気まずそうに、つんつん、とグレンの背中をつついている。

「どうした？　白しろ猫ねこ」

「えっと……その……もう多分、大だい丈じよう夫ぶですから……自分で歩けますから……」

　そう促うながされ、グレンはシスティーナを背中から下ろした。

「あっ……」

　ぐらりとふらつくシスティーナ。消しよう耗もうした体力とマナがまだ完全には戻もどってはいないようだが……確かに、なんとか歩けそうな様子ではあった。

　二人は学院校舎の地下区画を後にし、校舎内を並んで歩いて行った。

　半日見ないうちに、学院校舎内の様子はがらりと様変わりしていた。

　廊ろう下か、教室内、その壁かべと天てん井じようのありとあらゆる所に、突とつ貫かん工事で描えがかれた魔ま術じゆつ法ほう陣じんが壁へき画がのようにびっしりと描かれている。

　これは、明日の決戦に備えての仕込みなのだ。

　どうやら、自分達が迷めい宮きゆう探索をしている間に、準備は万ばん端たんというわけらしい。

　窓から覗のぞく外は、すでに真っ暗──冷たい夜気が世界を支配する真夜中過ぎ。

　深夜ゆえに、校舎内はしんと静まりかえっているが、緊きん急きゆう的な寝しん所じよ代わりになっている教室からは、生徒達が眠ねむれぬ夜を過ごしているような気配がありありと感じられた。

「さて……俺は、これから最後の大仕事だ」

「『イヴ＝カイズルの玉薬』の調合作業ですね？」

「……、……ああ」

　システィーナの念押しに、一呼吸置いて神しん妙みように頷うなずくグレン。

　グレンにとっては、恐おそらく素材採集よりよほど困難な作業がこれから待っている。

「……先生？　……どうかしました？」

　どこか様子の変なグレンに気付き、システィーナがその横顔を見上げてくる。

「……うんにゃ、なんでもねーよ。これ、残業手当て出ねえかなぁー？　なぁんて」

　いつも通りを装よそおい、グレンは肩かたを竦すくめて、おどけてみせた。

「もうっ！　こんな時までふざけて！　わかってるんですか!?　あの魔人を倒たおせるかもしれない手段は、先生の『イヴ＝カイズルの玉薬』しかないんですからね!?　作製失敗しました～っ！　じゃ、きかないんですからねっ!?」

「……わかってるさ」

「……？」

　やはり、どこか覇は気きのないグレンの様子に、システィーナも訝いぶかしく思ったようだ。

「あの……先生……その……私も手伝いましょうか？　なんだか、今の先生……」

「………………」

　すると、グレンはしばらく、システィーナの顔を、横目でじっと見つめて。

「……いや、いい。これは俺だけの戦いだ。お前にできることは何もねーよ。気持ちだけありがたく受け取っておくぜ」

　そう言って、グレンはシスティーナに背を向け、学院の魔術薬調合室へ向かい始める。

「ふっ……お前はもう寝ねてろ。明日の昼までに体調を万全にしなきゃなんねーだろ？」

「は、はい……その……わかりました……」

「今日はありがとうな。色々助かったよ……最後はアレだったけど」

「うっ……す、すみません……足を引っ張ってしまって……」

「気にすんな。アレのタイムロスをさっ引いても、お前がいなかったら、きっと間に合わなかったよ。こうして『イヴ＝カイズルの玉薬』を調合できるのは、お前のおかげだ。……無む駄だにはしねーよ」

　ふっ、と。グレンはシスティーナに顔だけ振ふり返って、微笑みかけ。

　そして、また歩き始める。

「頑がん張ばってください、先生……」

　グレンと別れ、システィーナは、その背中を見送る。

　なぜだろう。そのグレンの背中はいつもより……とても小さく見えた。




　システィーナと別れた後、グレンは早さつ速そく、魔術薬調合室に籠こもり、調合準備を始めた。

　調合台の上に、各種、材料と道具を並べていく。

　立てた蠟ろう燭そくに火を灯ともし、それだけを明かりとして、瞑めい想そうを始める。

　ゆらゆら揺ゆれるか細い火の光が、魔物のような陰いん影えいを写して蠢うごめく部屋の中心で。

　グレンはその時が来るのを……気を落ち着かせながら待った。

　ゆるり……ゆるりと……時間は流れていき……

　台の上に載のせた懐かい中ちゆう時計が、かちかちと静かに時を刻む音が、無音の部屋に響き続け。

　やがて……その時は……来る。

「……調合式、開始」

　目を開いたグレンは、早速『イヴ＝カイズルの玉薬』の調合に取りかかるのであった。

「〝第７の日は、戦天。刻限は２の時。……共に主しゆ催さいするは、イシェル〟」

　グレンは特とく殊しゆなルーンが刻まれた乳にゆう鉢ばちと、乳棒を手に取った。

「〝二百年以上遺体が埋まい葬そうされている墳ふん墓ぼの塵ちりを３、微み塵じんにした不凋花アマランスを２、木き蔦づたの葉の砕くだいた物１、細さい粒りゆうの塩１。是それらをイシェルの日、イシェルの刻限にて混ぜ合わせる。調合した粉薬の上でヴァルの印を結び、シスの記号を刻み込んだ鉛なまりの小箱に封ふう入にゆうする──〟」

　散々脳に刻み込まれ、最も早はや忘れようもない調合式を口ずさみ、淡たん々たんと作業を開始する。

　魔術儀ぎ式しき的な手法に則のつとった取り方で材料を摘つまんで、乳鉢の中に少しずつ入れ、乳棒で決められた動きと回数ですり混ぜながら、さらに少しずつ、素材を追加していく。

　手慣れたものだ。調合手順に何の淀よどみもない。余よ程ほど、調合慣れしているのだろう。

　シャリ、シャリ、シャリ……調合室に響ひびき渡わたる、淡々とした作業音。

　時折、揺れる蠟燭の火。部屋内の陰影がまるで魔物のように揺れる。

「〝──作製した粉薬１に対し、白はく炎えん綿３、氷ひよう晶しよう水を──〟」

　調合作業は淡々と、何の滞とどこおりもなく進んでいく。

　だが──その時だった。

　ふと、グレンは──気付いた。

「──ッ!?」

　手が。自分の両手が。

　いつのまにか──血でべったりと、染まっていたのだ。

「う、うぉわぁあああああああああああああああ──ッ!?」

　思わず悲鳴を上げて、その場から飛び下がる。

「はっ……はっ……はっ……ッ!?」

　全身から噴ふき出す冷たい汗あせ、悲鳴を上げる心臓。過呼吸に遠くなりかける意識。

　それらを堪こらえ、もう一度、手を蠟燭の光に晒さらしてよく見ると……

「…………」

　別に普ふ通つうだった。その両手に、血など一いつ滴てきたりともついていなかった。

「……錯さつ覚かくかよ、ド畜ちく生しよう……」

　グレンは溜ため息いきをついて、悪態を突ついた。

　残念ながら、今の調合は失敗だ。完全に手元が狂くるった。『イヴ＝カイズルの玉薬』は調合式が完結するまでは、かき混ぜる回数や力加減の調節すら必要な、非常にデリケートな試薬なのだ。こうなっては最初からやり直すしかない。

「はぁ……」

　グレンは深い溜息を吐き、陰いん鬱うつな気分で、再び調合台の前に立つ。

（俺は……本当に『イヴ＝カイズルの玉薬』を調合できるのか？）

　不意に、そんな不安がグレンを苛さいなんだ。

　──こんな力を生み出して、使ってしまった俺は、もう戻れない……いつか、必ず道を間ま違ちがえて外げ道どうに落ちる──

　そう思い悩なやんでいた、かつての自分に、

　──どんな力を使っても、グレン君は間違えないよ。もし間違えそうになった、その時は……きっと、私がグレン君を連れ戻してあげるから──

　そう言ってくれた人は……もう居ない。

（くそが……何、ウジウジしてんだ……ッ！　今の所、このクソッタレな粉薬しか、あの魔人への対たい抗こう手段がないんだぞ!?　ぐたってる場合か!?　やれ、やるんだ！　とにかく作れッ！　それしか道はねえんだッ！）

　ぱんっ！　と頰を張って、気合いを入れ直して。

　グレンは再び、最初から調合に取りかかるのであった。

「〝第７の日は、戦天。刻限は２の時。……共に主催するは、イシェル〟……」

　…………。

　……。

　グレンは必死に調合作業を続けた。

　気合いを入れ、歯を食いしばり、時に爪つめの間を針で刺さして。

　だが……どうしても駄だ目めだった。

　調合の途と中ちゆうで、どうしても手が震ふるえてくる。

　それだけならまだしも、妙みような錯覚、幻げん聴ちようにも苛まれる。

　部屋の隅すみ、闇やみの中から、血に濡ぬれた怨えん嗟さの目が自分を見つめているような幻覚。

　よくも、殺してくれたな……突とつ然ぜん、耳元で恨うらみ言が聞こえてくる幻聴。

　窓の外に、亡もう者じやの群れが張り付き、入って来ようとしているような幻視。

　突とつ如じよ、骨の手が自分の足を摑つかんできたような錯覚。

　その度たびに、手元が狂い、調合はあえなく失敗してしまう。

　時間と素材だけが……無駄に浪ろう費ひされていく。

「うぉおおおおおおおおおお──ッ！　寄るなぁああああああああああああ──ッ！」

　そして、『イヴ＝カイズルの玉薬』の最初の犠ぎ牲せい者しやである邪じや教きようの教祖が、全身を腐ふ乱らんさせた死者の姿で、グレンの目の前に現れた時。

　ついにグレンは耐たえきれず、乳鉢を摑み、その教祖へと投げつける。

　当然、その幻まぼろしは次の瞬しゆん間かん、霞かすみと消え……乳鉢が壁で割れ砕ける音だけが、空むなしく響いた。

「くそ……ッ！　くそ、くそ、くそ……ッ！」

　グレンは頭を抱かかえて、椅い子すに座り込んだ。

　……まるで、調合式を完結させられる気がしなかった。

「時間もねえ……ッ！　素材もねえ……ッ！　一体、俺は何やってんだ……ッ！」

　悲痛な叫さけびが調合室内に木霊こだまする。

「お前は生徒達あいつらを守るんだろ!?　そのために何でもするって決めたろ!?　何、いつまでも引きずってやがる!?　いい加減にしろ、この弱虫クソ野や郎ろうがッッッ！」

　そして、グレンは悲ひ壮そうな表情でフラフラと立ち上がり……新しい乳鉢を用意する。

「はぁ……はぁ……やるぞ……時間制限的にも、残りの素材的にも……多分、次が最後のチャンスだ……最後だ……」

　震える手で、グレンが構え……

「〝第７の日は、戦天。刻限は２の時。……共に主催するは、イシェル〟……ッ！」

　最低最悪の気分で、まるで成功する気がしない絶望感の中、グレンが最後の調合に立ち向かおうとした……その時だった。

「誰だれだ!?」

　気配を感じて、グレンが振り返る。

「……先生……」

　開いた扉とびらの向こうに立っていたのは、システィーナであった。

　グレンは慌あわてて平静さを取り繕つくろい、システィーナに向き直る。

「……お、おいおい……お前、まだ起きてたのか？　ばーか、ガキは早く寝……」

「すみません……あの……ずっと見てました……先生の様子……」

「…………」

「覗のぞき見するつもりはなかったんですが……その、お夜食を届けようと思っただけで」

　システィーナの手には、サンドイッチと紅茶の載のったトレイがあった。

「……話して……くれませんか？」

　そんなシスティーナの、気き遣づかうような優やさしい言葉に。

　グレンは観念したようにシスティーナを室内に招き入れ、深く椅子に腰こしかけて白状するのであった。

「ぶっちゃけると……情けねー話、〝怖こわい〟んだよ……この粉薬を調合するのがな」

　対面で静かに耳を傾かたむけるシスティーナに、グレンは語った。

　自分にとって『イヴ＝カイズルの玉薬』が、どういう代しろ物ものなのか。

「こいつは……俺の軍時代の暗黒面の象しよう徴ちよう……俺自身すら気付かなかった殺意と悪意から生まれた……どうしようもない負の遺産なんだ……」

　以前、アルベルトが愛用の銃じゆうを持ってきた時、どうせなら『イヴ＝カイズルの玉薬』も持ってきてくれればと思ったことがあるが……なんていう虚きよ勢せいだったことか。

　きっと、アルベルトはこうなることがわかってて、だから敢あえて、銃だけしか持ってこなかったのだ。あの男なりの不器用な気遣いだったのだ。

「こいつを使っちまうと……もう二度と戻もどって来られなくなる気がする……何か歩いている道を、致ち命めい的に間違えちまうような気がするんだ……ただの被ひ害がい妄もう想そうだって、頭ではわかってるんだけどな……」

　そして。

　道を間違えたら、その道を正してくれる……そう言ってくれた人は、もういない。

「はっ……笑えよ……ガキみてーだって……」

　グレンが自じ嘲ちよう気味に零こぼし、力なく肩かたを落とした……その時だった。

「そうですね。先生って、本っ当に、たまに子供みたいですね」

　システィーナが、グレンの予想以上に、ばっさりと断じるのであった。

　事実その通りなので、グレンはがくりと頭を下げて凹へこむしかない。

　だが──

「でも……今度は、私が助ける番かな」

　システィーナはそんなことを言ってグレンに身を寄せて……

「調合の手順を教えてください。……私と一いつ緒しよに調合しましょう？」

　グレンの手を取り、グレンを真まっ直すぐ見つめて、穏おだやかに微笑ほほえむのであった。

「心配しないでください。私が見てますから。……大だい丈じよう夫ぶです。何があっても、先生は道を間違えたりなんかしません。だって、私達の自じ慢まんの先生なんですから」

「…………」

「もし、先生が道を間違えそうになったら……私が手を引いて連れ戻してあげますから。私達が、きっと先生を善き道へと導きますから……だから……」

　グレンはそんなシスティーナの笑顔を眩まばゆいもののように見る。

　微笑むシスティーナに、懐なつかしい在りし日の彼女セラの姿が、強きよう烈れつに被かぶる──

「お、おう……」

　気付けば、グレンは自分でも意外なほど、素直に頷うなずいていたのであった。




「〝二百年以上遺体が埋葬されている墳墓の塵を３、微塵にした不凋花アマランスを２、木蔦の葉の砕いた物１、細粒の塩１。是らをイシェルの日、イシェルの刻限にて混ぜ合わせる。調合した粉薬の上でヴァルの印を結び、シスの記号を刻み込んだ鉛なまりの小箱に封ふう入にゆうする──〟」最後に残された時間、最後の素材で『イヴ＝カイズルの玉薬』を調合する。

　もちろん、主に手を動かすのはグレン。

　システィーナはその隣となりに寄り添そい、グレンの手つきを見守るだけだ。

「〝──作製した粉薬１に対し、白はく炎えん綿３、氷ひよう晶しよう水を──〟　……くッ!?」

　時折、グレンの手が震え始め、手元が狂いそうになる。

　だが、その都度──

「……大丈夫、大丈夫ですよ、先生」

　その震える手に、システィーナは優しく自分の手を重ねる。グレンの調合の邪じや魔まをしないよう、羽毛をのせるように軽く触ふれるように重ね、温かさをグレンに伝える。

　やがて、グレンの手の震えが止まると。

「……、〝……白炎綿３、氷晶水１を加え、緑ろく青しようの浮ういたナイフで切るように混ぜる。その都度、四回。ヨトのルーンを描えがく──〟」

　グレンは再び、深呼吸をして、調合作業を続ける。

　ぴたりと寄り添うシスティーナの身体からだから伝わってくる温ぬくもりのせいだろうか。

　妙な幻覚や幻聴は、噓うそのようにない。

　今にも崩くずれそうな崖がけっぷちを、一人で目を瞑つぶって歩くような不安感はもう無かった。

　その後も、複雑怪かい奇きな調合手順は、順調に消化されていき……

　そして……

「〝──以上。３と３と３の工程を以もつて、『イヴ＝カイズルの玉薬』の完成とす〟」

　最初の悪あく戦せん苦く闘とうぶりがまるで噓のように、グレンは調合式を完結させるのであった。

「ふぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]」

「お疲つかれ様でした、先生」

　ルーンの刻まれた小こ瓶びんに詰つまった『イヴ＝カイズルの玉薬』を前に。

　大きく息を吐はいて汗あせを拭ぬぐうグレンを、システィーナが微笑みながらねぎらう。

「た……助かった……マジで助かった……お前のおかげだ、白しろ猫ねこ……」

「ふふっ……本当に世話が焼ける人なんだから」

　そう語るシスティーナの表情はどこまでも優しかった。

　普ふ段だんの何かとすぐ説教して、眉まゆ根ねがつり上がる様がまるで噓のようだ。

「……な、なんですか？　私の顔に何かついてます？」

　淡あわい明かりの中、グレンがじっと見てくることに気付いたシスティーナが、気まずそうにたじろぐ。

「……いや。その……やっぱり、お前、セラに似てるなぁって」

「えっ!?」

　忘れかけていた話題に、システィーナがどきりとする。

「……気分を悪くしたらすまん。セラとお前が違ちがう人間だってことも重々承知だ。表面上の性格や口調はむしろ真逆と言っていい。でも……なんつーか……セラとお前は、根本的にそっくりっていうか……」

「た、例えば……？」

「お人ひと好よしでお節せつ介かい焼やきで、説教臭くさい。おまけに、要所要所で微び妙みように詰めが甘く、おっちょこちょいだから、不安で目が離はなせん……今日の遺い跡せき探たん索さく中のお前みたいにな」

「う、ぐ……ッ!?」

　たちまちムカムカしてくるが、まったく反論できなかった。

「でもな……本当に頼たよりになるやつだった。あいつが傍そばにいるだけで安心できた」

「！」

「俺とあいつの関係は……なんつーか持ちつ持たれつで……まぁ、なんだかんだで、いいコンビだったんじゃねーか？　アルベルトがムカつくけど頼れる兄貴分だとしたら……セラは放ほうっておけない年下みたいな姉貴って感じで」

「先生……？」

「そうだな……あの頃ころは……しんどいことばっかだったけど……それでも……」

　どこか懐かしそうに遠い目をするグレンに、システィーナは押し黙だまる。

　今、グレンは一体、何を見ているのだろうか。

　穏やかだが、どこか寂さびしそうで……何と声をかけてあげたらいいのかわからない。

　やがて、グレンはふっと笑って、立ち上がった。

「……ありがとうな、システィーナ。……何か吹ふっ切れたわ。『イヴ＝カイズルの玉薬』は、確かに俺にとっては血ち塗ぬられた力だ……あいつセラが見てくれてない世界で使うなんて、とんでもないって思ってた……でも……」

「でも？」

「お前のおかげで思い出したよ……お前に、ルミア、リィエル……そして、生徒達あいつら……この世界で俺を見てくれているやつなんて、実はいっぱい居たんだよな……」

「…………」

「俺はもう迷わん。この『イヴ＝カイズルの玉薬』を使う。この力で……あの魔ま人じんをブッ倒たおす。そして、フェジテを……お前達を守る。……それでいいんだろ？」

　そんな風に穏やかに語り、見つめてくるグレンに、その時、システィーナは胸中が甘く高く疼うずくのを感じた。

　この感情は一体、何なのだろう？

　もうほとんど答えが出ているような気もするが、何せこんな気持ちになったことは、人生初めての経験──幼い頃、レオスに憧あこがれを抱いだいていた時すら感じなかった感覚だ。

　もう少し、ゆっくりと、その正体を確かめたい……そんな風に思った。

（セラさんも……こんな気持ちだったのかな……？）

　未まだ見ぬ人へ、システィーナは不思議な共感を覚えるのであった。

「さてと……なんか、安心したら、腹減ったなぁ[image: ～][image: ～]」

　途と端たん、こんなデリカシーのない、気の抜ぬけた台詞せりふだ。

　甘い気分がたちまち吹き飛んでしまう。

「まったくもう……はぁ～……さっきも言ったけど、一応、夜食を作ってきたんですけど……今からでも食べます？」

「お、食べる食べる！　サンキューッ！　白猫ちゃーんっ！」

　こうして。

　テーブルに座って、随ずい分ぶんと遅おそい夜食を摂とり始める二人。

　手作りのサンドイッチをがつがつと遠えん慮りよ無くむさぼるグレン。

　システィーナはその正面に座り、両手で頰ほお杖づえをつき、そんなグレンの様子を、穏やかに見守り続けるのであった。




　そんなグレンとシスティーナから、扉とびらを一枚挟はさんで部屋の外。

（……良かったね、システィ……）

　扉に背をつけていたルミアが、音を立てないように、そっとその場から離れていく。

（グレン先生は……うん……システィがついていれば、もう大丈夫だね……）

　どこか……胸の奥底のどこかが、ほんの少しだけ痛むが……それは気のせいだ。

（うん……お似合い……あの二人はとっても、お似合い……）

　これは元々、ルミアが望んだ展開のはずなのだ。

　だから、そんな痛みは錯さつ覚かくだ。気のせいなのだ。

（もう……思い残したことは……本当に何もないかな……）

　昼間のグレンの妙みような様子だけが気がかりだったが、それはもう解決した。

　後は……自分が決断をするだけだ。

（もう……先生にも、システィにも、リィエルにも……そして皆みんなにも。これ以上、辛つらい思いはさせない……私が守る……私が救う……ッ！）

　意を決して。

　ルミアは校舎を後にし、暗い学院敷しき地ち内を北に向かって歩いて行く。

　確固たる意思を漲みなぎらせながら、歩を進め……やがて、ルミアは鬱うつ蒼そうと深く暗く茂しげる、北の迷いの森の入り口へと到とう達たつする。

　肌はだ寒ざむいしんとした静せい寂じやくが支配するその世界を背に。

『……来たわね』

　その待ち人はいた。樹木の傍かたわらに、ひっそりと佇たたずんでいた。
















「ナムルスさん……」

　昨夜、ルミアはナムルスから密ひそかに伝えられたのだ。

　……あらゆる覚かく悟ごが決まったら、ここに来い、と。

『どう？　人間を辞やめる覚悟は決まった？』

　固い声で、ナムルスはルミアに覚悟を問うてくる。

「はい」

『自分の命を、皆のために捧ささげる覚悟は決まった？』

「……はい」

『そう』

　ルミアの揺ゆるぎない返事に、ナムルスがそっと近づいてくる。

『なら──』

　ナムルスが、その手をルミアに差し出して。

　そして──

　…………。

　……。








第四章　空の戦い









　──その日。

　宵よい闇やみのベールがようやっと上がり、無限にも思われた長い夜が──ついに明ける。

　いつもなら、夜明けと共に活気に満ちていくフェジテだが、今日に限っては通りに人っ子一人の姿すら見えない。空くう虚きよな寂せき寥りよう感が支配する静寂の朝だ。

　昨日から警けい邏ら庁が、徹てつ底てい的に避ひ難なん勧かん告こくをフェジテの街の隅すみ々ずみまで告知し、今、ほとんどの住民が、その住居の地下室や公こう共きよう施し設せつの避難所へと退たい避ひして息を潜ひそめている。

　もっとも──【メギドの火】の前に、そんな避難など焼け石に水だろうが。

　暁ぎよう天てんを仰あおげば、曙しよ光こうを受けて淡く輝かがやく幻まぼろしの天空城。

　そして──同じ空にその威い圧あつ的な存在を主張する《炎ほのおの船》。

　その紅あかい船体が、朝日の光を照り返し、その禍まが々まがしい偉い容ようを明らかにする。

　息を潜めるような静寂の中、時間はゆるり、ゆるりと経たっていく。

　そして、その息いき詰づまる静寂の支配は、フェジテの住民達の縋すがるような祈いのりを一身に受ける、アルザーノ帝てい国こく魔術学院とて例外ではなかった。

「…………」

　東西南北の魔術学院校舎の、屋上や中庭、その周辺に。

　今日のフェジテ防衛戦に参加する大勢の生徒達と、学院教師陣じんが整然と整列している。

　生徒達は全員、学院の倉庫から蔵出しされたマントコート状の『魔導士のローブ』と、細剣レイピアのような『魔導士の杖つえ』を装備している。

　このローブには、強固な防ぼう御ぎよ加護と身体能力強化が永続付呪パーマネンスされており、さらに自分自身でも魔術的防御をありったけ重ね、戦せん闘とう準備は万ばん全ぜん。

　来たる決戦の時を、今か今かと緊きん張ちように強こわ張ばった顔で待ち構えていた。




　学院校舎北館屋上にて──

「なぁ……本当にハーレイ先生の作った結界……大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「……さあね」

「俺達、ひょっとして何もできずに、綺き麗れいさっぱり蒸発しちまうんじゃ……？」

　周囲に肩かたを並べる生徒達の中、落ち着き無く杖をいじるカッシュが、隣となりに静かに佇むギイブルに声をかける。

「ふん……怖こわいのか？　なら、地下の臆おく病びよう者もの共みたいに、引っ込んでろよ」

「う、うるせえッ！　そんなんじゃねーよ！」

　すると。

「ふはははははははは──っ！　まぁ、安心したまえ、君達ィッ！」

「げぇっ!?　シュウザー教授!?」

　ばさりと白衣を翻ひるがえして現れたのは、蛮ばん族ぞくのように髪かみを振ふり乱した眼帯の男──アルザーノ帝国魔術学院きっての変態マスター、オーウェル＝シュウザー魔導工学教授であった。

　研究に夢中で一昨日おとといの騒そう動どうにまったく気付かなかったらしいオーウェルも、昨日、この事態を知るや否いなや、頼たのむから何もするな、引っ込んでいてくれ、という周囲の悲痛で切実な反対を押し切って、参戦を表明した次し第だいであった。

「ハーレイ先生とクリストフ少年の仕事ッ！　実に完かん璧ぺきだったッ！　それはこの天才魔導工学教授オーウェル＝シュウザーが保証しようッ！　最新の魔術は大得意だが、昔の古い魔術はサッパリな私には成せない偉い業ぎようだったぞッ！　安心するがいいッ！」

「は、はぁ……」

「それに心配するなッ！　このかつてない苦難に際し、女王陛下に忠誠を誓ちかう一魔術師として、この私が諸君らの力となることを約束しようッ！　これを見たまえッッッ！」

　ばっ！　と。オーウェルが傍らにあった何かにかかっていたカバーを取り払はらう。

　中から現れたのは──

「この私が魔導工学の粋すいを尽つくして作った、スーパー魔導人形ッ！　その名も『グレンロボ』だァアアアアアアアア──ッ!?」

　直方体の胴どう体たいに腕うでと足、円えん筒とう型の頭部に三角の目鼻、申し訳程度の後頭部の尻しつ尾ぽ髪かみ……いかにもそこらのガラクタで適当に作りました感のある、ポンコツロボットであった。

　そんなロボットが、グレンと同じ服を無理矢理着せられ、突つっ立っていた。

『馬ば鹿か騒さわギハ、終しまイニシヨーゼ』

「うわぁ……しゃべったぁ……」

「ふっ、一いち目もく瞭りよう然ぜんだろうが、これは我が最大の好敵手ライヴアルにて心友ソウルフレンド、グレン先生をモデルにした半自律型戦闘用魔導人形でなッ！　まるで頼たよれるグレン先生が君達と一いつ緒しよに戦ってくれているような安心感を与あたえてくれる、最強のロボなのだッッッ！」

『俺ノ生徒ニ手ェ出シテンジャネーヨ』

「……グレン先生、怒おこるぞ、これ……」

　カッシュやギイブルを筆頭に、その場に居合わせた者達は皆、ドン引きであった。

「今日の戦いのため、昔、私が帝国軍から横流ししてもらった二十体の軍用魔導人形をバラして、急きゆう遽きよこのグレンロボを組み上げたのだッ！　このグレンロボがいる限り、君達は大船に乗ったつもりでいるがいいッ！　フゥハハハハハハハハハハ──ッ！」

　その矢先、ロボの右腕が、付け根からボトリと落ちる始末である。

「まったく安心できない……」

「ていうか、その二十体の魔導人形をそのまま実戦投入した方が良かったんじゃ？」

　オーウェル＝シュウザー。若手では間ま違ちがいなく、ハーレイに匹ひつ敵てきする天才だが、どうにもその才能を費やす方向性が間違っているきらいがある。

　最も早はや、戦う前から不安しかない生徒達は、溜ため息いきを吐つくしかなかった。




　学院校舎東館屋上にて──

「しかしまぁ、とんでもないことになったねぇ、ツェスト君」

「まったくですな、学院長」

　東館の前線指揮官を務めるツェスト男だん爵しやくとリックが、しみじみ言葉を交かわしている。

「この歳としになって、まさかこんな鉄火場とはね……若い頃ころの装備を引っ張り出す羽目になるとは思わなかったよ……」

　リックは太たい鼓こ腹ばらの腰こしに吊つった一ひと振ふりの古びた長ちよう剣けんをつつく。何かの魔剣のようだった。

「ほう？　業わざ物ものですな？」

「ふふっ……遺い跡せき荒あらしのヤンチャ坊ぼう主ずだった頃は、これでブイブイ言わせたもんじゃ」

　照れ臭くさそうに、昔の武勇伝をちらりと仄ほのめかすリック。

「──して、学院長殿どの。おほん」

　ツェストが居住まいを正し、リックに問う。

「そちらのお美しいお嬢じようさんは一体、どこのどなたなのですかな？」

　見れば、リックの傍らには、十一、二歳ほどの小こ柄がらな少女が寄り添そっていた。

　水色に輝く長い髪、清せい楚そな身体からだの線を否いや応おうなく強調する極ごく薄うすの衣ころもをゆるりとまとった絶世の美少女だ。透すき通るような白しら肌はだと尖とがった耳が特とく徴ちよう的で、一体、彼女は何者なのかと、同じ屋上に居合わせる誰だれもがちらちらと、その場違いな少女を見つめている。

「ひょっとして学院長のお孫さんですかな？」

「うんにゃ、違うよ」

「ああ、成る程ほど！　お子さんですか！　いや、その歳にしてなかなかやりますな！　それにしてもなんて可か憐れんな……ハァ、ハァ……この帝国紳しん士したる私に、是ぜ非ひ紹しよう介かい──」

　ツェスト男爵が息を荒あらげ、爛らん々らんと光る目でその少女を見つめた……その時だ。

『セルフィです。……彼の妻です』

　無む垢くな笑え顔がおの少女が透き通るような声で言って、リックの腕にぎゅっと組み付いた。

　その瞬しゆん間かん、ツェスト含ふくめ、その場の空気が凍こおって──

「「「「犯罪だぁああああああああああああああああああああ──っ!?」」」」

「「「「お、お巡まわりさーん!?　こっちです!?」」」」

「ち、違う！　違うぞ、諸君！　彼女は人ではないッ！　水の精せい霊れいなのだよ!?　現役時代、わしが精霊使いだったことは知っておろう!?　この子はわしの若い頃の冒ぼう険けん仲間で人の何倍もこの世界に存在しているのだぞ!?　合法だ、合法！」

「だからって、学院長ぉおおおお─ーっ?!　羨うらやましすぎ──じゃない、倫りん理り的に許されないでしょぉおおおおお──ッ!?　おのれ、見み損そこなったぞこのロリコンめッ!?　私が帝国貴族の威い信しんをかけて、成敗してくれるわぁあああああ──ッ!?　そして、その子の支配契けい約やくを奪うばってやるぅうううううううう──ッ!?　紳士としてッッッ！」

「ちょおおおッ!?　ツェスト君!?　相手が違う！　相手が違うぞぉおおおッ!?　ちくしょう、だから、学院で召しよう喚かんしたくなかったんだわいッ！」




　学院校舎西館屋上にて──

「まったく……北と東の校舎は騒さわがしいな……緊きん張ちよう感がない、緊張感が！」

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せながら、西館の前線指揮官ハーレイが苛いら立だち混じりに言った。

「魔ま術じゆつ師したる者、常に冷静であることは基き礎そ中の基礎だろうに！」

「まぁまぁ、ハーレイ先生」

　そんなハーレイを、生徒会長リゼが宥なだめる。

「おかげで、西校舎の人達は良い感じで緊張が解ほぐれているかと」

「惰だ弱じやくな！　そのような精神的な問題で力を発揮できぬなど魔術師の風上にも置けん！」

　相変わらずのハーレイに苦く笑しようしながら、リゼが隣を見やった。

「それにしても……貴方あなたまで参戦してくれるとは思いませんでした、ジャイル君」

「ちっ……」

　そこにはいかにも強面こわもてで魔術師らしからぬ隆りゆう々りゆうとした体格の不良生徒──ジャイル＝ウルファートが腕うで組ぐみし、あぐらをかいて堂々と座っていた。

　肩に担かつぐは片手半剣バスタードソード。頑がん丈じようそうな拵こしらえのその剣自体に特とく殊しゆな魔力はなさそうだが、なんだか妙みように使い込まれており、性能以上の凄すごみを感じさせる。

「まさか貴方がそれほど、愛校心に溢あふれていたとは」

「二組のルミア＝ティンジェルには魔術競技祭での借りがあるからな。返すだけだ」

　ぶっきらぼうにリゼへ返し、もう話しかけるなとばかりに目を閉じる。

「ジャイルさん……やはり、噂うわさほど悪い人物ではなさそうですね」

「ったく、女ってのは、いちいちピーチクパーチクうるせぇ……少し黙だまってろ」

「ふふっ……ここの担当は、皆みんな、くせが強いですね」

　言葉で凄むジャイルに、リゼは苦笑するしかない。




　そして、学院校舎南館屋上にて──

「う、うぅ……緊張……してきましたわ……や、やっぱり止やめた方が良かったのかも」

「大丈夫よ、ウェンディ」

　震ふるえ始めるウェンディに、テレサが優やさしく話す。

「システィーナやギイブルの陰かげに隠かくれてますけど、本当は貴女だって強いんですよ？　この屋上迎げい撃げき組に選ばれているのがその証しよう拠こです」

　今回の作戦において、屋上の迎撃組は、アルベルトやバーナードが実際に実力を確かく認にんして、『実戦で使い物になる』と判断された生徒達のみなのだ。

「貴女は要所でドジさえしなければ、いつでも首席を狙ねらえる実力なんですよ？　ドジさえしなければ」

「う、うるさいですわねっ！　ドジを強調しないでくださいまし！」

「私がウェンディの傍そばにずっとついていますから。だから……この戦いを一緒に生き残りましょう？　ね？」

「……当然……ですわ」

　微笑ほほえむテレサに、ウェンディは力強く頷うなずいた。

「はぁ……それにしても」

　そして、ウェンディはちらりとある方向を流し見る。

「…………」

　その視線の向かう先に居たのはイヴだった。

　まったく覇は気きなく突っ立っており、左手を握にぎったり開いたりして、それをぼんやりと眺ながめ……時折、拗すねたような溜息を吐いているばかりだった。

「ここの前線指揮官……イヴさんでしたっけ？　覇気もやる気もありませんし……おまけに暗いですし……あの人、本当に大丈夫なんですの？　頼りになりますの？」

「一応、特務分室の室長……バーナードさん達のリーダーって聞きましたけど……」

「ええっ!?　あの方が室長ですって!?　室長って、バーナードさんかアルベルトさんじゃありませんでしたの!?」

　そんな素すっ頓とん狂きようなウェンディの声が上がっても。

（……ふん。……私なんかどうせ……）

　イヴは何一つ反論せず、力なく、ぼんやりとしているだけだった。




　そして、学院中庭にて──

「総員、配置はどうじゃ？　……うむ、そうか……引き続き頼たのむぞい」

　通信の魔導器を使って、東西南北各校舎の前線指揮官達に指示を飛ばすバーナード。

　今回のフェジテ防衛戦にあたり、イヴの不調と四十年前の奉神戦争での指揮官経験を鑑かんがみ、バーナードが総指揮官を務めることになったのだ。

「やれやれ、配置は終わったぞい、クリ坊ぼう」

「ご苦労様です、バーナードさん」

「しっかし、総大将ってのは、相変わらず面めん倒どう臭くさい仕事じゃのう！」

「あはは、そう言わずに。イヴさんが絶不調な今は、貴方しか居ないんですから」

　そう言うクリストフは、片手片かた膝ひざを地について、静かに瞑めい想そうしていた。

　中庭の中心に広がるのは、青い光線が複雑に絡からみ合って構築された魔術法ほう陣じん──すでに大量の魔力が通い、重低音を立てて駆く動どうしている。

　ラザールが学院に敷ふ設せつした『マナ堰堤式ダム』をベースに、学院の講師や教授、博士生達が突とつ貫かん工事で改造して作り上げたのが、この蒼あおい結界魔術法陣──【ルシエルの聖域】。

　ハーレイが解かい析せきした、力天使ルシエルの名を冠かんする盾たてにちなんだこの結界こそ《炎ほのおの船》より降り落ちる【メギドの火】に抗こうする最後の切り札。フェジテの上空に、あのエネルギー還かん元げん力場を形成し、【メギドの火】を無効化する──そんな術式だ。

　これを成し得たのは、ハーレイの才能、クリストフの結界魔術の知識、魔術学院の技術力、《力天使の盾》の破片の触しよく媒ばい、フェジテの豊富な霊脈レイ・ラインと元々築かれていた巨きよ大だいな『マナ堰ダ堤ム式』、そして……

「この学院の生徒さん達のおかげですね」

「うむ」

　魔術法陣を刻み、魔術的防ぼう御ぎよをガチガチに固めた東西南北の学院校舎の中には、有志の生徒達が待機している。その生徒達が校舎内にびっしり刻まれた魔術紋もん様ように手を触ふれ、そこから魔力を供給することで、この【ルシエルの聖域】を維い持じするのだ。

　この場所、この状じよう況きようでこそ再現できた、奇き跡せきだった──

「この結界のメイン制せい御ぎよは僕に任されましたが……こんな大儀式結界、とても僕一人で維持できるものではありません。生徒さん達の協力があってこそです」

「じゃが、東西南北の校舎を破は壊かいされるほど、供給魔力量は減る……維持役の生徒達が持ちこたえきれず、地下の避ひ難なん区画へ退たい避ひしてしまっても同じ……そうじゃったな？」

「ええ。僕はこの校舎の破壊状況と生徒さん達の撤てつ退たい状況を合わせて、これを『結界維持率』と暫ざん定てい的に呼ぶことにしました。この『結界維持率』が40％を切ったら……もう【メギドの火】を防ぐことは叶かなわないでしょう」

「それまでに、突とつ入にゆう組が件くだんの魔人を撃破しなければならない……じゃな？　はぁ～、ヘヴィじゃのう、まったく……グレ坊、マジで頼むぞ、おい……」

　やれやれとバーナードがため息交じりに頭をかく。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。……先せん輩ぱいは土ど壇たん場ばの勝負に凄く強いんです。……というか、土壇場にならないとあまり強くないんですけどね」

　クリストフは穏おだやかな信しん頼らいに満ちた表情で微笑むのであった。




　そして──

　やがて、時は日の昇のぼりきった正午となるのであった。




『……時は満ちた』

　フェジテ上空、《炎の船》その内部、その最さい奥おう。

　そこは、金属のような石のような謎なぞの素材で造られた、半楕だ円えん状の大広間であった。

　その半楕円のカーブに沿うように、巨大な黒いモノリスが、ずらりと無数に並んでいる。床ゆかには禍まが々まがしい幾き何か学紋様が折り重なるように刻まれている。

　その広間の最奥には玉座のような席。その周囲にも大小いくつかのモノリスや、表面にびっしりと文字が刻まれた立方体の石せき盤ばんが配置され、魔力が通っていた。

　半楕円状の空間の上部には、まるで窓のように写したフェジテ各地の映像が、光の魔術で投射され、無数に浮うかんでいた。

『《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》の魂たましいは、最も早はや、完全に我が身体になじみ、グレン＝レーダスのせいで不ふ充じゆう分ぶんだったマナも回復した』

　玉座に悠ゆう然ぜんと腰こし掛かける魔人が、誰だれへともなく呟つぶやいた。

『今こそ、我が悲願のため、ルミアを抹まつ殺さつし……そして、フェジテを灰かい燼じんに帰す時が来たのだ……』

　その前に、一つ気になることと言えば……

　魔人は、忌いま々いましそうに己おのが左手を見る。先日、ジャティスを、その心臓を握り潰つぶして始末した時、左手に付着したその血……なぜか、それがどうしても落ちないのである。

『まぁ、いい……特に問題は無い』

　実際、その血のせいで何か不具合があるわけではない。魔人は己が為すべきことを為そうと、手て際ぎわよく、玉座周囲のモノリスや石盤を操作しはじめる。

　それらの表面に、魔力の光文字が激流のように流れ始め──

　──《炎の船》全体が震え、駆動し始めた。




「き、来たぜ……」

「くっ……いよいよだな……」

　上空を見上げるカッシュとギイブルが流石さすがに緊きん張ちように震える。

　フェジテの遥はるか上空に浮かぶ《炎の船》──その船底。

　そこに、遠く離はなれていても感じられるほどの高エネルギーが集まり、徐じよ々じよに真しん紅くの光の球体を成長させていく。

　まるで太陽のように眩まばゆいそのエネルギー球体は、大気を震わせる高周波音をフェジテ中に叩たたき付けながら、成長して、成長して、成長していき──

　破は滅めつの予感がどんどんと高まって、高まって、昂たかぶって……

「か、神様……」

　誰もがウェンディのように、大いなる者へ祈いのりを捧ささげて……

　やがて……

　その球体が、光の速度でフェジテに落とされた。




　白　熱。




　その日、その時、その瞬しゆん間かん、世界から全すべての音と色が消え──

　──フェジテ全土が無限の白き虚きよ無む一色に染まるのであった。




『……終わったな。……やはり、人間とは呆気あつけないものだ』

　超ちよう絶ぜつ的なエネルギーの炸さく裂れつがもたらす衝しよう撃げきが遥か上空まで届き、《炎の船》を上下に激しく揺ゆらす。一時的に全てのモノリスの魔ま導どう機能が停止し、全ての映像が消える。

　そんな中、その魔人はただ一人、感かん慨がい深げに言った。

『……さぁ、これが始まりの狼煙のろしだ。我らが偉い大だいなる大導師様のため……そして、私の真なる主のため。これから新たな戦いが幕を開けるのだ……この無敵の《炎の船》を存分に使用した、一方的な蹂躙たたかいがな……』

　抑おさえきれない愉ゆ悦えつに笑う、魔人。

　やがて。

　一時的に休止していた船の機能が徐々に回復していって。

　頭上の空間に投射される映像が、一つ、また一つと復活していって……

『……なん……だと……？』

　魔人は、その映像が写す予想だにしなかった光景に、忘ぼう我がするしかない。

　フェジテがあったはずの場所には、焼け焦こげた無限の焦しよう土どが広がっているはずなのに。

　それ以外はあり得ないはずなのに。

　映像の中のフェジテは──健在。

　無傷。




「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」」」」

　白い光が完全に晴れた時、学院は大だい歓かん声せいに震ふるえていた。

「やった！　生きてる！　俺達、生きてるぞぉおおおおお!?」

「よかった！　よかったですわぁああああああ──ッ！」

　生徒達も警備官達も、誰も彼もが抱だき合って喜んでいる。

　フェジテを膜まくで包むように上空に広がるのは、まるで希望の光の如ごとく蒼く輝かがやく魔力場。

　今、それは波は紋もんのように美しく揺らめいて、その確かな存在を主張していた。

「ほっ……」

　結界のメイン制御を担当していたクリストフは、空を見上げて安あん堵どの息を吐はいて。

「ふん……当然の結果だ」

　これほど沸わき立つのが腹立たしいとばかりに、ハーレイは忌々しそうに鼻を鳴らした。




『馬ば鹿かな……ッ!?』

　魔人は驚きよう愕がくと驚きよう嘆たんに身を震わせ、傍かたわらの石盤を叩き壊こわしていた。

『【メギドの火】なのだぞ!?　全てを滅ほろぼす悪夢の火なのだぞ!?　なぜだ!?　なぜ、無事でいられる!?　そんな筈はずは……ッ!?　くっ……ッ！』

　荒あらっぽい手つきで、魔人は玉座の傍そばのモノリスを操作し、解かい析せき魔術を眼下のフェジテに飛ばす。たちまちその解析結果が、映像として頭上に映し出される。

　さらなる驚愕に、魔人が固まった。

『こ、これは《力天使の盾》と同じ……まさか、私が放ほう棄きした武法具の術式を、フェジテの空に再現したというのか!?　それこそ馬鹿な……ッ!?　そんなことを成せる魔術師が居たというのかッ!?　あ、あり得ぬ……ッ！』

　だが、事実だ。認めなければならない。実際に居たからこうなったのだから。

『だ、だが……ふむ……成る程ほど……やはり、所しよ詮せんは劣れつ化かレプリカか……』

　頭上に投とう影えいされる解析結果を見ながら、魔人は徐々に落ち着きを取り戻もどす。

『あの学院の四つの校舎に張り巡めぐらせた術式で結界を維持しているのか……そして、この劣化力場に物理干かん渉しよう作用はない……つまり、実体物は通り抜ぬけられるということ……』

　魔人は再び、モノリスを操作する。

『……ならば、あの四つの校舎を打ち壊し、魔力場を無効化してから再び【メギドの火】を落とす──それまでだ』




　魔人の操作によって《炎の船》の船底に配置されていた丸い扉とびらが、音を立てて開いた。

　そこから無数の丸い球体が、次々と投下されていく。

　その丸い球体達は落下しながら、レンガのようにその構造を組み替かえて、変形していき──やがて、その球体は、頭部に単眼を持ち、両りよう腕うでが翼つばさの機能を果たす飛行型ゴーレム人形へとなって、魔術学院校舎を目指し、降下していくのであった。




　一方──

「……始まったな」

　魔術学院の北、迷いの森。

　そこから続く山の斜しや面めんの、とある切り立って開けた場所にて。

　次々と《炎ほのおの船》から投下されたゴーレム人形が、魔術学院へと迫せまっていくその光景を前に、グレンが呟いた。

「……本当に大丈夫なのか？　生徒達あいつらで持ちこたえられるのか？」

　不安げなグレンに、ナムルスが素っ気なく言った。

『大丈夫よ。何度も言ったでしょう？　元々《炎の船》は、愚ぐ者しやの国……魔術を知らない普ふ通つうの人間の国々を、制圧するための兵器なの。

　対地攻こう撃げき力は【メギドの火】がほぼ全てと言ってもいいくらいよ。申し訳程度に搭とう載さいしている地上制圧兵力なんて数こそあれど、質は大したものじゃないわ。貴方あなた達が地下迷めい宮きゆうと呼ぶ《嘆なげきの塔とう》に配備されている守護者ガーデイアンの方が、よっぽど危険よ』

「な、なら、いいんだがよ……」

『それよりも、集中なさい。……貴方達の出番よ』

　グレンが振ふり返る。

　そこには、システィーナ、ルミア、リィエル。

　そして……セリカ。

「…………」

　セリカは山の斜面に描えがいた魔術法ほう陣じんの中で印を結んで座ざ禅ぜんをし、静かに瞑めい想そうしている。

　その全身に、なんらかの血液で描いた紋様がびっしりと描かれている。瞑想によって自然界のマナを一身に集めたその肢し体たいは、静かに高められた魔力で満たされていた。

「おい、セリカ。準備はいいのか？」

「……ああ、ぎりぎりだったが……なんとかいける」

　すっと、セリカが悟さとりを開いたかのように、薄うつすら目を開いた。

「始めてくれ」

「いいだろう……」

　そう呟いて。セリカは静かに、何事かの呪じゆ文もんを唱え始めた。

　キン、金属音のような高周波音を立てて、セリカの周囲の大気が震える。

　座禅している魔術法陣が真紅に輝き、昇のぼる赤光がセリカを焼くように包み込んだ。

　すると、セリカの身体からだを走る紋様も徐々に赤熱し、発光し始めて……やがて、セリカの身体の輪りん郭かくが放たれる眩まばゆい光で溶よう融ゆうし、見えなくなっていく。

　ぼこり、ぼこり、めきめき……

　とある瞬間から、セリカの身体が音を立てて変わり始めた。

　その身体はどんどん膨ふくれ上がり……見上げるほどに膨れ上がり、異い形ぎようと化していく。

　やがて、その体たい軀くに極限までわだかまった力が一気に弾はじけ、その強大な力が衝しよう撃げき波はとなって、周囲を駆かけ抜けた。

「くっ……ッ!?」

　グレン達が地面に摑つかまりながら、嵐あらしのように吹ふき荒あれる風を必死に堪こらえていると……

『ォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ！』

　大気を震わせ、魂たましいを打ち震わせる、恐おそるべき咆ほう哮こうが上がった。

　あぁ……と、グレンが思わず声を漏もらす。

　眼前に広がるは巨きよ大だいな翼。目を灼やくは燦さん然ぜんと輝く黄金の[image: 鱗]うろこ。小山のような巨きよ軀く、丸太のように太い手足。長い首、無骨に鋭するどい鉤かぎ爪づめ、ぞろりと並ぶ鋭い牙きば。

　伝説に名高きその偉い容よう──その咆哮は地を響どよもし、尾おの一撃に巨木が倒れる。牙打ち鳴らす音は鋼はがねより鋭く、爪の一ひと搔かきは大地を割る。

　彼かの者の前に敵も味方も無く、只ただ、壮そう絶ぜつな力の前に誰だれもが等しくひれ伏ふす。

　遠からん者は音に聞け。近くば寄って目に見よ。

　弱き者を圧殺するこの無む慈じ悲ひなる暴力の体現、圧あつ倒とう的てき暴力の申し子。

　これが、これこそが──ドラゴン。

　森しん羅ら万ばん象しようの頂点に極きわまった王者。

　神話が、伝説が、今、此こ処こに、自分達の前に顕けん現げんしたのだ──

『──って、そんな大したもんじゃないぞ？　私』

　グレンがその存在に圧倒され、思わず詩的ポエミーになっていると、どこか気の抜けたようなテレパシーが、グレンの脳内を走る。……セリカの声だった。

「うっせ、人の脳内を覗のぞくな、少しは浸ひたらせろ。ドラゴンだぞ、ドラゴン。わくわくしねー男の子はいねーよ」

　グレンがその恐ろしげなドラゴンを見上げると、その金こん色じきのドラゴンは不思議と愛あい嬌きようのある真しん紅くの目で、グレンを見つめ返した。

「しっかしまぁ……【セルフ・ポリモルフ】でドラゴンに変身しちまうとはなぁ……お前ってマジでなんでもアリだな、おい……」

　すると、ドラゴン──正体はセリカ──が、テレパシーを返す。

『貴重な竜りゆうの血を触しよく媒ばいとして使わにゃならん上に、竜言語魔法ドラグイツシユも使えないハリボテだけどな。まぁ、吐息ブレス能力とパワーだけは成竜並みだけど』

　通常、肉体改変系の変身魔術は変身対象の能力を得ることができるが、竜言語魔法ドラグイツシユはドラゴンが長ちよう寿じゆの中で後天的に身につける技術・知識なので、使用不可能なのだ。

「まぁ、どうでもいい。あのクソったれな船まで行けるならな」

　そして、グレンはシスティーナ達を振り返って言った。

「よし、お前ら、行くぞッ！　チャンスは今だ！　さっさとセリカの背中に乗れ！」

「ん、乗る」

「今さらですけど、だ、大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ、これ……振り落とされたりしないかなぁ」

　身を伏せて背を下ろすセリカドラゴンに、グレンが颯さつ爽そうと跳とび乗り、続いてリィエルが素す早ばやく跳び乗り、システィーナがおっかなびっくりよじ登った。

　そして。

『ルミア！』

　最後に、セリカの背に乗ろうとするルミアに、ナムルスが言った。

『……どうか、昨夜、私の言ったこと……忘れないで』

「…………」

　どこか懇こん願がんするようなナムルスの言葉に、ルミアは一いつ瞬しゆん、動きを止めるが……そのまま振り返ることなく、セリカの背に乗り込んだ。

「どうした？　ルミア？」

「ううん、なんでもないんです。……私、頑がん張ばりますね」

　グレンが問うも、ルミアはいつもどおりのルミアで、何ら変わることはない。

『グレン！』

　すると、ナムルスが、今度はグレンに呼びかけた。

『……ルミアをお願いね』

「……なんだか、よくわからんけど……任せとけ」

　そして。

『じゃ──いくぞ！　しっかり摑まっていろよ！』

　セリカが大空に向かって、その大きな翼を広げ──

　人ならざる圧倒的なパワーをもって地を蹴けり、力強く羽ばたき、その場を飛び立つ。

　グレン達にかかる凄すさまじい重力、一気に頭の血が下がる浮ふ遊ゆう感と不快感、あっという間に遠く小さくなっていく地上の光景──

「ぅおわぁあああああああああああああああぁぁぁぁぁ──ッ!?」

「きゃああああああぁぁぁぁぁ──ッ!?」

　そのあまりにも桁けた外はずれで想定外のパワーに、グレンとシスティーナの情けない悲鳴が空へと吸い込まれていくのであった──

『……頼たのんだわよ、グレン。本当に……』

　ナムルスは誰へともなく呟つぶやき、天空の決戦場へと向かう者達を見送るのであった。




　上じよう昇しようする──上昇する──ぐんぐんと上昇する──

　グレン達を背中に乗せたセリカドラゴンは、地上との重力の鎖くさりを完全に振り千切り、圧倒的な力強さをもって、大空をどこまでもどこまでも上昇していく。

　このパワーとスピードに比べれば、人間の飛行魔術など、なんと矮わい小しようで貧ひん弱じやくなものか。

　上から下へと圧倒的に叩たたき付けてくる冷たい激風が、みるみるグレン達の体温を奪うばい、その強きよう烈れつな威い力りよくで目も開けていられない。

　その天に昇る猛もう加速は、まるで止とどまるところを知らない。

　力強くセリカが一つ翼をはばたかせるたび、ぐんと上に引っ張り上げられるように、速度を上げて上昇していく。

　もし、グレン達が予あらかじめ呼吸補助の魔術を喉のどに付呪エンチヤントしていたかったのならば、急激な酸素濃のう度ど減少と気圧変化で、あっという間に高山病と呼吸困難に陥おちいっていただろう。

「く……ぅ……」

　グレン達が暴力的な加速上昇にひたすら耐たえていると。

『……乱気流に入る。……一気に抜けるからな？』

　不意に、セリカのテレパシーがグレンの脳内に入電した、その瞬間。

　セリカドラゴンがさらに、一ひと際きわ力強く羽ばたいて、グレンの体がさらに、ぐんと上空に押し上げられ──

「ぐ──ぅ──ッ!?」

　視界が、真っ白に染まると同時に、今までとは違ちがう殴なぐりつけるような嵐がグレン達を襲おそった。乱気流が渦うず巻まく分厚い雲の中に突とつ入にゆうしたらしい。

　ますます強くなっていく風圧に、上下感覚も肌はだの感覚も次し第だいに失われていく。

　徐じよ々じよに、徐々に意識が遠ざかっていく──

『おいおい、へばるの早いぞ、根こん性じよう見せろよ──ッ！』

　セリカの叱しつ咤たを心のよるべに、必死にその背にしがみ付く。

　高く。さらに高く。さらに、さらに高く──

　吹き荒すさぶ風が体をもみくちゃに弄もてあそぶ──実際には、ほんの十数秒の事なのだろうが、グレン達にとっては無限にも等しい時間の果てに──

　そして──

　────。

　──。

　──急に、視界が開けた。

「──ッ!?」

　そこは──どこまでも無限に広がる、蒼そう穹きゆうの空と。

　眼下に広がる雲の絨じゆう毯たんと、それより彼方かなたの地上の風景。

　頭上には、天頂に輝かがやく太陽光を乱反射させる、雄ゆう大だいな幻げん影えいの城があって──

　大パノラマで展開される、圧倒的な空の世界。

　まるで、世界の中心に自分が居るような──そんな錯さつ覚かくさえ覚えるその光景。

　身を切るような風は、相変わらず冷たく激しいが──それが些さ細さいになるほどの絶景が、グレンの心を魂を摑み、圧倒していた。

『……見とれている場合じゃないぞ、グレン』

　セリカドラゴンが前方に向かって首を振ふれば。

　その遥はるか前方に見えるは──《炎ほのおの船》。常に自分達を見下していたあの忌いまわしき存在が──今は自分達と同じ目の高さにあった。

　びゅうびゅうと後方に吹き荒んでいく風と、ばさりばさりと力強い羽ばたきの音だけが支配する世界で──グレンはそれを真まっ直すぐ見み据すえるのであった。

「……いよいよか……」

　グレンがごくりと息を吞のむと。

『……ッ!?　……摑まってろッ！』

　急にセリカドラゴンが一同に警告を発し、猛速度で急旋せん回かいを始めた。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　その瞬間、《炎の船》の側面の幾いくつかが、キラッキラッと紅あかく光り──

　圧倒的熱量を持った、真紅の極ごく太ぶと熱線が数本、セリカへ真っ直ぐと高速殺さつ到とうした。

「のわぁああああああああああああああ──ッ!?」

　先読みで素早く回かい避ひ軌き道どうを取ったため、極太熱線達はセリカを大きく外して、背後の積乱雲に大きな穴を幾つも穿うがって通り過ぎたが──

　近くで目で見て、肌で感じたその熱線の圧倒的エネルギー。

　……直撃したらと思うとぞっとする。

「ちぃっ!?　《炎の船》の対空砲ほう火かかッ!?」

　セリカドラゴンが大きく旋回し、視界が90度傾かたむいた状態で、グレンが叫わめいた。

　魔ま術じゆつ的視覚を強化すれば、確かに船の側面に魔導砲らしきものが何門も設置されている。

　どうやら開閉式のようで、扉とびらのように砲門が開いて、砲が頭を覗かせ──

「また来ますよ!?」

　背後のシスティーナが警告の声を上げる。

　すると、《炎の船》の側面の幾つかが、またキラッキラッと紅く光り──

「ギャ───────────────────ッ!?」

　今度は急降下からの急上昇の軌道で、過ぎる無数の熱線砲撃をかわしていく。

『ちっ……思ったより威力あるぞ、アレ……まるで小規模な【メギドの火】だな』

「な、なんですとぉ!?」

　セリカの言葉に、グレンが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

『拙まずいな……貰もらったら一撃で落とされる。こりゃ強ごう引いんに突つっ切るのは難しいな』

「マジかよ……《炎の船》に、そんな隠かくし球があったとはな……ッ!?」

　クリストフ曰いわく、《炎の船》内の空間歪わい曲きよくのせいで、外部からは解かい析せきしきれない部分が多々あったそうだが……よりにもよってこんな厄やつ介かいなものがあったとは。

　そうこうしているうちに、《炎の船》の方向から、大量の豆まめ粒つぶに似た何かが、空を埋うめつくすような数で迫せまってくる。

　件くだんのゴーレム人形──今、地上に投下されているタイプより腕うでの翼つばさが大きく、より飛行に特化したタイプだ。

　恐おそらく、セリカドラゴンの迎げい撃げきのために放たれたものだろう。

「ここで、団体様のお出ましだぁあああああ──ッ!?」

「グレン、うるさい。システィーナを見習って。すごく静か」

「う、うーん……大きな星が……見える……むにゃ……」

「そいつ気絶してるだけだろ!?　っていうか、起きろ、白しろ猫ねこォオオオオ──ッ!?」

「し、システィ、しっかり!?」

　セリカドラゴンの背中の上が、てんやわんやしているうちに。

『ちっ……また砲撃が来るぞ！　しっかり摑つかまってろよッ！』

　セリカが警告のテレパシーを鋭するどく発して。

　片かた翼よくをばさりと羽ばたかせ、再び超ちよう高速の急旋回機動に入った。

　猛もう烈れつな遠心力が、グレン達を振り落さんばかりの勢いでかかり──

　その尻尾しつぽを追うように、無数の熱線が次々と連続で過よぎっていく。

　そして、セリカドラゴンが熱線砲撃の回かい避ひ機動に手をこまねいているうちに。

　無数のゴーレム人形達が、セリカドラゴンとの距きよ離りを詰つめていくのであった。

「くそ……囲まれた……ッ！　やるしかねえか……ッ！」

　遥かな空の上で、壮そう絶ぜつな空中戦ドツグフアイトが始まるのであった──




『カ──ッ！』

　セリカドラゴンがその大口を開き、炎の吐息ブレスを放つ。

　放射状に広がる炎が、前方のゴーレム人形の群れを、まとめて焼き払はらう。

「《猛たけき雷らい帝ていよ・極光の閃せん槍そう以もつて・刺さし穿て》──ッ！」

　目を覚ましたシスティーナが、黒くろ魔ま【ライトニング・ピアス】を放つ。

　風を切って空を翔かけるセリカの背後から迫ってきたゴーレム人形達を、雷らい閃せんが、片かた端はしから落としていく。

「《白銀の氷ひよう狼ろうよ・吹雪ふぶき纏まといて・疾駆かけ抜ぬけよ》──ッ！」

　グレンの放つ黒魔【アイス・ブリザード】の凍気と氷ひよう礫れきの嵐あらしが、横合いから迫ってくる飛行人形達を薙なぎ払い──

「ん──」

　雲の中を抜けざま、リィエルが雲から大たい剣けんを高速錬れん成せいし──

「えい。攻こう撃げき魔法」

　それをぶん、と投げつける。猛烈な縦回転がかかった大剣は、ぎりぎりまでセリカドラゴンに迫っていた飛行人形を両断し、そのまま空の果てまで飛んでいった。

「ま、また来ますッ!?」

　その刹せつ那な、遥か遠く前方の《炎の船》の側面が、再びチカチカッと紅く光り──

『ちぃ──ッ!?』

　咄とつ嗟さに、セリカドラゴンがぐるりと螺旋を描いて横転バレル・ロールし、進行軌道を左へ素す早ばやくずらす。

　セリカドラゴンの右脇わきを際どく過ぎっていく、幾つもの熱線。

　そのまま一気に空を飛ひ翔しようし、《炎の船》との距離を詰めようとするが──

　チカチカチカッ！

《炎の船》の砲撃は止まらない。

　セリカドラゴンの鼻先を殴りつけるかのように迫ってくる、無数の熱線。

『ああもう、うざいなッ！』

　翼を羽ばたかせ、急上昇──

　そのまま大きく宙返りループして、上下逆さまの状態でその空域から一いつ旦たん、大きく離り脱だつ。

　上下逆になったグレンの視点から見れば、セリカを追い越こすように頭上を過ぎっていく無数の熱線。

　セリカドラゴンはそのまま、横転しつつ斜め旋回シヤンデルし──反転、再び《炎の船》を正面に見据える。

　だが、そんなセリカドラゴンへ、再び四方八方から殺到するゴーレム人形達。

　猛速度で急旋回し、それを振りきりにかかるセリカドラゴン。

「ああ、くそっ！　一向に距離が縮まらねえなッ！」

　セリカドラゴンの背の上で、グレンがもどかしそうに歯は嚙がみする。

「これじゃ突入前にくたびれてしまいますっ！　なんとかしないと──」

『すまん……あの対空砲火がある限り、近づくのは不可能だ。グレン、どうする？』

「ちっ……」

　グレンは魔術的な視覚で、遥か先の《炎の船》を見やる。

《炎の船》の船体の脇にある砲門。そこは開閉式の扉になっていて、熱線を放つ瞬しゆん間かんだけ開き、その後、すぐ閉まってしまう。そのため、魔術狙そ撃げきで潰つぶすことすら出来ない。

（くそ……ッ！　どうしたら……ッ!?）

　変身魔術は大量の魔力を消費し続ける。ドラゴンのような強大な存在ならば、尚なお更さらだ。

　このままでは、いずれセリカが時間切れとなり、何も出来ずに撤てつ退たいするしかない……グレンの背中をそんな焦しよう燥そうの炎が焦こがしていると。

　──その時だった。

　グレンの視界の端を、地上から天に向かって真っ直ぐ昇のぼる、一筋の光の線が灼やいた。

「──先生、あれはッ!?」

「ああ……今のは……【ライトニング・ピアス】……？　一体、誰だれが……？」

　しばらく、グレンは突とつ然ぜん、空を昇った雷閃の残像をぼんやりと眺ながめ……

　やがて、なんらかの合が点てんがいったように、にやりと笑って言った。

「……セリカ、頼たのみがある」

『なんだ？』

「今から、俺の指示するとおりに飛んでくれ。……多分、お前は、俺が気でも狂くるったんじゃないかって思うかもしれん……だが、信じてくれ」




『……くっくっく……』

《炎の船》の最深部──玉座の間にも似た、制せい御ぎよ室にて。

　魔人は、頭上に写し出される、空の映像を眺めながら、ほくそ笑えむ。

　まさか、たかが愚ぐ者しやの民たみが、生意気にもそのような手段で空へ攻せめ込んでくるとは。

　どこかで見たことあるような光景に、魔人は一瞬、面食らったが。

　落ち着いた魔人が、玉座の傍かたわらの火器管制モノリスを操作し、対空放火を放てば、案の定、あのドラゴンはこの船に近づくこともできず、無様にてんやわんやだ。

　魔将星の記き憶おくによれば、遥はるか過去にも、似たような手段でこの船に攻め込もうとした魔術師がいたらしい。人間のやることはいつも変わらない。まったく馬ば鹿かげた話である。

『くくく……その内、近づけないことに業ごうを煮にやして、破れかぶれの突撃に来るぞ……あの時と一緒だ』

　魔人がそうほくそ笑んだ、その瞬間。

　頭上の映像に、金色のドラゴンが翼をばさりと羽ばたかせ、《炎ほのおの船》を目指して、一気に突進をかけてくる光景が映っていた。

『ふん、見たことか。……良い的だ』

　魔人は、火器管制モノリスを操作し、《炎の船》に搭とう載さいされている全魔導砲の照準を、一いつ斉せいに金色のドラゴンへと合わせる。

『ふっ……全すべてはかわせまい……終わりだ』

　魔人がモノリス上に魔力で文字を描かき、発射命令を送る──




「来たぞぉおおおおおお──ッ!?」

『ちぃいいいっ！　お前、私が死んだら、責任とれよ!?』

　魔導砲が発射された瞬間、セリカドラゴンは猛もう突進から、グレンの指示通り高速旋回。

　ドラゴンの壮絶なパワーで、強ごう引いんに進行方向を90度、右う舷げんに傾ける。

　そんなセリカドラゴンの後を追うように、乱射された熱線が追いすがる。

　熱線は、セリカドラゴンの尻尾が引く雲を断たつように、次々と過よぎっていく。

「だ、駄だ目めですッ!?　追いつかれますッ！」

　システィーナが悲鳴を上げた。

　連続で過ぎっていく熱線は、一射ごとに、みるみる内にセリカに追いついてくる。

　やがて、尾おの先を掠かすめ始め、尾の根元を掠め──

「や、やられます──ッ!?」

　やがて、過ぎる極ごく太ぶと熱線の熱が、肌はだで感じられるほど近づいてきて──

『クソ……駄目か……ッ!?』

　追いすがってくる熱線が、ついに腹部を掠めたとき、セリカも死を覚かく悟ごして──

　続く次の一射で、間ま違ちがいなく撃うち落とされる。

　システィーナ達がそう覚悟した──まさにその時だった。

「……あれ？」

　最後のとどめとなる一射が──なかった。

『なんだ……？　不発か？』

　一同が不思議そうに目を瞬しばたたかせていると。

「くくく……まぁ、やってくれるだろうって、思ってたけどよ……アホかよ」

　ただ一人、グレンが訳知り顔で、笑うのであった。




　地上──

　戦いの最前線となるアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院校舎から少し離はなれ──

　学院で最も高い建造物である転送塔とう、その屋上に、とある集団があった。

　グレンのクラスの男子生徒セシルや、二年次生ではシスティーナに並ぶ成績を誇ほこる一組のハインケルを始めとする、厳しい選せん抜ばつで選ばれた十数名──援えん護ご狙撃部隊だ。

「…………」

　そして、そんな彼らを率いるアルベルトは、空を鋭い目で睨にらんでいた。

　アルベルトは奇き妙みような杖つえを携たずさえていた。

　人の身長を悠ゆうに超こえる長大な杖だ。その造形は小銃ライフルに似ている。表面には無数のルーンが刻まれており、脇には六角形の小さな窪くぼみがあり、魔ま晶しよう石せきがはめ込まれている。

　そんな杖を、アルベルトはまさに小銃のように構え、遥か空の彼方かなたへと向けている。

　周囲の生徒達は、そんなアルベルトをぽかんと目を丸くして見ていた。

「報告。……早くしろ」

「あ、は、はいっ！」

　アルベルトの淡たん々たんとした促うながしに、セシルは慌あわてて遠見の魔術に意識を戻もどし、確かく認にんする。

「め、命中。左さ端たんの砲ほう、大破！」

「成る程ほど……」

　アルベルトは杖の脇に突ついていたレバーを引く。

　すると、魔力切れの魔晶石が杖から外れて落ち、新しい魔晶石をそこに嵌はめる。

（グレンが一定速度で砲に対して水平に飛び……何の工く夫ふうもない一いつ斉せい掃そう射しやをさせてくれたおかげで、開門から発射までのラグ……一発当てたことで、彼ひ我がの距きよ離り、角度、着ちやく弾だんまでの時間……必要な情報は、全て見切った）

　アルベルトが再び頭上に杖を掲かかげると、その先せん端たんに目も眩くらまんばかりの眩まばゆい蒼あおい光が、球状に集まり始める。

「ならば──容易イージーだ」

　アルベルトがそう呟つぶやいた瞬間、その杖の先から、蒼い光が一条の極太レーザーとなって放たれ、空を真まっ直すぐ駆かけ昇った。

　この杖は、アルベルトが、本当にいざという時に使用する魔術狙撃用の杖だ。

　その名も、魔ま杖じよう《蒼の雷閃ブルーライトニング》。

　機能は単純、これを通して放つ魔術狙撃の威い力りよくを極限まで増幅する。

　対人用というより、対物用の狙撃魔導器であり、今回、帝都から出撃する際、アルベルトは念のために、この杖の使用申しん請せいを出し、圧縮凍とう結けつして携けい行こうしてきたのであった。

　アルベルトが放った蒼い閃せん光こうは、空を遡さかのぼる流星となって、雲の果てに吸い込まれ──

「……報告」

　蒼の雷らい閃せんを放ったアルベルトは、その着弾結果も見ずに、空になった魔晶石を杖から外し、新しい魔晶石をはめ込み、次じ弾だんの準備を淡々と行う。

「は、はいっ！　すみませんっ！　さっきの右みぎ隣どなりの砲に着弾、大破ッ！」

「良し」

　それからは、もう完全に作業だった。

　アルベルトは次から次へと空に向かって撃ち、魔晶石を取り替かえて、さらに撃つ。

　啞あ然ぜんとしている生徒達が、遠見の魔術で見守る中、その悉ことごとくが命中。

《炎の船》の魔導砲が、次々と大破していく。

　狙撃チャンスは、砲門が開かれ、熱線が放たれるほんの一瞬だけ。どの砲門がいつ開くかはまるで予想が付かず、発射から着弾まで数瞬のラグが存在し、難易度は極大。

　だが──

「ふん……砲の撃ち方は単調……おまけにグレンも敵の砲撃を絶ぜつ妙みように誘ゆう導どうしている。読むは容易たやすい。目を瞑つぶっても中あたる。……容易イージーだ」

　アルベルトはその悉くを見切り、予言者のように狙撃を中あてていく。

　セシルはそんなアルベルトの姿に震ふるえが走る思いだった。

（す、凄すごい……ッ！　一応、アルベルトさんは、僕に狙撃観測手を命じたけど……この人なら、僕なんて要いらない！　なんて凄い人なんだ……ッ！）

　グレンの指導によって、魔術狙撃の才能が徐じよ々じよに開花しつつあったセシルだからこそ、常人の何倍も、アルベルトの技量の凄さがわかる。

　セシルは特段、軍に入りたいわけでも、魔導兵になりたいわけでもない。

　ただ、遠くの物に、狙ねらって中てる──単純に優すぐれた魔術の知識だけでは決してなしえない、一種の芸術のようなその研とぎ澄すまされた技術、その美しさに──

　ただただ、子供のように憧あこがれるのであった。




「何、あれ……？」

　セリカドラゴンの背で風に嬲なぶられながら、システィーナは呆ぼう然ぜんとしていた。

　地上から、無数に昇ってくる蒼い雷閃が、《炎の船》を完全につるべ撃ちだ。

　その砲門の悉くが、片かた端はしから潰されていく。

　間違いなく、疑いようなく、アルベルトの仕し業わざだ。

　だが、こればかりはアルベルトだけの功績とはいえないだろう。

「よっしゃ、セリカ、次は右舷から行ってみようかッ！　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だって！」

『お、お前なぁ[image: ～][image: ～]ッ！　ちょっとはこっちの身にもなれよッ!?』

　グレンがセリカドラゴンを的確に誘導し、わざと《炎の船》の射程圏けん内ないに踏ふみ込む。

　そして《炎の船》がそんなセリカに堪たえきれなくなって、砲門を開くと──

　その瞬しゆん間かん、アルベルトの蒼い雷閃が鋭するどく飛来し、その魔ま砲ほうを破は壊かいする。

　グレンとアルベルトの、言葉すら交かわさない連れん携けいが、《炎の船》を完全にやり込める。

（さっきの【ライトニング・ピアス】は、アルベルトさんからの合図……よくもまぁ、たったあれだけで、ここまで連携できること……）

　そもそも、《炎の船》のあの対空放火が、想定外のトラブルだったのだ。

　だというのに、アドリブでこの完かん璧ぺきなる対処……呆あきれ半分、なぜか、無む性しように悔くやしくなってくるシスティーナであった。

　やがて──
















「よーしっ！　砲門、全部ぶっ潰つぶしたぜッ！　どこの誰だれか知らねーけど、ご苦労さん！」

　にやりとグレンは笑った。

『……さて、どうする？　グレン』

　セリカが首を振ふれば《炎の船》の空域には、無数のゴーレム人形が大挙している。

　だが、もう返答は決まっていた。

「へっ……あのポンコツ船に砲さえなけりゃ、こっちのもんだ……」

　セリカの背の上に威い風ふう堂どう々どうと立ち上がり──

「突撃ぃいいいいいいいいいいい──ッ！」

「こ、こらぁあああっ！　そんなに格好をつけたら危ないですって、先生ッ!?」

　雄お叫たけびを上げて彼方の《炎の船》を指さすグレンに、システィーナが突っ込みを入れるのであった。

『ふっ……なら、最後の大仕事といくかね──ッ！』

　セリカドラゴンが再び、力強く羽ばたいて──その巨きよ体たいが、急加速する。

　それを迎むかえ撃つは、飛来するゴーレム人形の群れ。

　その渦か中ちゆうに飛び込み、真っ正面から蹴け散ちらしながら──

　グレン達は《炎の船》を目指し、真っ直ぐ突き進むのであった。








第五章　激化する戦い









「《術式起動ブート・爆破炎弾ブレイズ・バースト》ッ！」

　カッシュが《魔導士の杖》を掲げ、規定の呪じゆ文もんを唱える。

　すると、黒くろ魔ま【ブレイズ・バースト】が起動し、杖の先から火球が空へ飛んだ。

　火球は見事、空から降下して来るゴーレム人形に着弾、爆ばく発はつし……《炎ほのおの船》同様マナで物質化マテリアライズされているゴーレム人形は、光輝かがやくマナの霧きりと砕くだけて散さん滅めつする。

「すげぇな、この杖……これが軍用魔術……？　なんか怖こわくなってくるぜ……」

　カッシュは戦せん々せん恐きよう々きようとしながら、先端から煙けむりを上げる杖を見つめていた。

　この《魔導士の杖》には、基本三属と呼ばれる軍用魔術──黒魔【ライトニング・ピアス】、【ブレイズ・バースト】、【アイス・ブリザード】──の、三つの魔術式が組み込まれており、使い手がその呪文を習得していなくても、使い手の魔力と規定の呪文、そして、多少の訓練で、その魔術を起動することが可能になる……という代しろ物ものだ。

　戦時下などの有事の際、学院の生徒達を即そく席せきの魔導兵として運用するため、帝てい国こく政府が密ひそかに、学院に大量に保管させている魔導器である。

　無論、高位魔術師になればなるほど、威力が常に一定で、三つの呪文しか使えず、呪文の即興改変も出来ず、どうやったって二節詠えい唱しよう以下にならないこの杖はお払はらい箱ばこだが……今の学院の生徒達には、絶大な力を与あたえるのであった。

　そもそも、魔術師が隊たい伍ごを組んで一斉砲火を浴びせる──それだけで、ただの軍隊とは比ひ較かくにならないほど〝強い〟のだ。

「──《術式起動ブート・貫通雷閃ライトニング・ピアス》ッ！」

　カッシュの隣で、ギイブルの杖を掲げ、呪文を唱える。

　杖から放たれた雷閃が、迫せまり来る飛行人形を次々と、撃うち落とす。

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる暇ひまあったら、どんどん撃ち落とせよ」

「わ、わかってるよ！　《術式起動ブート・爆破炎弾ブレイズ・バースト》──ッ！」

　屋上の柵さくに沿って並ぶように布ふ陣じんした生徒達は、空から大量に舞まい降りてくるゴーレム人形達を校舎に近づけまいと、必死に攻性呪文アサルト・スペルで弾だん幕まくを形成し、撃ち落としていく。

　空を飛び交う無数の火球が、雷閃が、氷ひよう嵐らんが、魔術学院校舎の上空に、圧あつ倒とう的な魔術の弾幕を形成する。

　一列目の生徒が攻こう撃げき担当。

　そして二列目の生徒は──防ぼう御ぎよ担当。つまり二人一組ツーマンセル・一戦術単位ワンユニツト編成の応用だ。

「「「「《光輝く護まもりの障しよう壁へきよ》──ッ！」」」」

　二列目の生徒達が両手を頭上に掲げ、声を揃そろえて一いつ斉せいに呪文を唱えれば、生徒達の頭上に、光の魔力障壁が大きく形成され──

　ドドドドドッ！

　空のゴーレム人形が、その単眼から放ってくる熱線の悉くを防ぐ。

「ひるむなッ！」

　障壁と熱線がぶつかり合い、一列目の生徒達に走った動どう揺ようを、カッシュが叱しつ咤たする。

「対抗呪文カウンター・スペルとこの防護ローブがありゃ、そう簡単に死なねえよッ！　それよりも攻撃の手を止めるなッ！　一匹ぴきでも多く落とせッ！」

　カッシュのように、士気の高い勇ゆう敢かんな生徒や……

「フン……《術式起動ブート・爆破炎弾ブレイズ・バースト》！」

　生徒の中では圧倒的に抜ぬけた撃破数を積み上げていくギイブルなどの存在もあって、実戦経験がほぼ皆かい無むな生徒達でも、なんとか敵の攻勢をしのげている。

「やれやれ……あの時、先生に二人一組ツーマンセル・一戦術単位ワンユニツト習っておいて、よかったぜ……」

「……癪しやくに障さわるが、それには同意するね」

　敵を捌さばきながら、カッシュとギイブルがそんなことを言い合う。

　だが、舞い降りてくる敵の数は多い。どうしても討ち漏もらしは出てくる。

　そんな弾幕を抜け、ゴーレム人形が時折、屋上に降り立ったり、校舎の壁かべに取り付いたりしてしまう。

　だが、その時は──

「フゥハハハハハハハハハハハハ──ッ！　行けぃ、グレンロボォオオオオ──ッ！」

『俺ノ生徒ニ手ェ出シテンジャネーヨ！』

　オーウェルが遠えん隔かく操作するグレンロボが、拳けん闘とうでゴーレムを粉ふん砕さいし──

「ほいほいほいっとぉうッ！」

　東西南北の校舎の側面の壁を、重力を無視して自在に駆かけ回るバーナードが、マスケット銃じゆうと鋼ごう糸しを振るい、あっという間にゴーレムをバラバラにしていく。

　バーナードの動きはフリーダムだ。鋼糸をワイヤー代わりに、ブランコの要領で一瞬で校舎の表から裏へと回ったり、引っかけるところも何もない壁を、蹴けり上がって──

「ほぁああああああああああああ──ッ！」

　右の剛ごう腕わんを振るい、壁に取り付くゴーレム人形の胴どうに、その拳こぶしを叩たたき込む。

　その拳のインパクトの瞬間、爆炎の魔術が起動し、人形が爆発四散。

　そして、空中でバーナードは、再び鋼糸を放ち、それをワイヤー代わりに伝って、別の校舎へと一気に飛んでいく……

「なんなんだ、あの変態機動……あれが本当に人間の動きなのか……？」

「ていうか、総指揮官が前線で戦うなよ……」

　頼たのもしいことこの上ないが、あまりにも人間の想像と常識を超こえたそのアクロバティックな動きに、カッシュもギイブルも呆れるしかなかった。

「見とれている場合ではないぞッ！　少年達よッッッ！」

　その間にも、グレンロボが軽快なステップから放った右ストレートが、屋上に降り立ったゴーレムを次々と真っ二つに粉砕していく。

　オーウェルが、遠隔令呪魔術リモート・コマンドで操作するグレンロボは、そのポンコツな外見からは想像も付かないほど精せい緻ちで滑なめらかな、超ちよう高速戦せん闘とう機動を可能としていた。

　明らかに、近代レベルの魔導人形に出来る動きではなく、その拳闘スタイルの立ち回りはまさにグレンと遜そん色しよくない。オーウェルの魔導人形操作術も非常にハイレベルだ。

「フッ！　懐ふところに入った敵は、このオーウェル＝シュウザーに任せるがいいッ！」

　そんな意外な追加戦力もあって、生徒達は押し寄せるゴーレム達を撃退していく。




　だが、このように生徒達が有効的に敵を迎げい撃げきできるのは、やはり──

「撃ち落とせ、一騎きでも多く」

「「「「はいっ！」」」」

　転送塔とうの屋上に陣じん取どった、アルベルト率いる援えん護ご狙そ撃げき部隊の功績が大きいだろう。

　学院の校舎に向かう敵ゴーレム人形の数を、生徒達による魔術狙撃の水平掃そう射しやで、徹てつ底てい的に減らしていく。

「《雷らい槍そうよ》」

　校舎で戦う生徒達の危ない場面も、まるで戦場全域を見み渡わたすかのような広域視野を持つアルベルトの狙撃が、徹底的にフォローする。

　そして、狙撃班の生徒達の中で際きわ立だった活かつ躍やくをするのはセシルだった。

「《術式起動ブート・貫通雷閃ライトニング・ピアス》ッ！」

　取り付かれたように、狙撃に没ぼつ頭とうするセシルの命中率は、明らかに一つ抜けていた。

「……凄すごいな。……俺も負けていられん」

　隣のハインケルの感かん嘆たんの呟つぶやきも、今のセシルには届かない。

（皆みんなのために……僕に出来ること……僕に出来ることを……ッ！）

　校舎で戦う仲間達を思って、セシルはさらに狙撃作業に没頭していく──




「「《術式起動ブート・凍気氷嵐アイス・ブリザード》ッ！」」

　ウェンディとテレサが並んで杖つえを掲かかげ、凍気を嵐を放ち、空の敵を薙なぎ払う。

「くう……ッ！　きりがありませんわねッ！」

　薙ぎ払っても、薙ぎ払っても、すぐに次なる新手が迫ってくる。

　ふと、ウェンディが息を整えつつ周囲を見渡せば、屋上に集つどう誰だれも彼もが、必死に空に向かって攻性呪文アサルト・スペルを放っていた。

「一体、いつまで続ければ……」

「ウェンディ！　後ろッ!?」

　テレサの警告にウェンディがはっと振ふり返れば、そこには討うち漏もらし──屋上に降り立ったゴーレム人形がいて、ウェンディに鉤かぎ爪づめを振り上げて襲おそいかかってくる。

「ひっ!?」

　突とつ然ぜんのことに、ウェンディは身を竦すくめて、硬こう直ちよくするしかなくて。

「ウェンディッ！」

　そんなウェンディを、テレサが抱だきつくように庇かばった──

　次の瞬しゆん間かんだった。

「──ふ！」

「くたばれぁあああああああ──っ！」

　突とつ如じよ、横合いから飛び込んできた疾しつ風ぷうと烈れつ風ぷうが、テレサの背中に爪を突つき立てようとしていた敵人形を、バラバラに破は壊かいしていた。

「危ないところでしたね」

「……油断してんじゃねーぞ、アマ共……」

　抱き合うウェンディとテレサが気付けば、そこにはリゼとジャイルが、ウェンディ達を庇うように立っていた。

　リゼは、細剣レイピア──魔力が付呪エンチヤントされた本物の真しん剣けん──を構えてその身に渦うず巻まく風を纏まとい、片手半剣バスタードソードを無造作に担かつぐジャイルは、よほど強固な身体能力強化をその身に施ほどこしているのか、普ふ段だん以上に力が漲みなぎっていた。

「あ、貴女あなたは、生徒会長のリゼ先せん輩ぱいッ!?」

　ウェンディの驚おどろく前で、リゼは風のように細剣レイピアを操あやつり、次なる敵を蜂はちの巣にし──

「ぼさってすんな、てめぇらのアホ講師はンなこと教えたか!?」

　ジャイルが壮そう絶ぜつな腕わん力りよくに任せて剣を振るい、次なる敵を上下に両断する。

「西校舎の戦せん況きようは、ハーレイ先生のおかげで非常に安定しています。私とジャイルさんは他の足りないところを補えと、遊ゆう撃げきを言い渡わたされましたので」

「わかったなら、さっさと空のクソ共を撃ち落とせッ！」

　そして、リゼとジャイルは張り合うように、屋上に降り立った討ち漏らしの敵を、掃そう討とうしていく。

「ウェンディ」

「ええ……もう大だい丈じよう夫ぶですわ」

　テレサとウェンディがうなずき合い、再び空に向かって、呪じゆ文もんを撃ち始めた。




（私は──一体、何をやってるの!?）

　イヴが右みぎ腕うでで炎ほのおを振るい、空から迫り来る敵を片かた端はしから焼きながら、歯は嚙がみしていた。

（この私がいながら、あの子ウエンデイ達を危険に晒さらして──ここが頼たよりないと生徒達に加勢までされて──ッ！　この《紅焰公ロード・スカーレツト》ともあろう者が、なんて無様な──ッ!?）

　本来なら、この校舎の防衛など、イヴ一人で充じゆう分ぶんだったはずだ。

　この程度の質の敵が相手ならば、多少無茶をすれば、東西南北の校舎を全すべて一人でカバーすることすらできたはずだ。

　なのに──《紅焰公ロード・スカーレツト》としてのあの絶対的な力が、今はまったく出ない。

　眷属秘呪シークレツトは、なぜか上手うまく機能しなくなってしまったし、肝かん心じん要かなめの左手で魔術を振るうことも出来ず、右手で放つ魔術は、なぜかいつも以上に遅おそいし、弱い。

　何より身体からだが重い。心が重い。なんだかうまく動いてくれないし、やけに疲つかれて……苦しい。もう何もかも投げ出して……足を止めて休みたい。

　脳のう裏りにちらつくは、蔑さげすむように心の奥底を覗のぞき込んでくる、狂くるえる《正義》の眼め。

　そして、まるで何かに失望したように流し見てくる、元部下グレンの冷たい眼……

（どうしちゃったのよ……私、一体、どうしちゃったの……？　私、もう……）

　だが、イグナイトの名にかけて、イグナイトのために。

　それだけをよりどころに、イヴは弱った炎を振るい続ける──




　そして、校舎内では──

「うぉおおおおお──ッ！　皆、もっと気合い入れて、魔ま力りよくを注げぇえええ──ッ！」

「先生達や皆は、もっと大変なんだぞぉ──っ!?」

　カイやロッドなどの結界維い持じ組となった生徒達が、校舎内に描えがかれた紋もん様ように手を当て、フェジテ上空の【ルシエルの聖域】へ、必死に魔力を送っていた。

　時折、空から降ってきた敵のゴーレムが窓に張り付き、窓に張った阻塞バリケード結界を押し破って、校舎内部へ進入しようとしてくる。

「ひぃ──ッ!?」

　だが、そんなゴーレム達は、外を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回るバーナードや、アルベルトの魔術狙撃で、際どいところで撃破されるが……進入されかかるその都度、生徒達は心臓が握にぎりつぶされそうな恐きよう怖ふに駆られる。

　それでも、外で戦う皆がなんとかしてくれると信じて、生徒達は校舎から逃にげず、ひたすら結界維持のための魔力を捧ささげ続ける──




　生徒達、教師陣じん、そして、帝てい国こく軍。

　彼ら全てが一丸となって、空からの攻こう勢せいに徹てつ底てい抗こう戦せんを続ける。

　今、戦況は──完全に拮きつ抗こうしていた。




　一方、《炎の船》の玉座の間──制せい御ぎよ室にて。

『くっ……まさか、ここまで抵てい抗こうされるとは……矮わい小しようなる人間風ふ情ぜいが……ッ！』

　魔人は、頭上に投射された、地上の様子の映像を見て、忌いま々いましく歯嚙みする。

　そして、次に空の光景を投射した映像にも、目を向ける。

　すると、雄お々おしい金色のドラゴンが、今、まさにゴーレムの群れの最中を、強ごう引いんに突っ切って蹴け散ちらしながら──《炎の船》へとみるみる迫せまってきている。

　それを迎撃しようにも、地上からの謎なぞの攻こう撃げきで、砲ほうは全て潰つぶされてしまった。

『あり得ぬ……何故なぜだ？　一体、何故？』

　古代の英知が生んだ兵器を前に、たかが人間が何故、こうも抗することができる？

　当然、地上制圧の切り札はまだ残っているが……まさか、本当にそれを切らねばならないかもしれない事態に陥おちいるとは予想外だ。……たかが人間を相手に。

　魔人は歯嚙みしながら左手を見る。そこには未いまだ落ちない、とある狂きよう人じんの返り血。

　──何度だって言うさ。人間とは、素す晴ばらしいものだ──

　──君はきっと思い知るだろうね──人間の可能性の偉い大だいさを──

　死の間際、彼の口から嬉き々きとして語られた言葉が……蘇よみがえる。

『そんなはずはない……人間は無力で矮小なる存在だ……より強大で大いなる力の前に翻ほん弄ろうされ、塵ちり芥あくたとなるしかない存在なのだ……だから私は……あの時……ッ！』

　魔人のどこか苦く悩のうと苦く渋じゆうに満みちた言葉を聞く者は、誰一人いない。




「着いた……ここが《炎の船》か！」

　船のメイン甲かん板ぱんに降り立ったセリカドラゴンの背から飛び降り、グレンが叫さけんだ。

　びゅうびゅうと風が吹ふき荒すさぶそこは、ここが船の甲板の上だとは思えないくらい、広々とした殺風景な平面が広がっている。

　地上から見上げたり、空から眺ながめただけではいまいちわからなかったが──《炎の船》はとても大きな船だった。言わば、マストと帆ほのない巨きよ大だいな戦列艦かんだ。マストの代わりにあるのは、立方体や直方体を積み重ねたような、奇き妙みような構造物である。

　近年開発が進んでいるとはいえ、まだまだ汽走式の甲こう鉄てつ艦より帆はん走そう式の戦列艦が海軍の主流であるこの世界において、見たこともない不思議な造形をしている。

　材質も一いつ切さいが不明で、紅あかい石のような金属のような物質で造られており、その船体の表面全体に、奇妙な幾き何か学がく紋様や文字がびっしりと刻まれているようであった。

「しっかし……一体、これ、どうやって空に浮うかんでるんだ……？」

「今はその議論に意味はないわよ、先生。……興味はあるんだけどね」

　そんなグレンの背後に、システィーナが降り立つ。

　続いて、ルミア、リィエル。

　ついに一行は、敵の根こん拠きよ地ちへと到とう達たつしたのであった。

「……ありがとうな、セリカ……随ずい分ぶんとお前に負担かけちまった……」

『…………』

　グレンはセリカを振り返る。甲板に鎮ちん座ざするセリカドラゴンの巨きよ軀くは、あの大量の敵の群れの中を強きよう行こう突とつ破ぱしたせいで、もうボロボロであった。

　そうでなくても連日の戦せん闘とうで、セリカは体力的にも魔力的にもすでに限界だろう。

「お前はここで休んでろ……何、すぐに帰ってくるさ。帰りもアッシー頼たのむぜ？」

『……ああ、行ってこい。……私は少し、休む』

　セリカドラゴンが、その真しん紅くの目で優やさしくグレンを見つめる。そして、その巨軀を丸めて目を閉じ、魔力の消しよう耗もうを抑おさえ、回復を図はかる活動休きゆう眠みん状態と移行した。

「ようしっ！　行くぞ、お前らッ！」

「は、はいっ！」

「ん」

　グレンを先頭、リィエルを殿しんがりに、一行は遥はるか先の構造物を目指し、駆かけだすのであった。




　甲板の上は閑かん散さんとしていて、誰もいない。防衛の守護者ガーデイアン達くらいは配備されているだろうと構えていたため、拍ひよう子し抜ぬけしてしまうほどだ。

　やがて、巨大な幾何学構造物が目前に迫る。その構造物の正面に大きな門がある。

　どうやら、あれが船内に潜せん入にゆうするための入り口らしい──グレンがそんな事を思った、その時だった。

　門の傍そばに、人が──いた。

「誰だれだ……ッ!?」

　その人物は壁かべに背を預けて座り込み、力なくだらりと手足を投げ出していた。全身が血まみれで、特に左胸部に大穴が開いており、一目でもう死んでいるとわかる。

　そして、何よりグレンを驚かせたのは──

「お前──ジャティスか!?」

「噓うそ……ッ!?」

　グレンが愕がく然ぜんと硬こう直ちよくし、システィーナが思わず口を塞ふさいで立ち尽つくす。

　見み紛まがうはずがない。その遺体は──ジャティス＝ロウファン、その人だったのだ。

「お前……なんでこんな所に……ッ!?」

　システィーナが硬直している前で、グレンは右手に拳けん銃じゆうを油断なく構えながら、淡たん々たんと作業のようにジャティスの遺体を検分していく。

　その結果──

「本人ジヤテイスだ……間ま違ちがいなく。……万が一にも、生体人形フレツシユ・ゴーレムや人工精霊タルパの類たぐいじゃねえ」

「ほ、本当に……ッ!?」

　信じられないとばかりに、システィーナが言葉を失う。

「なんで、コイツがここにいるのか、理由はわからん。単身乗り込んで魔人を討うつつもりだったのか……あるいは何か他の目的があったのか。……だが、確実に言えることは、ジャティス＝ロウファンは死んだんだ……」

　グレンとジャティスの、切っても切れないはずだった、積年の因いん縁ねん。

　それがこうもこんなにあっさり、呆気あつけなく終わってしまうのか？

「グレン。……ぼ～って、してる場合じゃないと思う」

「そ、そうよ、先生！　いくら極ごく悪あく人にんとはいえ、死人に鞭むち打うちたくないけど……これで良かったんですよ！　先生がこんな人に関かかわる必要なんてないんですから！」

　リィエルの呟つぶやきに、システィーナが同意する。

　……確かにそうだった。セラの仇かたきが結局討てず終じまい、というのは、少し後味の悪いものを残すが……こんな狂人と戦わずに済む。それに越こしたことはない。

　なかなか割り切れそうにない、複雑な心境ではあるが。

「……わかった。行くぞ」

　自分に言い聞かせるようにそう言って。

　グレンは一同を引き連れて、門をくぐり、船の内部へと潜入するのであった──




　──一行が内部に潜入して、少し進むと。

「ここだな？」

　気付けば、グレン達はいつの間にか、奇妙な空間の中にあった。

　壁も通路も床ゆかも、いつの間にか消えている。前後左右に広がるのは、銀砂のような星々が煌きらめく無限の宇宙にも似た空間だ。その何も無い場所に、グレン達は立っている。

　以前、タウムの天文神しん殿でんで通った《星の回かい廊ろう》と雰ふん囲い気きが似ていた。

「あ、明らかに空間が歪ゆがんでる……下手すると私達、一生ここから出られないかも」

　システィーナが戦せん々せん恐きよう々きようとしながら呟いていた。

「ルミア。お前は……本当に、これをなんとか出来るのか？」

　グレンがその名を呼ぶと、ルミアがしずしずと前に出る。

　そして、ルミアは一つ深呼吸して……

「はい」

　とだけ答えた。

「本当に!?　この空間、明らかに私達の時代の魔ま術じゆつでどうこうできるような代しろ物ものじゃないわ！　いくら貴女あなたの異能のアシストがあったとしても──」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、システィ」

　すると、ルミアは安心させるように、くすりと笑って。

「《門より生まれ出づりて・空より来たりし我・第一の鎖くさりを引き千切らん》……」

　不思議な響ひびきを持つ、呪じゆ文もんを唱えた──

　その時だった。

「──ッ!?」

　祈いのるように組んだルミアの両手が銀色に輝かがやき始めて──

　暗い空間をまるで月のように煌こう々こうと照らし始めて──




　そして──その時、不意にルミアの脳のう裏りに蘇るは、先日の夜の記き憶おく──




「──えっ!?」

　ルミアは驚おどろきに戸と惑まどうしかなかった。

　学院北の、迷いの森にて。

　人間をやめる覚かく悟ごは決まったか？

　自分の命を、皆みなのために捧ささげる覚悟は決まったか？

　ルミアに、そう覚悟を語るナムルスに……

「はい」

　ルミアが迷いなく、そう答えた……その次の瞬しゆん間かんだった。

　差し出されたナムルスの手が、ルミアの頰ほおを張るように横よこ薙なぎに動いたのだ。

　ナムルスには実体がない。当然、その手はルミアをすり抜ぬけただけ。

「……ナムルス……さん？」

　だが、意外なナムルスの行動に、ルミアはただただ驚きを隠かくせなかった。

『──馬ば鹿か』

　ナムルスが昏くらく静かに目を怒いからせ、堅かたく冷たい声でそう言った。

『どうして……貴女はいつもそうなのよッ!?　言ったでしょう!?　私は、貴女のそういうところが大だい嫌きらいなんだって！』

「ごめんなさい……私には、貴女が何に憤いきどおっているのか、わかりません……」

『ああ、そうよねッ！　貴女にはきっとわからないわッ！　くっ……やっぱり、あの子にはこのまま静かに眠ねむらせておくべきか……今世の依より代しろがこれじゃ……でも……』

　ナムルスはしばらくの間、迷いと苦く渋じゆうの表情で葛かつ藤とうして。

『……ルミア。私達について説明するわ。私達はね、〝人に与あたえる存在〟なの』

「……与える存在？」

『ええ、そうよ。心当たりあるでしょう？』

　異能・感応増幅者。だが、通常の魔力だけを増幅エンハンスさせる力ではなく、通常の魔術では成し得ないことを、成し上げさせてしまう謎なぞの力。

『深く考えなくていいわ。鳥が空を飛ぶように、魚が海を泳ぐように、私達はそういう存在なのだから』

「…………」

『私達に〝与えられた者〟は、一時的に人間の限界を大きく超こえた、桁けた外はずれの魔術演算処理能力を得ることが出来るわ。この《王者の法アルス・マグナ》と呼ばれる力は、人の使われていない脳領域と霊絡パスを強ごう引いんに拡張覚かく醒せいさせることで──ああもう、説明が面めん倒どうね。

　つまり、人間を魔導演算器に喩たとえるなら、現行の魔導演算器を、百世代くらい先の未来式魔導演算器へと、一時的に無理矢理アップグレードするようなものと思えばいいわ。

　でも、その未来式演算器はそもそも人間の規格を大きく逸いつ脱だつしたもの。ゆえに、人間にはそれが何なのか、何をやっているのか、理解、知覚すらできないわ。アップグレードに合わせて強引に開かれた霊絡が、〝魔力が増幅している〟と感じさせるだけ。

　貴女の能力が、カンノーフーゾク？　だっけ？　……卑ひ猥わいね。まぁ、いいわ、それとよく間違えられるのは、その辺りが原因じゃないかしら？』

「……どうして、貴女がそんなことを知って……？」

　だが、そんなルミアの問いを完全無視して、ナムルスが続けた。

『でも、貴女の《王者の法アルス・マグナ》を使っても、人間には《炎ほのおの船》に張られた歪わい曲きよく空間を突とつ破ぱすることは出来ない。なぜなら、アレはただの空間操作じゃない。アレに干かん渉しようする術式そのものが、今の人間の魔術の想定にないから。

　錠じよう前まえで固く閉とざされた重たい扉とびら……いくら押し開けるパワーがあっても、肝かん心じん要かなめの鍵かぎそのものがなければ、開けられないでしょ？

　アレは近代魔術モダンでも、古代魔術エインシヤントでもない……もっと旧ふるい力なの』

「なら、どうすれば……？」

『……貴女の真の力よ。そもそも《王者の法アルス・マグナ》なんて、貴女のその真の力を、とある人間に与え、扱あつかえるようにするためだけの、オマケみたいな能力だから』

　そう言って。

　ナムルスは、再びその手をルミアに差し出した。

　その実体のない幻げん影えいの手が──ルミアの胸の中に、ゆっくりと入っていく──

「な、ナムルスさん……ッ!?」

『貴女の真の力……それは〝鍵〟よ』

「……鍵？」

『そう。貴女はその〝鍵〟そのものだと言ってもいい……』

　そう言うと、手を突つっ込まれたルミアの胸部が突とつ然ぜん、輝き始める。

　白銀に……目も眩くらまん、圧あつ倒とう的な白の銀に、夜が切り裂さかれていく。

『一つ。……貴女が、貴女自身でもあるその〝鍵〟を、心から〝与えたい〟と思える男が……いずれ貴女の前に姿を現すかもしれない。……いい？　絶対にそいつに与えては駄目よ。貴女が貴女自身の意思と覚悟をもって、その〝鍵〟を使うの……ッ！』

「な、ナムルスさん……？」

　そして、ナムルスは、ルミアの中から、何かを引きずり出し始める──

　──徐じよ々じよに……徐々に……

『そして、もう一つ。……どうか忘れないで。その〝鍵〟は魔術より、もっと旧い力……魔術が、人の純じゆん粋すいなる願いを叶かなえるだけだった頃ころの……『原初の力』。魔術のように理性と理り屈くつで操あやつるものじゃない……願いと本能で操る魔法よ。だから──』

　それがルミアから引きずり出されるごとに、銀色の輝きは強くなっていき──

　そして──




「──《銀の鍵》よッ！　私の願いと求めに応こたえてッ！」

　グレン達の前で、ルミアは、白銀の輝きを放つ一本の〝鍵〟を掲かかげていた。

「なんだありゃ!?」

　グレンが驚きよう愕がくに目を剝むいた。

　その鍵は、こころなしか、ナムルスが先日見せた《黄金の鍵》と瓜うり二ふたつである。

　そして、ルミアがその《銀の鍵》を前に差し出し、何かに差し込むような仕草でそれを突き出して……くるりと回す。

　すると、ガラスが砕くだけるような音と共に、一瞬で周囲の宇宙空間に無数の亀き裂れつが走り──次の瞬間、空間が亀裂に沿って、ばらばらに砕け散って四散して──

「──ッ!?」

　気付けば、そこはごくごく普ふ通つうの通路となっていた。

「な、何、今の……魔術……？　ううん、魔術じゃ説明つかない現象だったわ……」

　啞あ然ぜんと夢心地ごこちで呆ほうけるシスティーナ。

「……すごい力。……わたしにはよくわからないけど」

　リィエルさえ、目を微かすかに見開いて硬こう直ちよくしている。

「《銀の鍵》。ナムルスさんが、一日だけ、私がこの力を使えるようにしてくれました」

「…………」

「ナムルスさんが言うには……この《銀の鍵》は、私の真の力であり、私自身でもある力だそうです。今はそれ以上のことはわかりません……」

　ルミアがその《銀の鍵》を大切そうに胸に抱いだきながら言った。

「この《銀の鍵》には〝空間を支配し、操る力〟があります。この力の使い方は……不思議ですね……私、なんとなくわかるんです。まるで、もう随ずい分ぶんと長い間、私はこの力と共にあった……そんな気がするんです」

「……ルミア？」

「この力がなんなのか……私が一体、何者なのか……私にはよくわかりません」

　ルミアがグレン達を振ふり返り、決意に満ちた表情で言った。

「でも……私は、この力を使って戦います。こんな私を受け入れてくれた、先生達を……学院の皆を守るために！　この命に代えても！」

　人知を超えた力。

　それに目覚め、そう語るルミアは、どこまでも頼たのもしく思える。

　だが──なぜだろう？　それはどこか──

「……ねぇ、グレン」

　リィエルがぼそりと、グレンだけに聞こえるように言った。

「今のルミア……わたしにはよくわからないけど……なんか、変。わたし……すごく心配……ルミア、なんか……いなくなっちゃいそう……」

　いつも通りの眠たげな無表情だが、どこか不安げで悲しげな顔のリィエル。

　リィエルの雑感に根こん拠きよなどない。だが、それは不思議と的を射ているような気がした。

　グレンが言いしれぬ不安に苛さいなまれていた……その時である。

　ざっ、ざっ、ざっ……

　通路の奥から、ゴーレム人形の群れが大挙して押し寄せているのが見えた。

　大分、戦力を吐はき出させたと思っていたが……どうやらまだまだ残っていたらしい。

（くそ……ッ！　ここでの消しよう耗もうは避さけたいんだが……ッ！）

　グレンが死し闘とうの予感に焦しよう燥そうを抱きながら、拳けん銃じゆうを構えると。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、先生」

　ルミアが、ふと、無防備に前に出た。

「私に……任せてください」

　そして、何だ？　と身構えるグレンとシスティーナの前で。

「皆のために……フェジテのために……あなた達に邪じや魔まはさせません……」

　ルミアがどこか虚うつろな瞳ひとみで、《銀の鍵》を前へ向けて……

　グレンが、その姿に、どこか言い知れない嫌けん悪お感と恐きよう怖ふを覚えた……その時。

「やめて」

　ルミアの手を、リィエルが敵を見み据すえながら摑つかんでいた。

「リィエル？」

「わたしにはよくわからないけど……その力は多分、なんかすごく、よくないもの……な気がする。ルミア、お願い……もっと、自分を大切にして？」

「…………」

　だが、対するルミアは不思議に落ち着き払はらい、何の動どう揺ようもない。ただ、何か覚悟を決めた聖者のような表情で、そこにあるだけだ。

　そんなルミアを、リィエルは微かに痛ましく流し見て……敵に振り返り、宣言した。

「わたしがやる」

「って、お、おい、リィエル!?」

　敵の数が多すぎる。まずは、作戦を立てるぞ。

　グレンがそう告げようと、リィエルの肩かたに手を伸のばすが──

　その肩は、すでに残像。

「いいいいいいやぁあああああああああああああ──ッ！」

　リィエルは、ゴーレム人形の群れに真正面から突っ込み、斬きり込んでいた。

　振り下ろされた大たい剣けんから巻き起こる壮そう絶ぜつな剣圧が、打ち寄せるゴーレム人形達の波を、文字通り、左右二つに割った。

「やぁああああああああ──ッ！」

　普ふ段だんから猪ちよ突とつ猛もう進しんではあったが、今のリィエルはそれ以上だ。

　その大剣を旋せん風ぷうのように振り回し、ゴーレム達を片かた端はしから吹ふき飛ばしていく。

　その獅し子し奮ふん迅じんさは鬼き気き迫せまるよう。ルミアに〝鍵〟は絶対にこれ以上、使わせない……その小さな背中が無言で語っていた。

（……リィエルも、今のルミアに何か違い和わ感を覚えて、リィエルなりに、ルミアの力になろうとしているのか……？）

　わからないが……あのままにしておくわけにもいかない。

「行くぞ、白しろ猫ねこ。……リィエルの援えん護ごだ」

　そう言って、グレンはリィエルの後を追うのであった。








第六章　彼女の戦い









　──戦いは続く。遥はるか空の上で、そして、地上の学院で。

　太陽が頂点を極きわめた正午から始まった戦いは激化しつつ──

　日はゆっくりと、ゆっくりと傾かたむいていく──




「《雷らい帝ていの閃せん槍そうよ》──《散》ッ！」

　ハーレイが呪じゆ文もんを唱えると、【ライトニング・ピアス】の雷らい閃せんが空に向かって放たれ──その雷閃が途と中ちゆうで無数の雷閃に分枝、それぞれが正確無比に敵を射い貫ぬく。

　瞬しゆん時じに十の敵が、ハーレイの一の呪文によって、同時に落とされた。

　ハーレイの超ちよう技ぎ巧こう『拡散起動』である。呪文の射程を十分の一に切り詰つめる代わり、それを十に分枝させ、呪文の威い力りよくを落とさず、多くの敵を同時に狙ねらうという技術である。

　だが、それだけの技巧をもって敵を落としても、ハーレイにいつもの余よ裕ゆうはない。

「ちっ……まだか、グレン＝レーダス……ッ！」

　空を見上げる。空から迫せまり来る敵兵力には切りが無かった。

　周囲で必死に弾だん幕まくを維い持じする生徒達にも、そろそろ疲ひ労ろうが目立ち始めていた──




「《高速結界展開イミツド・ロード・紅玉結界ルビー・サークル》──ッ！」

　中庭に、クリストフの声が響ひびく。

　すると中庭の上空に、炎ほのおの結界が形成される。次の瞬間、螺ら旋せん状に超高熱の炎が渦うずを巻き、飛来するゴーレム人形達を次々と焼き払い、マナの霧きりへと変えていった。

　当然、敵は【ルシエルの聖域】の中心基点である、この中庭にも舞まい降りてくる。

　クリストフは大挙して押し寄せてきた敵を押し戻もどすため、左手で【ルシエルの聖域】を維持しながら、右手で頭上に攻こう性せい結界を展開したのであった。

　迫っていた敵を充じゆう分ぶんに焼き払い、クリストフが一いつ旦たん、攻性結界を解除キヤンセルすると。

「ナイスじゃ、クリ坊ぼう！」

　そこにバーナードが、鋼ごう糸しのワイヤーを伝って、空から飛んでやってくる。

「大丈夫ですか？　バーナードさん」

「かーっ！　いっちょまえに、小こ僧ぞうめ！　わしの心配なぞ百年早いわい！」

　若い者にはまだまだ負けん、とばかりにガッツポーズするバーナード。

「各校舎の戦せん況きようは非常に安定しておるわい。まだしばらくは大丈夫じゃ。なーに、なんかありゃ、通信魔ま導どう器で各指揮官へすぐに指示出してやるわい」

「最前線で好き勝手暴れているようで、ちゃんと戦況全体を把は握あくしている……それがバーナードさんの凄すごいところです」

　クリストフは信しん頼らいの笑えみをくすりとバーナードへ向けた。

「じゃが、クリ坊よ。【ルシエルの聖域】の状態は、どうなっておる？」

　すると、バーナードの問いに、クリストフが少し深刻そうに答えた。

「残念ながら……生徒さん達の負傷による一時撤てつ退たい、防ぎきれない校舎へのダメージ……結界維持率は徐々に下がっています……現在は83％」

「うーむ、じりじりと下がってきておるのぅ……」

「今はまだ、高い士気で維持率の減少を抑おさえていますが……恐おそらく、崩くずれる時はあっという間に崩れるでしょう」

「それまでが勝負……むぅ、やはり全生徒達を強制的に総動員すべきだったのう？」

「いえ、バーナードさんの判断が正解でしたよ」

　渋じゆう面めんのバーナードに、クリストフが揺ゆるぎなく確信している表情で言った。

「士気の低い生徒達を前線に出せば、その士気の低さは他の生徒達にも伝でん播ぱし、結果、戦力的にはマイナスになります。頭数が何より重大な戦局もありますが、この局地的な防衛戦では、士気の高い有志の生徒達のみで戦う、今の手が最善手です」

「そうか……じゃが、やはり子供達に戦わせるのは、大人として心苦しいのう……」

「悔かい恨こんも後悔も後です。……敵、次波、来ますよ」

　そして、そんな風に語り合う二人のもとへ、さらに敵が空から押し寄せる──




　その一方、魔術学院校舎の地下区画の一番の大部屋にて──

　ここには、地上の戦いで負傷してしまった者達が、東西南北の校舎を短たん距きよ離り転移魔術で遊ゆう撃げきするツェスト男だん爵しやくの、遠えん隔かく転送魔術によって送られてくる。

「皆みなさんッ！　大丈夫！　絶対に大丈夫ですからねっ！　私がついてますからっ！」

　そんな負傷者達に、学院の法医師セシリアを筆頭とする、有志の生徒達で編成された救護隊が、不休で必死に法医治ち療りようを続けていた。

「《慈じ愛あいの天使よ・彼かの者に安らぎを・救いの御み手てを》──ッ！」

　ことこの大事に至って研とぎ澄すまされ、完全覚かく醒せいしたセシリアの技量は凄すさまじく、どれほど生死に関かかわる負傷をした者の一命をも、取り留めさせ続けていた。

「うぅ……痛い……熱い……」

「リンさんっ！　そこの彼の腕うでを縛しばって！　先に法医呪文ヒーラー・スペルをかけていてくださいっ！」

　セシリアが特に重傷な者を中心に、鬼気迫る勢いで看みて回りながら、救護隊の生徒達に次々と指示を飛ばしていく。

「は、はいっ！」

　普段、気弱で引っ込み思案なリンも、この時ばかりはおどおどとはしていられない。

「大丈夫……大丈夫ですから……絶対、助かりますから……ッ！」

　少しでも多くの人を助けようと、臆おく病びような自分でもできることをしようと、リンはマナ欠けつ乏ぼう症しよう気味でふらふらになりながら、必死に人を癒いやし続ける。

　そして、その時。

「……迷めい惑わくかけたね」

　部屋の端はしで肩の負傷の手当てを受けていたギイブルが、杖つえをついて立ち上がっていた。

「ぎ、ギイブル君っ!?　どこ行くの!?」

　それに気付いたリンが、慌あわててギイブルへ駆かけ寄った。

「戦列に戻る。……僕はまだやれる」

「そんな、まだ怪け我がが完全に治っては……しばらくじっとしてないと……ッ！」

　黙だまって再び屋上へ向かおうとするギイブルを、リンが引き留めようとするが。

「僕が抜ぬけた穴で、他の連中の危険度が上がるんだぞ？　……ごめんだね、そんなの」

　素っ気なくリンの手を振ふり払って、ギイブルは駆け出していた。

「……うぅ……せめて……どうか、気をつけて……」

　リンはその背中を祈いのるように見つめ……そして、気分を切り替かえて、今、自分に出来ることに専念しようと、再び負傷者の手当てに戻る。

（……皆……先生……どうか……どうか、無事で……ッ！）

　外で戦うクラスメート達、空の上で戦うグレン達。

　その無事を、ただひたすら祈りながら──リンはリンの戦いを必死に続けるのであった。




　負傷を押して救護場を後にし、迷いなく地上階への階段を目指すギイブルを。

　廊ろう下かの角から、そっと眺ながめる者がいた。

「……どうして……どうしてだよ……？」

　……クライスであった。

「皆、どうしてそこまで戦えるんだよッ!?　怖こわくないのかよ……ッ!?」

　その廊下には、クライスやエナなど、多くの生徒達が膝ひざを抱かかえて座り込み震ふるえている。

　外の戦いにも、校舎内の結界維持にも参加しなかった生徒達だ。

　彼らは前線で戦うことの、立ち向かうことの恐きよう怖ふに抗あらがえず……ただただ、無力な一いつ般ぱん市民のように、こうして安全な地下に退たい避ひすることを選せん択たくした者達であった。

「俺達に何が出来るっていうんだよ……もう終わりなのに……戦っても、皆、どうせ【メギドの火】で死ぬだけなのに……なのに……なんで戦えるんだよ……ッ!?」

　頭を抱えて蹲うずくまるクライスの呻うめきは……戦うことを放ほう棄きしてしまった、その場の者達の総意であった。

　なぜ？　どうして、俺達がこんな理り不ふ尽じんな目に？　居もしない事態の責任者を探して、自分は何も悪くないと、思考停止のどん詰づまりに行き詰まった……敗北者であった。

「そうだよ……お、俺達は何も悪くない……だから、何もする必要はない……あのルミアが俺達のために戦うのは当然だし、戦いたい酔すい狂きようなやつだけ戦えばいい……ッ！　そうだよ、そうに決まってる……ッ！」

　なのに、なぜだ？　なんなんだ？　この罪悪感と底知れない自己嫌けん悪おは。

　答えの出ない葛かつ藤とうに、クライス達が頭を抱えていると……

『はぁ……呆あきれた。心底、呆れた。……貴方あなた達、馬ば鹿かじゃないの？』

　蔑さげすむような言葉が、不意に廊下に響き渡わたった。

　どこにでも姿を現す神しん出しゆつ鬼き没ぼつの異い形ぎよう少女──ナムルスだった。

「誰だれだよ、お前!?　る、ルミア＝ティンジェル……いや、違ちがう……？　それになんなんだよ、その背中の妙みような翼つばさは……ッ!?」

『誰でもいいでしょ。それにこれはただの飾りフアツシヨンよ。気にしないで』

　ふん、鼻を鳴らすような仕草で、ナムルスは素っ気なく切り捨てた。

『……それよりも。貴方達、本当にそれでいいわけ？』

「──ッ!?」

『余計なお世話かもしれないけど。貴方達、このままここで何もしなかったら、この先、一生後悔する……そんな顔してるんだけど？』

「そ、そんなわけ、ないだろ!?　だって、俺達は何も悪くない！」

『……じゃあ、なんでここにウジウジ留とどまっているのよ？　さっさと学院から逃にげればいいでしょ？　その方が、余よ程ほど安全だわ』

「そ、それは……だって今は、緊きん急きゆう待機令が……ッ！」

『本当に中ちゆう途と半はん端ぱね、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。この状じよう況きようで緊急待機も糞くそもないわよ、まったく』

　すると、ナムルスは突とつ然ぜん、手を掲かかげた。

『まぁ、どうでもいいわ。それよりも、まだ、ここに留まってウジウジしてるくらいなら……貴方達、せめてこの戦いの行く末を見届けなさいな』

「……えっ？」

　するとナムルスの手が輝かがやきだして──その光を受けて、廊下に映像が映し出される。

『あの子は……ルミアは、貴方達のためにも戦ってるんだから……その結末を見届ける……それが、せめてもの貴方達の義務よ』

　そして。

　その映像に映し出された光景は──




《炎の船》内部でも、激しい戦いは続いていた。

「くそッ！　まだ結構、居やがるなッ!?」

　船内の廊下を、グレン達が駆け抜けている。

　その後を追うように、船内に配備されたゴーレム達が隊列を組んで迫ってくる。

　極力、無む駄だな戦せん闘とうと消しよう耗もうは避さけたかった。

　だが、そうこうしているうちに、前方からも敵が、群れをなしてやってくる──

「せ、先生、どうしますッ!?」

「やるしかねえなッ！」

　駆けながら、グレンが拳こぶしを、リィエルが大たい剣けんを構えた。

「俺とリィエルがまず初撃を入れて離り脱だつッ！　白しろ猫ねこが追撃ッ！　前を速そつ攻こうで片付けて、後ろに対処だッ！　いいなッ!?」

「ん！」

「はいっ！　《冴さえよ風神・──》」

　システィーナが足を止めて、呪文詠唱スペリングを開始。

「うぉおおおおおおおおお──ッ！」

　同時に、グレンとリィエルが強く踏ふみ込んで、敵の群れの中へ一気に飛び込む。

「ふぅ──ッ！」

　グレンが空気を裂さいて真まっ直すぐ振るう拳けん打だが。

「いいいいいやぁああああああああああああああ──ッ！」

　リィエルが旋せん風ぷうのように振り回す斬ざん撃げきが。

　隊たい伍ごを組むゴーレム達の先頭戦列を容よう赦しやなく蹴け散ちらし、吹ふき飛ばし、足止めさせ──

「《──・剣振ふるいて・天駆けよ》ッ！」

　その刹せつ那な、システィーナの呪じゆ文もんが完成する。

　同時に、グレンは天てん井じよう付近まで跳ちよう躍やくし、リィエルは片かた膝ひざをついて身を屈かがめ──

　そんな二人の真ん中を、巨きよ大だいな風の刃やいばが神速で吹き抜けた。

　黒くろ魔ま【エア・ブレード】。

　横一文字に放たれた真空刀が、前方のゴーレム達を悉ことごとく上下に両断し──殲せん滅めつ。

「よっしゃ！　次──」

　グレンが着地ざまに振り向き、リィエルも立ち上がりざまに後方へ跳躍しようとして。

　──二人は一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくした。

「…………」

　なんと、ルミアが一人で、後方から迫せまる大量のゴーレム達へと歩み寄っていたのだ。

「お、おい──ルミアッ！　馬鹿、下が──」

　グレンは慌てて警告の言葉を発しようとするが──それは途と中ちゆうから永遠に失われた。

　ゴーレム達へしずしずと歩み寄るルミアが、その手の《銀の鍵かぎ》を前に差し出して……

　がちり、と回すような仕草をする。

　と、その時、不思議なことが起こった。

　そのゴーレム達がいる廊下の風景が、光の枠わくで長方形型に切り取られ──

　その長方形の平面風景が、そのまま、まるで回かい転てん扉とびらのように、ぐるんと回転した。

　風景の回転扉の向こう側に無限の宇宙が広がっているのが、一瞬、見えて。

　やがて、風景の回転が終わると。

　──ゴーレム達だけが、綺き麗れいさっぱりと、その場から消えていた。

「な、なんだ、今の……？」

　グレンも、システィーナも、リィエルさえも、ぽかんとするしかない。

　明らかに──人の範はん疇ちゆうを大きく超こえた、〝異常過ぎる力〟だ。

「……彼らを異次元空間へと追放しました。ああいう単体の非生物は、強い力を持っていても存在が小さく、世界との縁えんが弱いので送りやすいんです」

「ルミア……お前……？」

「段々……思い出してきました。ううん……私の中の誰かが教えてくれるんです……この〝鍵〟の使い方を……」

　ルミアは愛いとおしそうに《銀の鍵》に触ふれる。

「……私、嬉うれしいんです。今までは、先生やシスティ、リィエルに……守られているばかりだった……でも、私にはこんな力があった……この力で、先生達や皆みんなを守るために戦える……それが、とても嬉しいんです……」

　グレン達はそんなルミアの姿に、底知れない危あやうさを覚えた。

「行きましょう、先生。……私も戦います。そして、皆を守ります。この命に代えても……それが、私の使命なんです」

　グレンは迷った。《銀の鍵》……その凄すさまじい力それ自体に恐おそれはない。

　他ならぬルミアが振るうのだ。間ま違ちがった使い方などするであろう筈はずもない。

　問題は──ルミア自身だ。

　グレンも前々から薄うす々うす感じていた、ルミアの歪ゆがみ。他者のために、自分の順位が極きよく端たんに下がってしまう──それが今、悪い意味で浮うき彫ぼりになってしまっている。

　本来、人間はまず、何が何でも自分のために生きなければならないのだ。それが生物の本能であり、あるべき自然な形なのだ。

　まず、自分がある程度満たされて、初めて他者に何かを与あたえる権利を得る。初めて他者に優やさしくなれる。赤せき貧ひん聖者の無む償しようの奉ほう仕しなど、狂きよう人じんと一いつ緒しよ。あってはならない。

　それは人間の、生物の本来あるべき姿ではないのだ。

　明らかに、致ち命めい的な何かを代だい償しようにするだろう《銀の鍵》の力。

　下手に『力』を得てしまったことで……今、この状況で追い詰つめられていたルミアの中で、何かのタガが外れてしまったような……そんなイメージ。

　使わせるべきじゃない。それを使うには、ルミアはまだ精神的に幼い──

「ルミア……《銀の鍵》はもう使うな」

「えっ？」

　ルミアが、なぜ？　とばかりに、きょとんと不思議そうに小首を傾かしげる。

「リィエルがさっき言ったとおりだ。俺達がなんとかしてやる。もっと、俺達を頼たよれ、信しん頼らいしろ。お前だけが、そんな人外の力を背負うべきじゃねえ……」

　だが。

「でも、それじゃ駄だ目めなんです」

　そこに、いつもの素す直なおなルミアはいなかった。

「……私が……皆を助けないといけないんです。そのためなら、私は──」

「お前……」

　駄目だ。今のルミアは頑かたくなに過ぎた。

　無理もない。同世代の者よりは多少、大人びているとはいえ、まだ十六歳なのだ。

　フェジテを襲おそったこの未み曾ぞ有うの危機に、精神的に追い詰められ、何かを必要以上に気負ってしまったルミアに、グレンの言葉は届かない。

　このままでは、何かを切っ掛かけに、ルミアは《銀の鍵》を際限なく使い始めて──

「せ、先生……時間が……」

　システィーナもルミアに何か物言いたげだが、苦く渋じゆうの表情でそう告げるしかない。

「わかっている。行くぞ……」

　今は問答している暇ひまはない。やむをえず、グレン達は先へ進み始める。

　言葉を交かわさずとも、グレンもシスティーナも、リィエルさえも。

　その時、胸中に思っている言葉は一緒だった。

　──自分達が頑がん張ばらねば。……ルミアのために。《銀の鍵》を使わせないために。

　そんなグレン達の胸中は露つゆ知しらず、当のルミアは、揺ゆるぎない高潔な決意に満ちた、穏おだやかな表情をしていた。




　先を急ぐグレン達。

　それから先の行程では、まるで噓うそのように敵の攻こう勢せいは止まった。

　これ以上、グレン達に雑兵を差し向けても無駄と悟さとったか、はたまた別の理由か。

　それは──グレン達にはわからない。

　船内に幾いくつかの扉とびらや部屋はあるが、道はほぼ一本道であった。

　よって、グレン達は探査系魔ま術じゆつを使って船内の構造を把は握あくしつつ、拍ひよう子し抜ぬけするほど迷うことなく、《炎ほのおの船》の最深部へと向かって進んでいく──

「……不気味だな。いくらなんでも順調すぎる」

　廊ろう下かの先頭を走るグレンが、不意に呟つぶやいた。

「確かに、学院防衛組の奮ふん闘とうによる陽動が効いている……とは思うが……」

「出来すぎている……あの魔人が何かを策しているってことですか？」

「ああ、そうだ」

　システィーナの問いに、グレンが神しん妙みようそうに頷うなずいた。

　確かにシスティーナも少しおかしく思い、油断なく周囲を警けい戒かいしながら、童話『メルガリウスの魔法使い』のストーリーラインを頭に思い浮かべてみる。

（作中、《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロが登場するのは大きく二回……一回目はラースの国で《炎の船》に乗って……二回目は最終章、魔都メルガリウスでの決戦にて……）

　この内、件くだんのプロット崩ほう壊かい……ご都合主義デウス・エクス・マキナが起きるのは二回目の戦いだ。

　唐とう突とつに登場した〝正義の魔法使いの弟で子し〟が、小さな棒で突つくとかいう、なんだかよくわからない手段で、アセロ＝イエロをあっさり倒たおしてしまう。多分、アセロ＝イエロを強く設定しすぎて、著者ロランも扱あつかいに困ったのだろう。

（ていうか、いつの間にか、ただの童話を普ふ通つうに魔将星攻略の鍵にしちゃってるわね）

　そうは思うが、今はわらにも縋すがりたい気分だった。

（さて……一回目は確か、ラースの国を救うため、正義の魔法使い様ご一行が、とあるドラゴンに乗って、《炎の船》を破は壊かいするために、殴なぐり込むんだったっけ……？）

　こんな所まで一緒だと、苦笑いするしかない。

（そして……《炎の船》の中に攻せめ込んだ、正義の魔法使い様、ご一行は──）

　そこまで思い出して、システィーナは、はっとした。

「せ、先生っ！　気をつけてくださいっ！」

　システィーナの上げた警告に、グレンとリィエルが振ふり返った。

「どうした!?」

「すみませんっ！　今、思い出しました！　《鉄騎剛将》アセロ＝イエロは、《炎の船》内部の空間を自由に操あやつることが出来るんです！」

「なんだと？」

「正義の魔法使いとの戦いでは、それを利用して、《炎の船》に乗り込んだ正義の魔法使いと、彼の仲間達を、別々の空間に分断してしまいました！　ひょっとしたら、私達にもそれを仕し掛かけてくるかもしれませんっ！　私達、もっと集まって行動を──」

　と、その時、それに気付いてしまい、一行は一いつ斉せいに足を止めた。

「ルミアのやつ……どこ行った？」

　そう。いつの間にか。本当にいつの間にか。

　ほんのさっきまで、その足音と息づかいが聞こえていたのに。

　今や、ルミアの姿は──どこにもなかった。

　しまった、やられた……システィーナが悔くやしげに歯は嚙がみする。

　今は手元に『メルガリウスの魔法使い』がないし、あっても読み返している暇などなかったとはいえ、なんで、もっとよく最初から思い出しておかなかったのか──

「ルミア……ルミアァ──ッ!?　どこ!?　返事をして!?」

「……落ちつけ」

　グレンも顔に拭ぬぐいきれない焦しよう燥そうを浮かべつつも、システィーナを宥なだめる。

「自分を見失っている場合じゃねえ。今からでも、急いでルミアに追いつくしかねえ」

「そ、それは、そうですけど……でも……ッ！　でもぉ……ッ!?」

　狼狽うろたえきり、今にも泣き出しそうなシスティーナ。

　その原因はよくわかる。遠い子供の頃ころ、グレンが夢中になって読んだ『メルガリウスの魔法使い』。今となっては、その内容をほとんど忘れてしまっているが……

　グレンも、思い出してしまったのだ。

　正義の魔法使いと分断された仲間達は──その先に現れたアセロ＝イエロの手によって、皆、無む惨ざんに殺されてしまったのだ。正義の魔法使いは間に合わなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だ……ッ！」

　今にも泣き出しそうなシスティーナと、自分にも言い聞かせながら。

　グレンは、ルミアに追いつくため、再び駆かけ出し始めた。




　──。

　──特に、恐きよう怖ふや動どう揺ようはなかった。

　むしろ、ほっとしたような、ありがたいような……そんな気分。

　それが正直な感想だった。

「…………」

　ルミアは、不思議なほど落ち着き払はらって、ただ一人、延々と続く通路を歩いていた。

　今の《銀の鍵かぎ》に目覚めた自分には、このあまりにも唐突なはぐれ方が、敵の空間操作であり、自分が意図的にグレン達と遠ざけられた……というのが直感的にわかった。

　そして、敵の狙ねらいが、自分ルミアであることも──

　だが、それでいい。あの魔人の狙いが自分であるならば、それはそれでいいのだ。

　グレン、システィーナ、リィエル──ルミアの大切な、愛いとしい人達。

　彼らを危険な目に遭あわさずに済む。

　人間を超こえた化け物に、人間が勝てる道理はない。至し極ごく、真っ当で単純な理り屈くつ。

　化け物を倒すのは、いつだって人間？

　それは、ただの人間至上主義者の理由無き願望──否いな、妄もう想そうに過ぎない。

　この世界には、ちっぽけな人間では決して覆くつがえせない、絶対的で絶望的な壁かべというものが確実に存在する──今のルミアにはそれが、理屈でなく魂たましいで理解できる。

　例えば……自分の内に、ひっそりと眠ねむる、もう一人の自分の存在──

　化け物は、同じ規格の化け物でしか、抗こうし得ない。至極、真っ当で単純な理屈。

　アセロ＝イエロ──魔将星は、人間をやめた正しよう真しん正しよう銘めいの化け物だ。

　なれば──同じ化け物である、私が一人で戦うべきだろう。だから──

　望むところ……ルミアは胸中でそう呟いて、歩を進めた。

　やがて、ルミアは大きな門を発見し、そこを迷いなく、くぐる。

　そこは──広い半楕だ円えん状の大広間であった。

　その半楕円のカーブに沿うように、巨きよ大だいな黒いモノリスがずらりと無数に並んでいる。床ゆかには禍まが々まがしい幾き何か学がく紋もん様ようが折り重なるように刻まれている。

　がらりと閑かん散さんとしたその広間の最さい奥おうには、玉座のような席。

　そこに──

『……ようこそ、ルミア＝ティンジェル』

　魔人が悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけていた。

『流石さすがに驚おどろいたぞ。まさか……貴女あなたが《銀の鍵》に目覚めていたとは……』

　ルミアが、その魔人へ向かって、無言で歩み寄っていく。

『成る程ほど。……現状維い持じ派の連中が、今の貴女で完成だ、充じゆう分ぶんだ、と大おお騒さわぎする筈はずだ……まさか、貴女がその域まで完成されていたとは……な』

　魔人がおかしそうに、肩かたを震ふるわせている。

『だが、私に言わせれば、未まだ不充分。偉い大だいなる大導師様のため……そして、我が主のために……私にはもっと、完全なる貴女が必要なのだ』

「ごめんなさい。貴方達の都合は……知りません」

　ルミアは真まっ直すぐと魔人を見み据すえた。

「私は貴方あなたを倒します。フェジテのために……皆みんなのために。……この命に代えても」

　すると。

　しばらくの間、魔人はルミアをフードの中の闇やみの奥からじっと眺ながめて……

『……成る程。やはり、貴女はあの方にそっくりだ……これは私ではなく、アセロ＝イエロの記き憶おくではあるがな』

「……？」
















『もっとも、あの方の器うつわとして誕生したのだから、それも当然か……』

　そして……魔人はゆっくりと立ち上がり……ルミアの前に立った。

『聞こう。戦い方はわかるか？　……その力の使い方は？』

「……わかります」

　ルミアは恐おそれも虚きよ勢せいもなく、それが当然であるように応じた。

「貴方こそ、心してください。今の私は多分……システィよりも、リィエルよりも……そして、先生よりも……強いです」

『そうか。ならば、いいだろう』

　最後にそう言って、魔人はルミアに向かって構えた。

『ルミア＝ティンジェル。我が悲願のため──その命、貰もらい受けるッ！』

「アセロ＝イエロ。私が愛する人達のために──私が貴方を滅ほろぼします！　この私の命に代えてもッ！」

　互たがいにそう言い合って。

　魔人が闇の霊気オーラを纏まとって、手刀を構え──

　ルミアが、白銀に眩まばゆく輝かがやきだす《銀の鍵》を構える。

　人知を超えた戦いが──此こ処こに始まった。








第七章　死し闘とうの果てに









　それは──まさに人知を超えた戦いだった。

　人の常識がまるで通用しない魔ま境きようの戦いだった。

「ふ──ッ！」

　ルミアが頭上に《銀の鍵》を掲かかげ、ぐるりと捻ひねる。

　頭上の空間が、ガチャリとまるで扉とびらのように開き──その奥から、同位相高次領域からの無限エネルギーが噴ふき出して奔ほん流りゆうし、魔人を押し流さんばかりに襲おそう。

　局地的に【メギドの火】にも匹ひつ敵てきする威い力りよくが、魔人を吞のみ込み──

『ふはははははははははははは──ッ！』

　だが、魔人は左右の手刀でそれを難なく切り開きながら、ルミアへ猛もう然ぜんと迫せまる。

「──くっ！」

　ルミアが身を翻ひるがえし、《銀の鍵》を斜ななめに振るう。

　その[image: ]ほとばしる銀の軌き跡せきに沿って、ルミアの見た風景が、空間が──斜めに裂さけた。

　知る人ぞ知るだろう。その銀閃は全すべての存在をその空間ごと斬きり裂く空間断絶攻こう撃げきだ。

『──流石さすがにその攻撃は頂けないかッ！』

　無限の虚きよ無むが裂けて差し込むその空間を、魔人は横っ飛びに素す早ばやく離り脱だつして──

「《■■■■》ッ！」

　何事か呪じゆ文もんを唱えた。古代魔術エインシヤントだ。

　その刹せつ那な、魔人の頭上に数十本の、闇で形作られた剣けんが出現し──

　漆しつ黒こくの流星群となって、ルミアの頭上に雨あられと殺さつ到とうする。

「──まだです」

　ルミアがさらに《銀の鍵》を掲げ、捻る。

　頭上の空間に開いた〝隙すき間ま〟が、その漆黒の流星群を、悉ことごとく吸い込んで──

　弧こを描えがくように渦うず巻まく黒こく影えいの旋せん風ぷう。

『なるほど、やる！』

　その隙すきにルミアの背後を取った魔人が、ルミアの首を撥はね飛ばそうと、横一文字に手刀を振ふるう。

　その刹那、ガチャリ。

　ルミアの鍵音が響ひびき渡わたり──ルミアと魔人の立ち位置が瞬しゆん時じに入れ替かわる。

　魔人を内包する空間と、ルミアを内包する空間、それらが瞬時に入れ替わったような、そんな光景。

　今や、魔人の背後を取ったのはルミア。

　これで終わりと、ルミアが《銀の鍵》を──振るう。

　再び、空間断絶攻撃──眩き銀線が斜めに、文字通り空間を斬り裂く。

　だが、魔人もさるもの、裂けた空間から、既すでに神速で離脱していた。

「くっ──なら、貴方を異次元へ追放します──ッ！」

　ルミアが身を屈かがめ、《銀の鍵》の先せん端たんで床を突つき、捻る。

　ガチャリ。その場の空間の全てが、まるで風景画を描いたガラスに無数の亀き裂れつが入ったようになり──不意に粉々の破は片へんとなって、割れ砕くだけた。

　ガラガラと崩くずれ落ち、現れた無限の虚無の底へと落ちていく、空間の破片──

「墜おちて──ッ！」

　そのまま足場を失った魔人は、虚無の底へと、どこまでも──

　──墜ちなかった。

「!?」

　ルミアと同様、魔人は何もない虚無の空間の中、依い然ぜんとして、そこに立ち続ける。

　やがて──

　まるで夢か幻まぼろしかのように、風景がもとの《炎ほのおの船》の船内のものへと戻もどった。

「くっ……存在が大き過ぎて、送れない……」

《銀の鍵》の空間追放は、その見た目に反して、物理的にどこかへ追放しているのではない。その存在の肉体、霊れい魂こん、精神を、この世界の縁えんから切り離はなし、別次元に強制転送する術である。

　当然、意思と力をもって、抵てい抗こうされれば失敗するのだが……

（今……全力で《銀の鍵》の力を振るったのに……）

　想定以上の魔人の強大さに、ルミアの心に僅わずかな焦しよう燥そうが刺さすのであった。

（まだ、駄だ目め……足りない……もっと力を《銀の鍵》から引き出さないと……ッ！）

　ルミアが厳然たる決意をもって《銀の鍵》を、強く握にぎりしめた……その時だった。

『……ふっ。……貴女はそれでいいのか？』

　魔人が、何かを試ためすように嗤わらった。

『気付いているのか？　見よ、その見るも悍おぞましい、其その身の異い形ぎようを……』

「──ッ!?」

　この時……ルミアは最も早はや、ルミアではなかったのかもしれない。

　その目は虚うつろ。いつもの優やさしげな眼まな差ざしはどこへやら、無限の虚無色を湛たたえている。

　そして──いつの間にか、その背中には、蝶ちようの羽にも似た異形の翼つばさ──ナムルスとまったく同じもの──が展開されていた。

『理解しているのか？　貴女がその《銀の鍵かぎ》を振るう度たび、人間を離れていくのだ。貴女という存在が失われていくのだ。一度、己おのがむき出しの魂と向き合うが良い──』

　魔人が、ルミアにそう告げた瞬しゆん間かん──




「！」

　気付けば、ルミアは何もない、どこまでも蒼あおい空だけの世界に、一人立っていた。

　そこには時間も、上下左右の概がい念ねんもない。

　ただ、遠く果てない、蒼い無限の空だけで完結した、その世界──

　直感的に、ルミアはそれを己の精神世界だと……夢と現実の狭はざ間ま、意識と無意識の境界に形作られた、自分の領地である……と理解した。

　そして、自分の目の前に、この世界で唯ゆい一いつ存在したのは──もう一人の自分。

　ナムルスと同じ極ごく薄うすの衣い装しように身を包み、同じ異形の翼を持つ、もう一人のルミアだ。

　その身体からだの所々に、まるでジグソーパズルのピース抜ぬけのような、小さな穴が開いて不完全ではあるが……もうほとんど、それはルミアの形をなしていた。

『…………』

　そのもう一人のルミアは両手を広げて、だらりと脱だつ力りよくし、その翼と両手足、全身を、無数の鎖くさりで雁がん字じ搦がらめに戒いましめられている。

　何もない空の世界にただ一人、無数の鎖に吊つられた少女。

　その有様は、まるで十じゆう字じ架かに磔はりつけされた聖女のようで──

　不意に、ルミアの持つ《銀の鍵》が白く輝き出す。

　すると、もう一人のルミアを戒める鎖の内の一本が不意に千切れて。

『……ようやく会えたね、もう一人の私』

　もう一人のルミアが不意にぱちりと目を覚まし、ルミアへ対して陽ひだまりのような笑えみを向けるのであった。

『でも、貴女の役目は、もうお終しまい。後は……私に任せて？　……ね？』




　──そこは精神世界。外界の時の流れとは切り離された世界。

　故ゆえに、その邂かい逅こうは──何の隙にもならない、ほんの阿あ頼ら耶やの時の出来事。

　だが。

　ルミアは──確かに、忌いまわしい彼女じぶんと、出会ったのだ。

「…………」

『理解しただろう？』

　魔ま人じんは押し黙だまるルミアへ、死し刑けい宣告のように告げた。

『その鍵は、貴女という本来の存在を殺す。いや、貴女を本来の存在へと生まれ変わらせる……というべきか。いずれにせよ、このままその鍵を使い続ければ、貴女という存在は消えてなくなる』

　びくり、と。その一瞬だけ、ルミアの肩かたが微かすかに震ふるえた。

『貴女も理解をしているのだろう？　たとえ、この戦い、私を討うち滅ぼしたとしても……その時、その先、もう自分はこの世界に存在しないのだと。貴女の自我は阿あ摩ま羅らの海へと消え、何者かが自分にとって成り代わるのだと』

「……ッ！」

『それで良いのか？　己おのが身を犠ぎ牲せいにして、他者の幸福を願うことに……一体、なんの意味がある？　貴女は本当にそれで良いのか？　満足なのか？』

　そんな試すような魔人の問いに。

「……いいんです」

　ルミアはきっぱりと迷い無く応こたえた。

「元々、私はこの世界には居てはいけない存在でした。お母さんも……先生も……システィも……リィエルも……そして、皆みんなも……私のせいで傷ついてしまった……」

『…………』

「だから、いいんです。私という存在一つと引き換かえで、皆が救われるなら……私はこの身を捧ささげます……それが……私の真の願いです」

　だが、そんな真しん摯しなるルミアの願いを。

『……愚おろかな。やはり貴様も、あの狂くるえる《正義》となんら変わらぬ』

　魔人は一いつ笑しように付した。

『……否いな。己の全てを愛する者に与あたえる──元より貴女はそういう存在だったな。器うつわが変わった所でその本質はそう簡単には変わらぬか……ならば、最早、問答はすまい』

　そして、魔人はルミアに向かって、左右の手刀を構える。

　その闇やみ色の霊気オーラがさらに激しく立ち昇のぼり──その存在感が際限なく膨ふくれ上がる。

『来い。不出来なる『空の巫女みこ』の器よ。己が無む謬びゆうの愛に殉じゆんじ、そして死ね』

「させない……私は皆を守る！　私は、私が愛する全ての人達を守る！」

　ルミアも再び《銀の鍵》を構える。

　それでいいんだよ……と。誰だれかがルミアの耳元で囁ささやく。

　そして、その《銀の鍵》から、さらなる神々まがまがしい白銀の光が、溢あふれた。

　その瞬間──己の内にあるもう一人の自分を戒める鎖が……一つ、また一つと千切れていく感覚と、自分が希き薄はくになっていく喪そう失しつ感があった。

　それでも、ルミアは──

「やぁああああ──ッ！」

　──《銀の鍵》を使い続けるのであった。




「ぜぇ……ぜぇ……クソッ！　切りがねえなッ！」

「いいいいやああああああああああああああ──ッ！」

　グレンの拳けん打だが、リィエルの大剣が。

　津つ波なみのように押し寄せるゴーレム達を押し止とどめ──押し戻し──蹴け散ちらす。

「《集つどえ暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──ッ！」

　システィーナの全力の【ブラスト・ブロウ】が、波状に迫せまるゴーレムの群を、通路の遥はるか果てまでぶち抜き、吹ふき飛ばす。

　だが、次なる新手のゴーレム達が、グレン達へと押し寄せる──

「ド畜ちく生しようッ！　いつまで戦えばいいんだよッ!?　どこまで行けばいいんだッ!?」

　グレンが遠くを見やれば──単調な直線通路が前後に果てしなく伸びていた。

　消失点の先まで続くそれは、どこまで進んでも、どこにも辿たどり着けそうにない。

　そして、通路の果てから、尽つきることなく次々押し寄せてくる敵──敵──敵。

「飽あきた」

「きっと空間が歪ゆがんでいるんです……私達は恐おそらく、もうどこにも辿り着けない……」

　うんざりしたように呟つぶやくリィエルに、システィーナが無念そうに呻うめく。

「このままじゃ、ルミアが……ルミアが……ッ！」

「くそっ！」

　グレンが歯は嚙がみしながら、やけっぱちで拳を放ち、リィエルも抑おさえきれない苛いら立だちをぶちまけるかのように大たい剣けんを振るい、ゴーレム達をまとめて吹き飛ばす。

（どうする……？　こんな状じよう況きようで一体、どうする……ッ!?　どうすれば……ッ!?）

　出現するゴーレムは、グレン、システィーナ、リィエルの敵ではない。だが、いくら相手が雑魚ざこでも、こんな長期戦でこの数を相手にすれば、長くは保もたない。

　目前に迫った詰つみを前に、グレンは必死に頭を回転させて考えるも──

　──何一つ、有効な打開策は思い浮うかばなかった。




　一方、学院にて──

「ふぅううんッ！」

　リックがその鈍どん重じゆうそうな外見とは裏腹の素す早ばやい動きで、ゴーレムを斬きり伏せる。

『は──』

　そして、リックの契けい約やく精せい霊れいセルフィが、無数の水すい泡ほうを周囲に発生させ、宙に舞まわせる。

　屋上に広く形成された水泡の結界が、ゴーレム達の放つ熱線を受け止め、生徒達を守る。

「くっ……しかし、しんどいのう……やはり、若い頃ころのようには……」

　リック学院長は東館の指揮官として、周囲の生徒達を守って奮戦していたが、やはり歳としが歳、誤ご魔ま化かしきれない負傷と疲ひ労ろうが、彼に肩で息を吐はかせていた。

『あ、貴方あなた……あれ……ッ！』

　その時、セルフィが驚おどろきの表情で、空を指さす。

「な、なんと……いかん……ッ！」

　リックが空を見れば、一ひと際きわ数の多いゴーレムの大群が、リック達の東館を目指して、降下してきていた。

「こ、これは凌しのぎきれん……ッ！　セルフィ！　急いで生徒達を守りなさい！」

『えっ!?　それでは貴方が……ッ!?』

「わしのことは構わなくてもよい！」

『で、でも……ッ！』

　決死の覚かく悟ごを固めて空を見上げるリックに、セルフィが悲痛な声を上げた時。

　轟ごう然ぜんたる雷らい鳴めいに、激しく明めい滅めつする世界。

　苛か烈れつなる雷らい嵐らんが大空を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ奔はしり、迫り来る敵を蹂じゆう躙りん殲せん滅めつした。

「学院長殿どの。……此こ処こは俺が抑える」

　激風を纏まとって屋上に降り立ち、リックの前に現れたのは──アルベルトであった。

「……貴方は生徒達を守ってやってくれ」

　そう言って、アルベルトは黒くろ魔ま【プラズマ・フィールド】を放つ。

　天を遡さかのぼる幾いく条じようもの稲いな妻ずまの乱らん舞ぶ咆ほう哮こうが、立ち所に敵戦線を押し戻もどしていく。

　その存在感──絶対感は──まさに圧あつ倒とう的だった。

「わかったぞい！　助かったよ、アルベルト君ッ！」

『主人を助けてくれて、ありがとうございます！』

　頼たのもしい援えん軍ぐんの到とう来らいに、リックもセルフィも生徒達も、再び戦意に沸わき立つ。

　──が。

　アルベルトの胸中は苦々しい。

　なにせ、自分が魔術狙そ撃げき手の役を放ほう棄きし、こうして前線に出ざるを得なくなったということは……それだけ、戦せん況きようが切せつ羽ぱ詰つまってきたということなのだから。

「グレン……」

　アルベルトは一瞬だけ、その鋭するどい眼まな差ざしで空の果てを──《炎ほのおの船》を見やって──

　そして、再び眼前の敵を鋭く見み据すえ、呪じゆ文もんを唱え始めるのであった。




　それからは──何一つ、事態は進展しなかった。

　戦況は膠こう着ちやく状態のまま、時間だけがゆっくりと、ゆっくりと流れていく。

　日が、どんどん傾かたむいていく……傾いていく。

　多くの者が傷つき……疲つかれ果て……それでも、希望を信じて戦い続ける。

　だが──結局、最後まで、戦況が打開されることは──なかった。

　敗北。

　その二文字が、重く、重く、全すべての者達の頭上に、のし掛かかり始めた。




　そして──

　それは、陽ひが地平線に溶よう融ゆうする黄昏たそがれの時だった。

『フハハハハハハハ──ッ！』

　魔人が両手の手刀をＸの字に振ふるう。

　巻き起こる闇色の霊気オーラが巨きよ大だいな刃やいばとなって、ルミアに迫る。

「く──ッ!?」

　咄とつ嗟さに、ルミアが《銀の鍵かぎ》を回す。

　開いた虚きよ無むの空間が、その闇の刃を吸い込み──きれない。

「う、ぐぅ──ッ!?」

　舞う血ち飛沫しぶき、処理しきれなかった闇の刃が、ルミアの身体からだを斬り裂さく。

『どうした!?　その程度か!?　偽いつわりの空の巫女よッ!?』

「くっ──まだまだ──ッ！」

　がちがちがち。ルミアが鍵を回す、回す、回す──

　魔人を内包する空間が球体状に切り取られ、その中心を目がけて、一次元の点ドツトに圧あつ搾さく──魔人をぐしゃぐしゃに押し潰──せない。

「な──ッ!?」

　魔人は闇の霊気オーラを漲みなぎらせた四し肢しで踏ふん張り、圧縮される空間を押さえ──

『……やはり、この程度か』

　悠ゆう然ぜんと手刀を振るい、ルミアの空間圧縮攻こう撃げきを破る。

「あっ……」

　圧搾された空間が元に戻る際に生む次元震の衝しよう撃げき波はで、ルミアの身体が吹き飛ぶ。

「ごほッ!?　こ、これで……ッ！」

　壁かべに背中から叩たたき付けられたルミアが、苦しげに《銀の鍵》を三み度たび、振るう。

　あらゆる物を空間ごと切断する、空間断撃だ。

　空間を斬り裂く銀の斬線、三閃。

　光の速度で魔人をバラバラに──

『甘い』

　──できない。魔人の闇を纏う両手の手刀が、その悉ことごとくを弾はじき返した。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　こほっ……そんな……」

　人外の力を振るい続けたルミアは、苦しげに、悔くやしげに……喘あえぐ。

『気付いているか？　ルミア＝ティンジェル。お前の《銀の鍵》……使うごとに、時間が経たつほどに、どんどん力が弱まっているぞ？』

「……なんで……どうして……？」

　気付いていた。《銀の鍵》に宿る輝かがやきが──戦いが続くほどに、どんどん弱まっていくのだ。当初の全能感溢れる絶対的な力は、どこへやら。

　今、ルミアの《銀の鍵》に宿る力は……なぜか、どこまでも弱々しかった。

「お願い、もっと力を貸して《銀の鍵》ッ！　このままじゃ、皆みんなを守れないッ！　私は皆を守りたいのッ！　私から何を持っていってもいい……だから、お願い……ッ！」

　だが──そんなルミアの悲痛な懇こん願がんに、《銀の鍵》は何も応こたえない。

『ふん。やはり、不完全な貴様は紛まがい物だったようだ……』

　そんなルミアの様子に、魔人は憐れん憫びんすら籠こもった声で言った。

『貴様が鍵の真なる担い手ならば、この私程度、その《銀の鍵》の前に、立つことすらおこがましい。やはり、貴様は不完全な『空の巫女』……この私に必要ないのだ』

「う、ぁ……そん……な……」

　悲痛な表情、震ふるえる手で、ルミアは《銀の鍵》を頭上に構え……

「ぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　……振り下ろした。

　これで決まって。どうか、あの魔人を……滅ほろぼして。

　最後の力、最後の願いを振り絞しぼって……ルミアは《銀の鍵》の力を解放する。

　だが……

「──ッ!?」

　ついに《銀の鍵》から、何の力も発せられなくなっていた。

　ルミアの《銀の鍵》は、その輝きを完全に失ってしまっていたのだ。

「ど、どうして……？」

『ふ──ッ！』

　呆ほうけるルミアに向かって、魔人が闇やみの剣を無数に放った。

「きゃああああああああ──ッ!?」

　その飛来する闇色の流星群は、ルミアの両手足、異い形ぎようの翼つばさを串くし刺ざしにして吹き飛ばし──そのまま壁に叩き付け、磔はりつけにしてしまうのであった。

『終わりだ』

「あぐっ……そんな、なんで……？　どうしてこんな……ッ!?」

　自分の全てをかけて、人が触ふれてはならない禁きん忌きの力まで使って。

　愛いとしい人達のために、皆のために、一いつ生しよう懸けん命めい、頑がん張ばったのに……

「なんで……私は……」

　誰だれも守れないのか。

　本来、生まれてきてはならなかった自分は、そう願うことすらおこがましいのか。

　ルミアが自分の無力さに、悲ひ嘆たんに暮れていると──

『ふむ……地上もようやく決着だな……まぁ、予定通りだ』

　魔人が頭上に展開されている映像を、思い出したように見上げていた。

「──ッ!?」

　そこには──




「う、うわぁあああああ──ッ!?　もう駄だ目めだぁあああああ──ッ?!」

「に、逃にげろ、逃げろぉおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　屋上の生徒達が戦列を乱し、我先にと退たい避ひを始めていた。

「……そ、そんな……ッ!?」

「ちっ……ここに来て、なんてモノが出てきやがる……ッ!?」

　リゼもジャイルも頭上を見上げて、脂あぶら汗あせを額に浮うかべながら啞あ然ぜんとしていた。

　生徒達の士気は終始高かった。確かに疲ひ労ろうと負傷が重なり、敗北の気配も漂ただよい始めていたが……それでも絶望している者は誰一人居なかった。

　このまま耐たえきれば勝てる、守り切れる──誰もがそう信じていた。

　だけど、それを真っ向から崩くずす大悪夢──それは突とつ然ぜん、現れたのだ。

　突然、空を覆おおうように降ってきて大地に降り立ち、衝しよう撃げきで世界を震わせた──それ。

　学院の校舎をゆうに超こえる、一体の巨大な巨人ゴーレム。

　まるで煉れん瓦がのようなブロックを積み重ねて無理矢理人型にしたようなそれが、その豪ごう腕わんを振るい、東西南北の校舎を手当たり次し第だいに破は壊かいし始めたのだ。

　その場の誰もが勝てない──そう思わせる圧倒的な暴力が、そこに体現したのだ。

「ちぃ……ッ！　寝ねてろぃ、このデカブツッ！」

　巨人の身体を素す早ばやく駆け上り、全力の魔闘術ブラツク・アーツをその頭部に叩き付けるバーナード。

「ぬぅううううんッ！　君、止まりたまえッ！」

　ステッキから強きよう烈れつな念動波を放ち、巨人の動きを止めようとするツェスト男だん爵しやく。

　だが、巨人は──びくともしなかった。

「ええい、どうすりゃいいんじゃい！　こんなデタラメなやつ!?」

　最も早はや、戦列は保てなかった。完全に崩ほう壊かいするしかなかった。

　我先にと屋上から退避する生徒達。校舎内の結界維い持じ班も次々と撤てつ退たいを始める。

「ひ、ひぃいい……ッ!?」

　南館の屋上にいるウェンディもその場を放棄して逃げ出そうとするが──

　その時、足をもつれさせて、転んでしまう。

「あ……ッ!?」

　ちょうど、その時、巨人が校舎を破壊しようと、その豪腕を振り上げ──

　その拳こぶしが叩き付けられるであろう下には──腰こしの抜ぬけてしまったウェンディがいた。

　最早、立ち上がることもできず、ウェンディはそれを呆ぼう然ぜんと眺ながめ上げていて──

「ウェンディ！」

　戻もどって駆かけつけたテレサが、そんなウェンディを庇かばうように覆い被かぶさった。

「テレサ!?　どうして……ッ!?　は、早く逃げ──」

「……最後まで一いつ緒しよよ、ウェンディ……」

　そして、巨人が容よう赦しやなく拳を振り下ろす。

　迫せまる圧あつ倒とう的な質量と重量。

　その巨大な拳が、二人を校舎ごと無む慈じ悲ひに押し潰つぶそうとした──その瞬しゆん間かん。

　上がったのは、壮そう絶ぜつな爆ばく炎えん。

　びしゃり！　と咲さくは、派手な血けつ華か。

「え？」

　ウェンディとテレサが恐おそる恐る顔を上げれば──

「げほ……」

　そこには、紅あかい髪かみの娘むすめの背中……イヴが立っていた。

　巨人が振り下ろした拳は、イヴが超ちよう至近距きよ離りから放った爆炎の威い力りよくで僅わずかに逸それ、その脇わきに大穴を穿うがつことになったのである。

　だが、ほんの僅か、イヴの身体に拳が掠かすってしまっていたらしい。

　イヴの半身は、ズタボロの血まみれだった。

「イ、イヴさん……？　わたくし達を庇って……？」

「……貴女あなた達、行きなさい」

　巨人が叩き付けた拳をゆっくり引き戻していく様を見ながら、イヴが言った。

「え？」

「早く……行きなさいッ！　そう何度も助けてられないわよッ！　早くッ！」

　口の端はしから血を伝わせるイヴの鬼き気き迫せまる一いつ喝かつ。

　我に返ったテレサが、ウェンディを助け起こし、慌あわてて屋上から退避していく。

「……何よ……私、馬ば鹿かみたい……」

　再び拳を振ふり上げていく巨人を、ぼんやり眺めながら、イヴは呟つぶやいた。




「……結界維持率51％　……43％……くっ……39％……無念です」

　結界を制せい御ぎよするクリストフは、自分達が敗北したのを悟さとった。

　ついに【メギドの火】を防げる限界ラインである、40％を切ってしまったのだ。

　新たに現れた巨人のせいで、戦列も士気も、今や完全崩壊してしまったのである。

（……なるほど……〝なんとか守り切れる〟……最初は甘い攻せめで、そう希望を見せかけておいて……限界が近づいた時に、本命の攻めで突つき崩す……敵も底意地が悪い）

　してやられてしまった。

　一度こうなれば、後はもうどうしようもないところまで崩れ去るのみであった。

「終わりましたね……これからは……」

　後は一人でも多く地下区画に退避させ、恐らく、程ほどなくして来るであろう【メギドの火】に対する生存率を、雀すずめの涙なみだほど上げる作業だけだ……もっとも雀の涙と表現するのもおこがましい、低い確率であるが。

　クリストフは、もう保つ意味のない【ルシエルの聖域】の解呪デイスペルを始めて──




「あ、あぁ……そん……な……そんなぁ……」

　磔にされたルミアは涙をぼろぼろ流しながら、頭上に投射される学院崩壊の光景を見上げるしかなかった。

『フハハハハハハハハ──ッ!?　どうだ、理解したか!?　人間の無力さが！　大いなる力の前に、人間のような塵ちり芥あくたは翻ほん弄ろうされるしかないのだ！　だから──私はあの時、絶望し、人であることをやめたのだッ！』

　同じく、その光景を仰あおぎ見る魔ま人じんが両手を広げて、哄こう笑しようする。

『さて……終幕だ』

　動けないルミアを放置し、魔人は玉座に歩み寄り、モノリスを操作し始める。

　そのモノリスに魔力が通い──《炎の船》全体が揺ゆれ始める。

「ま、まさか……ッ!?」

『そうだ。あの忌いま々いましい【ルシエルの聖域】は、すでに力を失った。最早【メギドの火】を阻はばむものはない。ゆえに【メギドの火】をもって、フェジテを灰かい燼じんに帰してやるのだ』

「やめてぇえええええええ──ッ!?」

　ルミアの悲痛な叫さけびを無視し、魔人は淡たん々たんとモノリスの操作作業を続ける。

　次し第だいに《炎の船》に、致ち命めい的な何かがわだかまっていくのが肌はだで感じられた。

「お願いッ！　やめてッ！」

『ふん……偽いつわりの天使め。貴女はそこで己おのれの無力さをかみしめているが良い。そして、祈いのることだな。次に生を享うけるときは……今のような出で来き損そこないの身ではなく、完全なる存在として生まれることを』

「い、嫌いやぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　ルミアの懇こん願がんも空むなしく──

　魔人はモノリスに文字を描かき──最後の操作を、容赦なく終しゆう了りようした。




《炎の船》が──光った。紅あかく、赤く、光った。

　滅びをもたらす致命的な光が、学院を、フェジテを煌こう々こうと照らした。

　やがて、船底に再度生み出され、育った、太陽のようなその真しん紅くの球体が──

　再び光の速度でフェジテに落とされた。

　フェジテ全土が、無限の白き虚きよ無む一色に染まっていった──




「ぁあああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　自己崩壊一歩手前の、ルミアの悲痛な叫びが木霊こだました。

『見よ！　あの儚はかなげさ無力さ塵芥ッ！　あれが人間なのだぁあああああああ──ッ！』

　ルミアの悲鳴に、魔人の狂きよう気きじみた哄笑がアンサンブルする。

「あぁ……ぁ……ぁ……」

『さて……』

　真っ白に染まった頭上の映像を背に、魔人がルミアへと歩み寄っていく。

　滂ぼう沱だしながら映像を呆然と見つめ続けるルミアは、もうとっくに壊こわれていた。

『ふん……不完全な偽りの巫女みことはいえ……彼女のそのような姿を見るのは忍しのびない……せめて、楽に止とどめてやろう……それが慈悲だ……』

　ルミアの前に立った魔人が、手刀を構える。

　ルミアはそんな魔人には何の反応も示さず、ただ頭上の映像を眺めている。

『逝いね』

　魔人が手刀を振り上げ──ルミアの頭に振り下ろそうとした──

　──その時だった。

「……ッ!?」

　不意に、頭上を見上げるルミアの目に、光が蘇よみがえったのだ。

『……なんだ？　一体、何を……見ている？』

　この期ごに及およんで、そのルミアの反応が理解できなかった魔人は、思わず振り返り……ルミアが見つめている映像を流し見る。

　その復帰した映像に──信じられないものが映し出されていた。

　灰燼と帰したはずのフェジテが──

　地図上から消し飛んだはずのフェジテが──未いまだ健在。無傷。

　依い然ぜんとして、その存在をそこに主張していたのだ──

『ば、馬鹿なぁああああああああああああああああああああ──ッ!?』

　あまりにも信じられないその光景に、魔人は思わず絶ぜつ叫きようした。

『馬鹿な!?　何故なぜだッ!?　あの忌いまわしい【ルシエルの聖域】は、維持限界である40％を切った筈はずだッ！　もう【メギドの火】を防げる手段などないッ！　なのに、何故……貴様らは滅ほろびていないッ!?　何故、滅びずにいられるぅうううう──ッ!?』

　そんな魔人の問いに……

『……人間、舐なめすぎなのよ、貴方あなた』

　不ふ機き嫌げんそうに、そう答える者がいた。

『き、貴様は──ッ!?』

　いつの間にか──ルミアの傍かたわらに、ナムルスが佇たたずんでいたのだ。

『元々、人間だったくせに、人間を超こえた力を手にして、人間の強さを忘れたのね。その傲ごう慢まんさと愚おろかしさが──貴方を敗北させる』

「な、ナムルスさん……ッ!?」

『耳を澄すましなさい、ルミア。今の貴女なら、きっと聞こえるはずよ……彼らの声が』

「え……？」




「お、お前達は──ッ!?」

　その時、ロッドとカイは目を見開いていた。

　巨きよ人じんという脅きよう威いを前に、結界維持組の彼らは下の階層へ敗走するしかなかった。

　だが──そんな敗走の流れに逆らって、突とつ然ぜん、大勢の生徒達が校舎を駆け上がって──手当たり次第に辺りの魔術法ほう陣じんに手をつけ、結界維持の魔力を送り始めていたのだ。

「クライスに……エナ……ッ!?」

「お前ら地下の戦せん闘とう放ほう棄き組が、どうして今さら……ッ!?」

　クライス達放棄組の生徒達が、次から次へと上階に上がってきて、必死に結界を維い持じしようとする様子を目まの当たりにし……敗走していた生徒達も足を止める。

「怖こわくて何もできない自分にうんざりしたとか……色々あるけど……ッ！」

「放ほうって……おけないのよ……ッ！　あの子を……ッ!?」

　クライスやエナ達が、複雑な表情で、絞しぼり出すように叫んだ。

「……えっ!?」

「ルミアってやつは……こんな情けない俺達のために、命を捧ささげる覚かく悟ごで戦って……ッ！」

「私達は、あの子に何もしてあげられなかったのに……こんな私達まで救おうと必死になって……ッ！」

「しかも、あんな悲しそうな顔でッッッ！」

　そう。皆みなのために……私の命に代えても……そう崇すう高こうに語るルミアの隠かくしきれない真実が──臆おく病びような彼らの心をついに動かしたのだ。

「あの子は心から望んで、自分の全すべてを捧げられるような聖人じゃないッ！　普ふ通つうだったのよッ！　あの子は狂きよう人じんでも聖人でもなんでもないッ！　普通の子だったッ！　ただ、ちょっと人外の力を持っているだけの──普通の子だったッッッ！」

「そんな普通の子に全てを背負わせて、これから先、知らんぷりして、のうのうと生きるなんて……そんなこと、情けなさ過ぎて死んだってできないッ！」

「もう遅おそいかもしれないけど……死ぬかもしれないけど……私達だって、戦うわ！」

　今まで恐きよう怖ふに震ふるえて何も出来なかった、放棄組。

　そんな彼らの決意と覚悟を目にしたロッドやカイ達、結界維持組の生徒は──

「よし……やるぞ……ッ！」

　静かにその士気を蘇らせ、頷うなずいていた。

「そうだ……こうなったら、あの巨人に押し潰つぶされて死んでも、【メギドの火】で死んでも同じだ……ッ！」

「最後までやってやる……俺達だって……ッ!?」

　全員が全員、頷き、その場に踏ふみ留とどまり──決死の覚悟で結界の維持に戻もどる。




「結界維持率40％……41％……土ど壇たん場ばでギリギリ踏みとどまりました……ッ！」

「そうかッッッ！　いやぁーっ！　流石さすがに死んだかと思ったわいっ！」

　クリストフの報告に、バーナードが歓かん喜きの表情で拳こぶしを握にぎり固めた。

「ならば、わしらは何としても、あの巨人を止めるぞッ！　いいな、これが最後の戦いじゃッ！　全軍、全身全ぜん霊れいを持って、奮戦せよッ！」

「「「「おうッッッ！」」」」




　そして──それぞれ最後の戦いに挑いどむ生徒達が、不意に何かに突つき動かされるように空へ呼びかけ始める──

「ルミアァアアアアアアアアア──ッ！　頑がん張ばれぇええええええええ──ッ!?」

「負けるなぁああああああああああああああああ──ッ!?」

「俺達だって頑張るからさぁあああああああああああああああ──ッ！」

「君が何者だって関係ないッ！　異能者!?　くそくらえだッ!?」

「また、皆で一いつ緒しよに、学院に通いましょうッ！」

　別に、そう示し合わせたわけではない。皆、今のルミアの状じよう況きようを知る由よしもない。

　ただ──その時、誰だれもがそうしなければならないと──心で、魂たましいで感じたのだ。

　本来、聞こえる筈のない、届くはずのない、その呼びかけは──空間を超ちよう越えつして、遥か空の彼方かなたにいるルミアの心に届くのであった。

　この現象を、魔術理論的に言えば……全ての人間は深層意識下でこの世界と一つに繫つながっているから……等、色々小こ賢ざかしく説明は付けられようが……まぁ、言うが野や暮ぼだろう。

　人の想おもいが奇き跡せきを起こす──ただ、それで充じゆう分ぶんだった。




「あ、あぁ……皆……」

　己おのが魂に響ひびくその声に、魂が打ち震え、ぼろぼろと涙なみだを零こぼすルミア。

「いいの……？　私……本当に……そこに居て……いいの……？」

『そろそろ、素す直なおになりなさい、ルミア……』

　そう語るナムルスの言葉はいつになく、慈じ愛あいに溢あふれていた。

『貴女あなたは言ったわ。自分の全てを捧げても、自分を失っても、皆を守りたい……それが自分の望みだって……それは……本当の貴女の望み？』

「そ、それは……」

　ああ、もう誤ご魔ま化かしはきかない。

　だって……今、本当に、強きよう烈れつに思ってしまったのだ。

「嫌だッ！　そんなの嫌だッ！　自分を失いたくないッッッ！　皆と一緒に居られなくなるなんて嫌ッ！　帰りたい……帰りたいよぉッ！　先生と、システィと、リィエルと……そして、皆とッ！　大好きなあの学院で、ずっと一緒に居たいよッッッ！」

　それこそが……自分ルミアが抱かかえていた歪ゆがみだったのだ。

　自分は──生まれてきてはいけない子だった。

　色んな幸せを諦あきらめなければならなかった。諦めるべきだった。

　だからこその、他者を優先し、自分の順位を下げる──そんな歪み。

　自分は聖女にならなければならなかった。なるべきだった。そう思っていた。

　だが──自分は本当に滅めつ私し奉ほう公こうの聖女だったか？

　否いな。努力はしたけど……結局、そんなことは出来はしなかった。

　色々と背負い、色んな人並みの幸せを諦めなければいけない……それはわかっていても、結局、諦めることなんて、最後まで出来なかった。

　だって、今までだって、もうそれは、ブスブスと表に滲にじみ出ていたではないか。

　結局、だらだらと生徒を続け、決断を先延ばしにし、去ることが出来なかった学院。

　グレンをシスティに譲ゆずると心に決めても、隙すきを見てはついグレンに甘えてしまう自分。

　どこまでも、どこまでも、自分の幸せを諦めきれない──醜みにくい自分。

　一体、これのどこが聖女なのか？

　だから、せめて。いざという時は、自分を犠ぎ牲せいにして、皆を救う聖女になろう──そう心に誓ちかっていたのに──結局、それすら出来なかった。

　もう、認めよう。自分は聖女でも、良い子でも、強い子でも、なんでもない。

　ただの普通の少女だ。

　己の醜さから目を背そむけて逃にげ続けた……醜くて、か弱い、普通の少女なのだ。

　向き合おう、戦おう、己の弱さと。醜さと。

　そして──探すのだ。

　生まれてはいけなかった自分でも、この世界で幸せになる道を。

　考えて、逃げずに立ち向かって、戦って──そして、勝ち取るのだ。
















『ったく、世話が焼ける……そうよ、それでいいのよ。貴女はあの子とは違ちがう。貴女は人間……あの子とは違う。ちっぽけな人間なんだから……それでいいのよ……』

　何かを察したように、ナムルスはルミアへ優やさしく言った。

『さぁ、言って、ルミア。……貴女の本当の願いを』

「……え？」

『忘れないでってあの時、言ったわよね。その〝鍵〟は魔術より、もっと旧ふるい力……魔術が人の純じゆん粋すいなる願いを叶かなえるだけだった頃ころの……『原初の力』。魔術のように理性と理り屈くつで操あやつるものじゃない……願いと本能で操る〝魔法〟』

「魔法……」

『今までは、貴女の偽いつわりの願いが、鍵の輝かがやきを曇くもらせていた。でも、今の貴女なら……さぁ、心から願いなさい。貴女自身の本当の願いを。それが貴女の力になる』

　ナムルスに、そう促うながされ。

　ルミアは一息を吐はいて……《銀の鍵》を胸に抱いだき……静かに目を閉じて、言った。

「〝皆と一緒に生きたい……私が大好きな、優しいこの世界で〟──」

　その途と端たん。

　カッ！　《銀の鍵》が、かつてないほどの神こう々ごうしい白銀の光を、煌こう々こうと上げた。

『むぅ──』

　あまりの眩まばゆさに、全てが白く、白く、染め上げられていく──

　真っ白な、何もない純白の世界で。




　──嗚呼ああ、残念。

　──結局、貴女わたしは……私あなたには、なれなかったんだね？

　──……ばいばい、もう一人の私……また、いつか。




　そんな、誰かの囁ささやきが、ルミアの耳元で聞こえたような気がして──

　キィイイイイインッ！

　一ひと際きわ、澄すんだ音が、世界に響き渡わたり──

　不意に、ルミアが手にしていた《銀の鍵》が、粉々に砕くだけ散って──

　同じく背中の異い形ぎようの翼つばさと共に、光の粒りゆう子しと化して消しよう滅めつしていった。

　──静せい寂じやく。

　無言。沈ちん黙もく。そして──

『くくくく……』

　魔人の低い嗤わらい声が、静かに響き渡り始めた。

『……消えたぞ？　《銀の鍵》が』

　魔人が勝ち誇ほこったように、ルミアとナムルスへ告げる。

『その《銀の鍵》に何を祈いのったのかは知らんが……失策だったな。《銀の鍵》なしで、一体、どうやって、この私と戦う？』

　すると。

『馬ば鹿かね、もういいのよ』

　さも、当然とばかりに、ナムルスは答えた。

『……だって、必要ないから』

『なんだと？』

　……その時だった。

　ルミアの頭上の空間が、不意に、音を立てて歪み始めた。

　虚こ空くうにばちりと激しい紫し電でんと亀き裂れつが奔はしり──巨きよ大だいな『門』が開く。

　繫がるは、彼方と此方こちらを結ぶ一本の光の道。

　空間に溢れ、[image: ]ほとばしる眩い光が闇やみを払はらい──ルミアを戒いましめる闇の剣けんを霧む散さんさせ──

　そして──

「ぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　繫がった光の道を通って──『門』の奥から、飛び出してきた者は──

「ルミアぁあああああああああああああ──ッ！」

　グレン。密ひそかに待ち望み、思い焦こがれていた人の姿に、ルミアの目め頭がしらが熱くなる。

　そして──

「遅おくれてごめんッ！」

「ん！　後は、わたし達に任せてッ！」

　──当然、それに続いてシスティーナとリィエルも。

　遥かなる空間を超こえ、光り輝く道を抜ぬけて、ようやく駆かけつけた三人が今、ルミアを守るように魔人と対たい峙じするのであった。

「へっ！　おい、ラザールッ！　馬ば鹿か騒さわぎは終しまいにしようぜ!?」

『ば、馬鹿な……』

　不敵に笑うグレンの挑ちよう発はつに、魔人が信じられないとばかりに一歩後退する。

『何故なぜだ……？　貴様らは次元の狭はざ間まに追放したはず……なぜ戻もどってこれる!?　そんな不完全な器うつわ、不完全な《銀の鍵》で連れ戻せるはずが……ッ!?　くっ、ルミア＝ティンジェルッ！　貴様、一体、何をしたァアアアアアアアア──ッ!?』

『だから、何度も言ってるでしょう？　……人間、舐なめすぎなのよ、貴方』

　ナムルスが憮ぶ然ぜんと言う。

「ルミア、お前は休んでいろッ！　システィーナッ！　リィエルッ！　行くぞッ！」

「はいッ！」

「んっ！」

　グレンを先頭に、システィーナとリィエルが勇ましく身構え──

「待ってくださいッ！　私も一緒に戦いますッ！」

　ルミアも、グレン達と並ぶように前へと出る。

「私の力──受け取ってくださいッッッ！」

　その両手から、黄金色の光が溢れ出し、空間を優しく満たしていく。

　それが、グレンに、システィーナに、リィエルに降り注ぎ──宿っていく。

「これは……ッ!?」

「《王者の法アルス・マグナ》ッ！　今の私なら空間を超え、触ふれずに先生達へ付ふ与よできますッ！」

「へっ……なんだか、ようわからんが力が漲みなぎる……ッ！　百人力だぜ……ッ！」

　賦ふ活かつされた凄すさまじい魔力と力を自身に感じ、グレンがにやりと笑った。

『な、なん……だとぉ……ッ!?　なぜだ……ッ!?　なぜ、人間のまま、その領域に至れる……ッ!?　その力は、まるで……まるで、あの方のぉ……ッ!?』
















『だから、何度も以下略』

　ナムルスの小こ馬ば鹿かにしたような呟つぶやきを余所よそに。

「ぅおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　グレンが、壮そう絶ぜつな魔力を付与した拳こぶしを振ふり上げ──

「いいいいいいいやぁあああああああああああああああ──ッ！」

　リィエルが大剣を錬れん成せいし──魔人へと突とつ進しんする。

『愚おろかなッ！　我が神鉄の身体からだを忘れたかッ！　逆に砕いてやる──』

　先せん陣じんを切ったグレンの拳と、魔人の拳が──正面からぶつかる。

　どんっ！　空間を引き裂さくような、衝しよう撃げき音と衝撃波。

　その両者のあまりもの威い力りよくに、その一いつ瞬しゆん、空間が文字通り、ぐにゃりと拉ひしげる。

　だが、魔人の身体は神鉄。

　通常ならば、グレンの拳が粉々に砕け、腕うでが吹ふき飛ぶだけだが──

『なん……だとぉ……ッ!?』

「……へっ」

　なんと──拮きつ抗こう。グレンの拳は砕けない。

　押し切れはしないが、押し負けもしない。

　そして、その隙に──

「ぁあああああああああああああああああああ──ッ！」

　魔人の懐ふところへ剛ごう速そくで飛び込んだリィエルが、大剣を全ぜん霊れいの力で振り上げる。

　再び、空間をバラバラに破は壊かいするような衝撃音と衝撃波。

『ぬぅおおおおおおおおお──ッ!?』

　魔人の身体が、その剣圧で、蹴けられたボールのように吹き飛んでいた。

　魔人の身体を強打したリィエルの剣は──まったく折れない。

『ぐっ──馬鹿なぁ──ッ!?　なんだ、その剣は!?　一体、何がどうなっ──』

「《集つどえ暴風・戦せん槌ついとなりて・撃うち据すえよ》──《打てツヴアイ》ッ！　《叩けドライ》ッ！」

　システィーナの放った猛もう烈れつな風の破城槌が、魔人を三連続で殴なぐりつける。

　普ふ段だんとは比ひ較かくにならない威力のそれは、周囲のモノリスを粉ふん砕さいしながら、魔人を徹てつ底てい的に打ちのめし、滑こつ稽けいな人形のように踊おどり狂くるわせ、その言葉を封ふうじる。

「うっせ、もう黙だまってろってことだよッ！」

「いいいいいいやぁああああああああああああ──ッ！」

　そんな魔人を、さらにグレンとリィエルが追撃に走る。

　グレンの拳が、リィエルの大剣が、システィーナの呪じゆ文もんが、前後左右から、狼狽うろたえる魔人を殴おう打だし、叩き伏ふせ、翻ほん弄ろうし、一方的に押さえ込んでいく──




「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」」」」

　一方、地上では、巨きよ人じんに対する最後の反撃が始まっていた。

「《術式起動ブート・爆破炎弾ブレイズ・バースト》──ッ！」

「《術式起動ブート・貫通雷閃ライトニング・ピアス》──ッッ！」

「《術式起動ブート・凍気氷嵐アイス・ブリザード》──ッッッ！」

　まだ動ける学院の教師陣じんや生徒達が、巨人をぐるりと取り囲み、最後に残された魔力を惜おしみなく放出し、巨人に攻性呪文アサルト・スペルの集中砲ほう火かを浴びせる。

「《高速結界展開イミツド・ロード・水晶封界クオーツ・サークル》──ッ！」

　クリストフが、校舎に残ってくれた結界維い持じ組の生徒達の魔力を流用し、巨人の足あし下もとに新たな結界を展開する。巨人の足下に、無数の巨大な水すい晶しよう柱が突つき立って、巨人を串くし刺ざしにし、その動きを封じていく──

「《悪あく辣らつなる鬼き女じよよ・其その呪のろわれし腕で・彼かの者を抱ほう擁ようせよ》──ッ！」

　ツェスト男だん爵しやくも、金かな縛しばり念動場をその水晶結界に合わせ、巨人の動作を押さえ込む。

　だが、それだけ動きを封じられても尚なお、その巨人は豪ごう腕わんを、なんとか強ごう引いんに振り上げ……校舎を破壊しようとし……

「させんッ！　《吠ほえよ炎えん獅じ子し》──《集》ッ！」

　天に指を突き上げるハーレイの、収束起動が──

「ほぉあああああああああああああああ──ッ！」

　ワイヤーアクションで空を舞まうバーナードの、魔闘術ブラツク・アーツが──

「……容易イージーだ」

《蒼の雷閃ブルーライトニング》を片手で構えて身を翻ひるがえすアルベルトの、魔ま術じゆつ狙そ撃げきが──

　雨あめ霰あられと巨人を穿うがち、その振り回される豪腕を叩き、その威力を殺そぎ、反らす。

　今や、その場に集う者達の総攻こう撃げきで、巨人はその動きを完全に押さえ込まれていた。




『オノレェエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ──ッ！』

　魔人はしつこく攻せめ立ててくるグレン達を、手刀から黒い斬ざん撃げきを放って、追い払う。

『人間共めッ！　何故なぜ、貴様ら如ごときがここまで食い下がれる!?　私は人間を超ちよう越えつしたのだぞ！　貴様らなど歯し牙がにもかけぬ至高の存在になったのだ！　なのに何故──ッ!?』

「へっ……ンなこと知るかよ」

『私は、貴様ら如き塵ちり芥あくたどもに手を煩わずらわせている暇ひまなど微み塵じんもないのだッ！　私には──禁忌教典アカシツクレコードを大導師様に捧ささげる使命があるのだッ！　禁忌教典アカシツクレコードこそ全知全能──即すなわち、神ッ！　この世界が真に欲ほつする我らが〝主〟なのだッッッ！　この崇すう高こうなる使命の邪じや魔まをするなァアアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！』

「テメェの言う禁忌教典アカシツクレコードが何なのかサッパリわかんねーし、興味もねーけどな……」

　グレンは狂きよう乱らんの魔人に向かって、堂々と向き直り、言った。

「もう一度言うぜ？　……馬鹿騒ぎは、これで終いだ」

　そして、グレンは両手で握にぎった拳けん銃じゆうを頭上に掲かかげ、とある呪文を唱えながら、親指でがちりと撃げき鉄てつを引いた。

「《０の専心セツト》……」

　その銃に、どくん、と得体の知れない不ふ穏おんな魔力が胎たい動どうした。

『……なんだ、それは？　……それが貴様の切り札か？』

「ああ。テメェをぶっ倒たおす、魔法の弾だん丸がんだ」

　すると。

『くくくく……私を倒す、だと？』

　グレンの身の程ほどを知らない言葉に、急速に我に返った魔人が低く笑い始める。
















『ふん……恐おそらく、何らかの魔術を弾丸に込こめ、撃ち出すようだが──たかが、人間の小細工が通用すると思うのか？　この魔将星に。神鉄の身体に』

「……ふん。やってみなけりゃ、わかんねえだろ」

　だが魔人はそんなグレンの言をただの虚きよ勢せいと取ったようであった。

『まぁ……とりあえずは、貴様達人間の奮戦……褒ほめてやろう。少々、不意を突かれたとはいえ、魔将星である私に、よくぞここまで食い下がった』

「…………」

『だが……ここまでだ。なるほど確かに、地上の連中もお前達も、人間の割によくやった。だが結局、貴様らに、この私の神鉄の身体を害せる手段は何一つないのだ』

「…………」

『思えば、ゴーレムだの巨人だの、そのような玩がん具ぐを使ったのが間ま違ちがいだった……最初からこの私が全すべてに片を付ければよい話だった。まずは、この場で貴様らを皆みな殺ごろしにする。その後、再び地上に降り立ち、あの忌いま々いましい学院の連中を皆殺しにする。そして……改めて【メギドの火】でフェジテを焼き払はらってやろう！』

　そう言って、魔人は構え……さらに、さらに──その闇やみの力を高めていく。

　ことここに来て、その圧が、存在感が、際限なく絶望的なまでに高まっていく。

　だが……

「あのな。テメェはさぞかし、自分の思おも惑わくを外されまくって、憤いきどおってるみてーだが……ふざけんなよ？　怒おこってるのは、俺の方なんだぜ？」

『……ッ!?』

　グレンが放つ不思議な威い圧あつ感に、魔人は一瞬、気け圧おされる。

「もう、てめぇと問答することなんかねーよ。俺がてめーに言うことは、これだけだ」

　そして、グレンはその銃じゆう口こうを魔人へと向けて──言い放つ。

「俺の生徒に……手ぇ出してんじゃねえよッッッ！」

　すると。

　魔人は、一瞬言葉を失って……

『ふっ……』

　やがて、魔人はグレンを見下したように笑った。

『いいだろう、試ためしてみるがいい……貴様のその小こ癪しやくな小細工が、目もく論ろみを外した時……それがお前達の終しゆう焉えんの時だ！』

　魔人が深く身構え──闇の闘気を高め、さらに高め──

　グレンがそんな魔人を、銃の照準にぴたりと合わせ、待ち構える。

　極限まで張り詰つめた大気が、高圧電流のように、びりびりとグレンの肌はだを震ふるわせ──

　しばしの時を、グレンと魔人は、真まっ直すぐと睨にらみ合って──

　そして──

　際限なく昂たかぶる緊きん張ちようが、ついに極限頂点へと達した──その瞬間。

『死ねッ！　人間んんんんんんんんんんん──ッ！』

　魔人が床ゆかを蹴って、霞かすみ消えるように、グレンへ突とつ進しんを開始した。

　その神速──ルミアの《王者の法アルス・マグナ》のアシストがなければ、グレンは何が起きたのかも認にん識しきできずに、粉こな微み塵じんと化していただろう。

　だが、ルミアの力が、その神速領域の戦いにグレンを引き上げる。

　その刹せつ那な、世界の時の理ことわりが崩くずれ──

　極限まで高められた集中力と緊張が、時の流れを緩ゆるやかにする。

　魔人の神速の動きが──見える。

「馬ば鹿かが──油断したな、化け物ッッッ！」

　何の小細工もなく、真っ直ぐ突っ込んでくる魔人へ。

　ぴたりと照準を合わせたまま。

　グレンは引き金を──引いた。

　撃鉄が──ゆっくり落ちる。シリンダーの雷らい管かんをゆっくり叩き、その発火がシリンダー内を伝い──内部に充じゆう塡てんされていた魔術火薬『イヴ・カイズルの玉薬』に着火。

　炸さく裂れつ──瞬しゆん時じに生み出された圧あつ倒とう的な推力が、弾丸を……銃口から吐はき出させる。

　その弾丸は……ゆっくりと……真っ直ぐ……魔人へと突き進み……

　その胸部に……着ちやく弾だんして……




　カンッ！




　あっさりと、神鉄の身体からだに屈くつし、弾はじかれる。

　魔弾は──魔人に通らなかった。

「──ッ!?」

『馬鹿が──奢おごったな、人間ッッッ！』

　目を見開いて硬こう直ちよくするグレンへ、魔人は手刀を引き絞しぼって、さらに距きよ離りを詰める。

「我が神鉄は不ふ滅めつッ！　無敵ッ！　最強ォオオオオ──ッ！」

　だが、その刹那。

「いいいいいいいやぁああああああああああああああああ──ッ！」

　大たい剣けんを振ふりかざしてリィエルが、魔人へと飛びかかり──

「《雷らい帝ていの閃せん槍そうよ》──ッ！」

　システィーナが魔人を指さし、【ライトニング・ピアス】を撃ち放つ。

『無む駄だだッ！　無駄無駄無駄無駄無駄ぁあああああああ──ッ！』

　だが、魔人は右の手刀でリィエルの大剣を弾き返し──左の手刀で雷閃を弾き返す。

　そして、そのまま、リィエルとシスティーナは眼中になし、とばかりに、魔人はグレンとの距離を詰め──グレンを貫つらぬこうと、その手刀を突き出して──

　が、その時、魔人が気付く。

　グレンが、にやりと、笑っていたのだ。

「かかったな……《０の専心セツト》ッ！」

『!?』

　リィエルとシスティーナが、ほんの刹那の時間稼かせぎをしている間に、グレンは再び拳銃の撃鉄を引いていて──

　その銃口を──そのまま身体を開いて、前へと突き出す。

　魔人の突き出す手刀と、グレンの突き出す銃口がすれ違い──

　本当に──それは僅わずか、ごくごく僅かな差だった。

　それは、拳銃一丁分のリーチが生み出した、差。

　その差分だけ、魔人の手刀がグレンの胸部を貫くより、グレンの拳銃の銃口の方が、ほんの刹那だけ速く、魔人の胸部に到とう達たつしたのであった。

『な──ッ!?』

「終わりだ──固有魔術オリジナル【愚者のペネト──」




　──その時。

（あっ……）

　それを見ていたシスティーナは気付いた。気付いてしまった。

　その脳のう裏りを走るは、童話『メルガリウスの魔法使い』の一シーン──




　──ああ、もう誰だれも、かの神鉄の魔人を止められない。

　──誰もが絶望した時、彼かの者に立ち向かったのは、正義の魔法使いの弟で子しでした。

　──彼は、小さな棒で、魔人の胸を突つきました。

　──すると不思議なことに……魔人は突とつ然ぜん、倒れて死んでしまったのです。




　小さな棒で──魔人の胸部を突く。小さな棒で。……小さな棒？

　目の前には、グレンが拳銃で──小さな棒で魔人の胸を突いている光景。

　そう、その姿は──まるで──




「──一刺しレイター】ァアアアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　裂れつ帛ぱくの希き薄はくと共に、ついに引かれる引き金。

　再度、咆ほう哮こうする銃口。死し棘びようが火を噴ふいて吐き出され──

　ありえないことが、起きた。

　グレンの放った弾丸が──

　絶対不滅の神鉄で出来た、魔人の身体を──








終章　全すべてが終わる時









　その時、おおおおぉ……と、どよめきが学院中に走った。

　全ての者が協力し合って、全てを出し切って、押さえ込んでいた巨きよ人じん。

　それが、不意にがくりと力を失い、活動を停止し……

　その巨体がゆっくりと……光の粒りゆう子しと砕くだけ……マナの霧きりとなって消しよう滅めつしていく。

「勝った……勝ったのか……？　え……？　終わったのか……？」

　その場の全ての者達が、一体、何が起きたのか判断できず、ただ、次し第だいに消滅していく巨人を、呆ぼう然ぜんと見上げるしかなくて。

　そしてそんな中、アルベルトが構えていた魔ま杖じようを下ろし、ちらりと空を見上げる。

「ふん……何時いつまで待たせる」

　彼の突き放すような呟つぶやきを耳にした者は、誰もいなかった。




　極限状態ゆえに緩かん慢まんだった時間の流れが──元の正常な流れに戻もどる。

　グレン。

　そして、魔人。

　銃口と手刀を交差させ、至近距離で睨み合う二人。

　誰もが固かた唾ずを吞のんで見守る中──

「……ふぅ」

　まず、最初に息を吐いて、沈ちん黙もくを破ったのはグレン。

　そして──

『馬鹿な……』

　魔人が、ゆっくりと……グレンに届かなかった手刀を……下ろす。

　そのまま、一歩、また一歩……後ずさりする。

『……馬鹿な……馬鹿な……』

　魔人は後ずさりしながら、声を震わせ、ぶつぶつと呟く。

　グレンはそんな魔人に油断なく銃口を合わせたまま、真っ直ぐと見み据すえている。

『貴様の攻こう撃げきは……この私に、何一つ、傷をつけられなかった……ッ！』

　魔人は胸を押さえながら、後ずさりし続ける。

　神鉄で作られたその身体……魔人の言うとおり、グレンの銃撃を受けたはずの箇か所しよは、穴の一つ、傷の一つはもとより、凹へこみの一つすらついていない。

　そう、グレンの弾丸は──魔人を、まるで幽ゆう霊れいのようにすり抜ぬけただけだったのだ。

『神鉄は不滅の金属……世界最高の神の金属……この世界の何者にも滅ほろぼせぬ……なのに……だと、言うのに……ッ!?』

　魔人は俺の両手を見る。

　魔人の手が……少しずつ、少しずつ、黒い光の粒子と砕けて……崩ほう壊かいしていく。

『何故なぜ、私が滅びる!?　滅びねばならぬ!?　グレン＝レーダス……貴様、一体、何をしたぁああああああああああああああああああああ──ッ!?』

　信じられないとばかりに吠ほえる魔人へ。

「……別に？　たいしたことはやってねえよ？」

　指の先でくるりと拳けん銃じゆうを回転させて弄もてあそび、グレンは言った。

「『イヴ＝カイズルの玉薬』。それによって起動させる固有魔術オリジナル【愚者の一刺しペネトレイター】……俺の魔術特性パーソナリテイ【変化の停てい滞たい・停止】を弾丸に乗せて、放つ術だ」

『な、なんだと……？』

「この魔術火薬によって発射された弾丸は、〝あらゆる物理エネルギー変化が停止〟し、同時に、〝あらゆる霊的要素に破は滅めつの停滞〟をもたらす」

『ま、まさか……ッ!?』

「そうだ。この弾丸の物理エネルギーは変化しないから、あらゆる有質量物質を、何の物理的作用をもたらすことなく素す通どおりし……だが、霊体だけはズタズタに引き裂さく」

『──ッ!?』

「お前の神鉄の身体がいくら不滅で無敵だろうが関係ねえ……俺の弾丸は、てめぇの無防備な霊体──魂たましいそのものを射い貫ぬいたんだ」

　肉体と霊体は、重ね合わせで出来ている。

　ゆえに肉体を傷つけることができなければ、肉体と重なる霊体を傷つけることはできない。不滅の神鉄を相手に霊れい魂こんのみを射貫くなど、普ふ通つうは不可能だ。

　だが──グレンの【愚者の一刺しペネトレイター】はそれを可能にした。

「ただ、この魔弾は一度発射して外界に晒さらされたら、効力が刹せつ那なの間に急激に失われちまう。遠えん距きよ離りから狙ねらって撃うちこむってことがまるでできゃしねえ。

　……わかるだろ？　接近戦で零距離射撃するしかねえんだよ、この弾たまは」

　魔人はこの時、完全に、グレンに一いつ杯ぱい食わされたことを悟さとった。

　もし、グレンが最初から零距離射撃を狙いにいったら、流石さすがに魔人も何かあると警けい戒かいしてしまう。そんなものをまともに貰もらいにはいかない。間ま違ちがいなくかわす。

　だが、グレンは敢あえて、無意味な遠距離射撃を先に放ち──魔人の神鉄の身体からだに、その最後の切り札である魔弾すら何一つ通用しない、と錯さつ覚かくさせたのだ。

　それが、魔人をグレンの懐ふところに誘さそい込み──この結末だった。

『馬ば鹿かな……こんな……ことが……あり得ぬ……ッ!?』

『何度だって、言うけどね』

　そんな、魔人に、ナムルスは冷ややかに言った。

『貴方あなた、人間、舐なめすぎなのよ』

　そして……

『バカな……この私が……アセロ＝イエロが滅びるとは……そ、そうか……グレン＝レーダス……思い出したぞ……貴様は……あの時の……ッ!?　あの時……我を滅ぼした……う、うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?』

　……断だん末まつ魔まを上げて、魔人の身体は真っ黒な爆光に包まれて、四散し──

　そのまま、呆気あつけなく消滅するのであった。

　…………。

　……静せい寂じやく。

　システィーナも、ルミアも、リィエルも。

　終わったというのが、未いまだに信じられず、緊きん張ちようのまま沈黙していると。

「この【愚者の一刺しペネトレイター】は、暗殺の際、予あらかじめ銃じゆうに起動させておいて……【愚者の世界】で敵の魔術を封ふう殺さつした後、相手がどんなに強固な魔術的防ぼう御ぎよを予め構えていても、関係なく撃ち殺す……そのために作った術なんだ……俺の悪意と殺意の塊かたまりなんだ」

　グレンが三人に背を向けたまま、ぼそりと言った。

「せ、先生……」

　考えれば、そのネーミングも皮肉が効いている。

　愚者の考えなしのナイフの一撃は、時に賢けん者じやのあらゆる知ち恵えをもってしても防げない。

　魔術師けんじやを殺すための──術。

　一体、当時のグレンは何を思ってそんな名前をつけたのか──想像もつかない。

　どう言葉をかけていいのかわからず、三人娘むすめ達が戸と惑まどっていると。

「……でもな！」

　突然、グレンは、ん[image: ～][image: ～]っと背せ伸のびして、くるりと三人を振ふり返った。

「ルミア、お前を守れた！　もう、それでいいよなっ!?」

　振り返るグレンは、もう完全に吹っ切れたのか。

　実に清すが々すがしく笑っていた。

　そして、拳銃をしまい、ルミアに歩み寄ると……そのおでこをつんと突く。

「あっ……」

「ったく……お前は無茶しやがって……」

　グレンが呆あきれたように、それでいて優やさしげに嘆たん息そくする。

「あの時……お前の願い、聞こえたよ。……お前が密ひそかに心に抱かかえていたことも」

「あ、……ぅう……」

「ったく、俺は教師失格だなぁ。自分のみみっちいことでウジウジしてばっかで、お前の葛かつ藤とうにまるで気付かなかったよ……」

「そんな……そんなことは……だって……ッ！」

「……悪かったな。お前は……思えば、いつも気き丈じように振る舞まって……でも、本当は色んなものを一人で抱えて……諦あきらめて……悩なやんで苦しんでたんだよな」

「……せ、先生……先生ぇ……」

「それで精せい一いつ杯ぱい、背伸びして、無理をして……我が慢まんして良い子になって……もういい、もういいんだ、ルミア。無理をする必要もない。何かを気負って、諦める必要もない。聞き分けいい、良い子になんかならなくたっていい。もっと我わが儘ままでもいい」

「う……うぅうぅ……うぅ……」

　そして。

　グレンは優しくルミアの頭を撫なでて、言った。

「……帰ろうぜ？　俺達の学院に。そして、一いつ緒しよに考えようぜ？　お前が、この世界で幸せを摑つかめる方法を……俺達で……いいや、皆みんなでさ。

　薄うす汚よごれねぇ、血まみれの暗殺者だった俺だって、こうして受け入れてくれた世界が……受け入れてくれた連中がいるんだ……吹ふっ切って乗り越こえた今があるんだ。

　だったら、お前を受け入れてくれない世界なんかあるわけない……お前が乗り越えられないわけがない……そうだろ？　だから……」

　一呼吸置いて、真まっ直すぐ、優しくルミアを正面から見つめて。

「さぁ、帰ろうぜ？　一緒に」

「せ、先生……ぐすっ……ひっく、うぅ……うわぁああああああああああああん！」

　そして、ルミアはグレンに抱だきつき、子供のように泣きじゃくる。幼い子供の頃ころから心を縛しばり付けていた枷かせから、ルミアは今、ようやく解放されたのだった。

「ルミア……」

「……ん。なんだかよくわからないけど……よかった」

　そんなグレンとルミアを、涙なみだぐみながら見つめるシスティーナとリィエル。

　そして……そうこうしているうちに、《炎ほのおの船》が激しく揺ゆれ始めた。

　そこかしこが、光の粒子となって解け始め、崩壊を始めていた。

　魔力供給源だった魔人が滅んだ今、《炎の船》は、もう存在を保てなくなったのだ。

「ちっ……最後の最後に、お約束展開が来やがったぜ……」

　忌いま々いましそうに、苦笑いして。

「もう！　何言ってるんですか!?　早く、逃にげましょうよ!?」

「ん。グレン、遅おそい」

「って、おぃいいいい!?　お前ら俺を置いていくな、薄はく情じようもんがぁああああッ!?」

　システィーナとリィエルは、もうとっくに出口を目指して駆かけ出していた。

　涙を拭ぬぐうルミアの手を引いて、グレンが慌あわてて、駆け出そうとする。

「おい、ナムルス！　お前も一緒に──」

　最後に、グレンはナムルスを呼ぼうと振り向いたら。

「……ナムルス？」

　ナムルスはすでに、その場から、忽こつ然ぜんと姿を消しているのであった。

「ちっ……あいつは相変わらずだな……まぁ、いいさ」

　また、いつか会う日もあるだろう。

　今は──帰ろう。

　かけがえのない、俺達の居場所に──

　…………。

　……。




　アルザーノ帝てい国こく魔術学院の北にあるアウストラス連れん峰ぽう。

　その連なる山々のとある一つ、その山頂付近。

　万年雪の降り積もった岩いわ肌はだの、殺風景なその場所に──

『はぁ……ッ！　はぁ……ッ！　はぁ……ッ！』

　倒たおれ伏ふす魔人──ラザールが居た。未いまだ滅びず、生きていた。

『危なかった……ッ！』

　グレンの魔弾は、魔人の霊魂をズタズタにし、そこから連れん鎖さ的に崩壊させた。

　人間よりも霊的存在よりの存在である魔人にとって、図はからずもあの魔弾は、人間以上に致ち命めい傷しようになるらしく、魔人にとってはまさに猛もう毒どくのようなものだった。

　最も早はや、魔人の滅びは不ふ可か避ひのはずだったのだ。

『だが……間に合った……ッ！』

　あの時、魔人は自分の身体を再び霊体化し、魔弾の毒に蝕むしばまれた己おのれの霊魂を大量にえぐり取って放ほう棄きした。そして《炎の船》へ注いでいたマナを回収し──失った霊魂を補ほ塡てんし、なんとか、その存在を繫つないだのである。

（本当に危なかった……《炎の船》がなかったら……あのグレン＝レーダスが気まぐれで二発目を撃ちこんでいたら……私は問答無用で滅ほろびていた……ッ！）

　魔人は、身を起こして、ふらふらと立ち上がった。

　再び物質化した身体は──すこぶる絶不調。

　だが、辛かろうじて存在は保てる。動ける。

『まだだ……私はまだ終われない……ッ！　私はこの世界に、確たる〝神〟の存在を見み出いださねばならないのだ……ッ！』

　ラザールと、魔将星《鉄てつ騎き剛ごう将しよう》アセロ＝イエロの存在は融ゆう合ごうしているが、魔将星の降臨は基本、現世の人間寄りの存在となるのだ。

　ゆえに魔人──ラザールは、自身の人間だった頃の古い記き憶おくに思いを馳はせる。

　それは──二百年前の出来事。

　六英えい雄ゆう達と一緒に、外宇宙の邪じや神しんと戦った──あの魔導大戦のことだ。

『そうだ……私はあの戦いで、仕えるべき主を……神を見失ったのだ……』

　元々、ラザールは聖エリサレス教会の敬けい虔けんなる信徒だった。

　主の存在を信じ、救いを信じ、主の下の正義を信じ──聖堂騎き士しとして極きわまった。

　神の恩おん寵ちようと徳のために、生しよう涯がいかけてその身を捧ささげる……その信しん仰こうを守るため、同じ神を信じる力なき信徒を守るために戦う……それが彼の信念であり、在り方だったのだ。

　だが、ラザールは二百年前の戦いで──魔導大戦で、知ってしまったのだ。

　この世界に存在する神とは、いかなる者なのかを。

　確かに、この世界には大いなる存在──神はいたのだ。

　だが、それはラザールが信じていたような、信じる全すべての人間達に恩寵と福音、救済を与あたえるような崇すう高こうなる存在ではなく──

　底の知れぬ悪意と、人知の及およばぬ邪じや悪あくの具現──まるで人間の敵そのものだったのだ。

　……酷ひどい戦いだった。

　ラザールと同じく、救いの神を信じていた者が大勢、居た。

　だが、誰だれも彼もが現実に存在する邪悪の神々に、塵ちり芥あくたのように殺された……ラザールの愛する妻も子さえも……彼女達も真に敬虔なる神の使徒であったというのに。

　最さい期ごまで高潔に信仰に殉じゆんじても、神の名を幾いく度ど唱えようとも。

　邪悪なる神々は、それをあざ笑うように踏ふみにじり……そして、自分達が祈いのりを捧げる神は、何一つ答えてくれない。

　この世界に──神は居ない。

　否いな。神は居るが、それは自分達が信じていたような神じゃない。

　神とは、ただただ邪悪と悪意に満ちた、人の理解の及ばぬだけの存在だったのだ──

『二百年前の最後の戦いで全てを失い……死に瀕ひんした私は……信仰を失った……物心ついた時から信じていた我が主を……憎にくんだ……呪のろったのだ……』

　だが、ラザールの命が尽つきる……まさにその時だった。

　あの方──大導師様が、ラザールの前に現れ──彼に道を示したのである。

『……禁忌教典アカシツクレコード……私は、その力の一いつ端たんに触ふれた……真理を垣かい間ま見みたのだ……』

　聖エリサレス教会の教義によれば……主は一であり全、全であり一……すなわち全知全能の存在であるとされる。

　全知全能が神であるならば。

　まさしく、全知全能の真理たる禁忌教典アカシツクレコードこそが、神ではないか。

　善もなく悪もなく、まさに無色無む垢くなる存在。

　まさに、完かん璧ぺきなる存在──まさに、神。

　自分の仕えるべき神──信じるべき神は──禁忌教典アカシツクレコードだったのだ。

　全てを理解したラザールは、その時、大導師から『鍵かぎ』を受け取り……第三団《天位》ヘヴンス・オーダーに……魔将星となったのだ。

『そうだ……だから、私は大導師様に禁忌教典アカシツクレコードを捧げる……ッ！　全知全能の完全なる主に仕える巫女みこは、同じく完全でなければならない……ッ！　だから、不完全なルミア＝ティンジェルは殺さねばならない……ッ！　私は……ッ！』

　神を、信仰を取り戻もどす──その時、初めて自分は、あの時、無む惨ざんに逝いった者達への……愛する者達への冥めい福ふくを、心から祈ることができるのだ。

　ラザールが決意に満ちた声で、そう宣言しようとした──その時だった。

「……だが、そんなものは〝まやかし〟だよ」

　不意に、その男は……現れた。

「ラザール。君は根本的に間ま違ちがっている……神の存在とは自分の外に求めるものじゃない……自身の内に見いだすものなのさ」

『なん……だと……ッ!?』

　ラザールは目を剝むいた。

　ここに居るはずのない、居てはならない男が──居た。

「〝貴方あなたが道に迷った時、己おのが良心の言葉に耳を傾かたむけなさい。それが主の御お言葉である〟……〝主は常に貴方の良心を通して、貴方に語りかけるのだ〟……エリサレス聖書、第三章『使徒福音書』四十七節、四十八節……」

『馬ば鹿かな……なぜ……？』

「ラザール、君の罪は……己の内なる神を信じられなかったこと。己の外に偽いつわりの神を求めてしまったこと。君は──弱き者さ」

『ジャティス＝ロウファンッ!?　貴様、何故なぜ、生きている──ッ!?』

　そこにはラザールがこの手で殺したはずの、確実に殺したはずの、ジャティスが……生きて、二の足で立っていた。

「……僕は錬れん金きん術じゆつ師しだよ？　自分の肉体の複製を作るなんて朝飯前さ」

『馬鹿なッ！　肉体はまだしも精神と霊れい魂こんはどうした!?　どうやって持ってきた!?　まさか、『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』──ッ!?』

「それこそ、まさか。アレで出来上がるのは本質的に別人……あんな粗そ悪あくなものと一緒にしないでくれ。僕は、正しよう真しん正しよう銘めい、本物のジャティス＝ロウファンさ……」

　ジャティスは戯おどけて言った。

「そう……僕自身の存在本質……霊魂を二つに割って、二つの身体に分けた……それだけさ。何、君を殺すためにどうしても必要なことだったから、仕方ないね」

　ラザールは、一いつ瞬しゆん、絶句した。

『なんだと、この狂きよう人じんめ……ッ!?　己の存在を二つに分けただとッ!?　貴様の自我アイデンテイテイは一体どうなっているんだ!?　この世界で唯ゆい一いつ無二の自己存在を自ら二つに分けるなど……分けたとしても、その二つはそれぞれが等しく貴様自身……ッ！　なのに何故、片方がもう片方の自身に、後の全てを託たくして、この私に殺されることができるッ!?　あり得ないッ！　そんなのあり得ないだろうッッッ!?　なのに、何故──』

「それが『正義』だからさ」

　まったく揺ゆらがず、ジャティスが嗤わらいながら言った。

「ああ、確かに僕は死んだ……だが、僕は生きて『正義』を成す……ッ！　確かに僕の意思が、僕自身の意思で邪悪を滅ぼすッ！　そこに何の問題があると言うんだい!?」

『そんな命の理ことわりを冒ぼう瀆とくする外げ法ほう……代だい償しようがないと思ったか……ッ!?』

「百も承知──この外法は魂たましいに多大なるダメージを与える……僕の寿じゆ命みようは後もって、五、六年かな……きっと、これからも減るだろう……だが、充じゆう分ぶんだ」

　逆に狼狽うろたえるラザールをあざ笑いながら、ジャティスが言った。

「それだけの時間があれば……貴様達、真の邪悪に『正義』を執しつ行こうできる……禁忌教典アカシツクレコードを手にし、この世全ての悪を鏖みなごろしにできる……それで充分さ……ククク……」

　目の前の男に、まるで、二百年前に対たい峙じした邪神のような不快感と嫌けん悪お感、そして恐きよう怖ふを覚えるラザールであった。

「さぁ、異い端たん者しやラザール、宗教裁判だ。判決は死し刑けい。その不信の罪を死で償つぐなえ」

　まるで法ほう廷ていの裁判官のように、ジャティスが朗々と宣言し、左手をラザールへ向ける。

『……舐なめるなよ、人間如ごときがッッッ！』

　ラザールが神速で、ジャティスに突とつ進しんする。振ふるわれる神鉄の手刀が真空を引き裂さき──ふわりとすれ違ったジャティスの左ひだり腕うでを、肘ひじから切り飛ばす。

「ふぅん？」

　血をまき散らしながら、悠ゆう然ぜんと飛び下がったジャティスが、薄うすら寒く笑った。

『勝てると思っているのか!?　いくらグレン＝レーダスの魔ま弾だんに傷ついたとはいえ、この神鉄の身体は健在ッ！　貴様如きに──』

「……まだ、わからないのかい？　君はもう僕の敵じゃない」

　ジャティスが不敵にそう告げた、その瞬間。

　ラザールの左手──以前、ジャティスの血で汚よごれた手が──その汚れが真っ赤に禍まが々まがしく輝かがやき始めた。

『な、何だ……ッ!?　一体、何が起こって……ッ!?』

　すると、ラザールの神鉄の左手は、ラザールの意思に反して、勝手に解けて、粒りゆう子し化して……風に乗って流れ……ジャティスへと集まっていく。

　そして──切り落とされたジャティスの左腕の代わりに、神鉄の粒子が寄り集まり……その左腕を形成するのであった。

「ほう？　これが古代文明の神秘……神鉄か……くくく、これは便利そうだねぇ」

『貴様、一体、何をシタァアアアアアアアアアアア──ッ!?』

　絶ぜつ叫きようするラザールに。

「うるさいなぁ。折角、良い玩がん具ぐを手に入れたのに……ただ、君の左手の支配権を、僕が奪うばっただけだよ……僕が命を代償に、君の左手にかけた呪まじないでね」

『な……』

「神鉄と言っても、たかが金属……錬金術師の僕に支配できない道理がないだろ……もっとも僕の計算によると、命を懸かけても、成功確率は10％を切っていたけど。

　でも、まぁ……このくらい出来なきゃ、いつまで経たっても、僕はグレンに届かないよねぇ……？　10％なら、グレンにとっては、ほぼ１００％と同義なんだしさ」

　なんだ？

　本当になんなのだ？　この男は。

　一割を切る賭かけに、自身の魂の半分を、何の迷いもなく賭けるのか？

　おかしい、どう考えても──最も早はや、人間ではない。

　最早、この男は、ジャティスという現象か何かであった。

「さて……構えろよ、ラザール。刑けいの執行時間だ」

　ジャティスは、神鉄で構築された左手を、自由に変形させる。

　その手の甲こうから、黒い剣けんが伸のびていった。

「もし、自分が万ばん全ぜんの状態なら……とか、そんな泣き言は言わないでくれよ？」

『う、う……ぁ……ああ……ッ!?　く、来るな……ッ!?』

　ジャティスが黒剣を携たずさえ、何の迷いもなく、魔人へゆっくりと歩いて行く。

「僕の女め神がみ……《ユースティアの天てん秤びん》の計算結果が厳然と告げている……たとえ君が万全な状態だったとしても……この時点での僕の勝率は──１００％だ」

『うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！』

　残された神鉄の右みぎ腕うでを振り上げ、ラザールがジャティスへ突進する。

　対するジャティスは一息で踏み込んで、神鉄の黒剣を振るう。

　唸うなる風切り音。ラザールとジャティスが、刹せつ那なにすれ違い──

『……馬鹿、な……』

　ラザールの身体からだが、上下真っ二つに両断され……

　そのまま、その身体は黒い霧きり状じようのものと蒸発して、虚こ空くうに消しよう滅めつしていった。

「……正義、執しつ行こう完かん了りよう」

　ジャティスの薄ら寒い、呟つぶやきが、ぼそりとその場に響ひびき渡わたるのであった。

「しかし……やはり、グレン……君は流石さすがだ」

　その黒剣と化した腕うでを元に戻し……その場を後にしたジャティスが、不意に口走る。

「せっかく君に追いついたと思っても、君はすぐにその先へ行ってしまう……正直、僕は悔くやしい……どうしたら君に追いつけるのかなぁ？　くっくっく……」

　寒々しい山を、そのまま軽い足取りで下りながら、ジャティスは嗤う。

　自身の固有魔術オリジナルで、グレンが何とかルミアを生存させるのは……〝読んでいた〟。

　だが……フェジテが丸々残るのは〝読めなかった〟のだ。

　ジャティスがグレンに感じるのは、惜おしみない賞賛と身を焦こがすような羨せん望ぼうだった。

「まぁ……僕はまだまだこれからさ」

　気を取り直して、ジャティスはこれからの自身の行動に思いを馳はせる。

「さて……今回の一件で、ルミアを狙ねらう天の智ち慧え研究会、急進派はほぼ壊かい滅めつした……しばらくは学院に平へい穏おんが訪おとずれるだろう……しばし安あん寧ねいの時を楽しむといい、グレン。ふっ……また会おう。またいつか……近い未来に」

　そう残して。

　ジャティスは一人、いずこかへと去って行くのであった。

　……その行き先は誰だれも知らなかった。




　セリカドラゴンに乗って、異次元へと崩ほう壊かい消しよう滅めつしていく《炎ほのおの船》を後にする。

　空を翔かけ、雲を裂き、風を切り──地上へ、地上へ。

　眼下に広がるは、燃える夕日に輝く、美しいフェジテの町並み。

　最初、ミニチュアみたいだったそれが、段々と大きく質感を伴ともなっていき──

「……ん？」

　やがて、学院校舎がはっきりと見え始めた時、不意に何かが耳に飛び込んでくる。

　それは──

「グレン先生ぇええええええええ──ッ！」

「ルミアぁあああああああ──ッ！」

「システィーナぁああああああ──ッ！」

「リィエルぅううううう──ッ！」

「皆みんな、お帰り──ッ！」

　──学院の生徒達の大だい歓かん声せいであった。皆が皆、中庭に、屋上に、窓から身を乗り出し、グレン達の帰き還かんを、諸もろ手てを挙げて待っていた。

　耳をつんざくような熱ねつ狂きようと歓かん声せいは、留とどまることを知らない。

　グレン達が近づけば近づくほど、それは際限なく大きくなっていった。

　やがて……

　セリカドラゴンが翼つばさをばさばさと羽ばたかせ、中庭にゆっくりと着陸して。

　グレン達が、その背から飛び降りると。

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」」」」

　グレンのクラスの生徒達が大挙して、グレン達のもとに集まってくる──

「先生ッ！　ついに、やったなぁ！」

「ルミア、ありがとうッ！」

「システィーナ、リィエル、よく頑がん張ばったねッッッ！」

「先生達のおかげで、僕達は──」

「馬鹿、違うだろ!?　これは俺達、皆の勝利だろ!?」

「そうだ、俺達の勝利だッ！　俺達、皆で勝ったんだッッッ！」

「「「「ばんざぁああああああああああああああああいッ！」」」」

　カッシュも、セシルも、ウェンディも、テレサも、リンも、カイにロッドも。

　アルフ、ビックス、シーサーも、ルーゼルも。アネットも、ベラも、キャシーも。

　……この時ばかりは、ギイブルさえも。

　グレンの生徒達が総出で、目を白黒させるグレン達を取り囲んで、大はしゃぎだ。

「ははっ……何も心配する必要なかったな」

「はい……」

　グレンの言葉に、ルミアが穏おだやかに笑う。

　そして。

「しっかし、本当によくやったな、グレン。褒ほめてやろう」

　不意に、グレンの肩かたが背後からぽんと叩たたかれる。セリカの声だ。

「なんだよ、セリカ。お前、もう元の姿に戻もどったのか……って──」

「いやぁ、私は信じていたぞ？　お前は、やれば出来る子……」

「──服を着ろォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──ッ!?」

「……んー？　あ、忘れてた」

　変身を解き、その美の女神のように超ちよう然ぜんと整った妖よう艶えんな裸ら体たいを、惜しみなく衆目に晒さらして登場したセリカに、その一帯が不意に大おお騒さわぎとなった。




　中庭に集まり、勝利の美酒に酔よいしれる生徒達の中にて。

「一件、落着……ですね」

「ふん……」

　リゼが安あん堵どの息を吐はき、ジャイルが鼻を鳴らして踵きびすを返す。

「……あら？　もう行かれてしまうのですか？　ジャイルさん」

「借りは返したしな。それに……ちっ……こういう空気は苦手なんだよ」

「……ふふ、不器用な人」

　人知れず、黙だまって去って行くジャイルの背中を、リゼは微笑ほほえみながら見送った。




「ふぅ[image: ～][image: ～]まったく、しんどいのぉ……」

「今日はお疲つかれ様、諸君」

「くそっ……明日からの事後処理……頭が痛くなってくる……」

「フゥハハハハハハハ──ッ！　だが、良いデータが取れたぞぉおおおお──ッ!?」

　ツェスト男だん爵しやく、リック学院長、ハーレイ、オーウェルを始めとする学院の教師陣じんも、無事終息した事態に、ほっと安堵の息を吐き、肩を叩いて喜び合っていた。

「ていうか、どうする!?　一体、どうすればいいのだ!?　特に、ルミア＝ティンジェルの扱あつかいは──ッ!?」

「どうもこうもすまい」

　ハーレイが貴重な毛根にダメージを与あたえていると、ツェスト男爵が神しん妙みように言う。

「……見たまえ」

　そこには、ルミアが大勢の生徒達に囲まれ、心から笑っている姿。

「彼女がごく当たり前のように、この学院に通えるようにする。いつも通りの日常を提供する。あの笑顔を守る……なんてことはない、それが我々大人の義務だろう？」

　穏やかで真しん摯しな笑みを浮うかべ、尊い光景を見み据すえるツェスト男爵。

「……本音は？」

「ルミアちゃんみたいな美少女、守ってあげないなんて、全国の美少女と美幼女を愛めでよう会、名めい誉よ会長のこの私のすることではなぁああああああああああいっ！」

「学院長!?　この男、早くクビにしてくださいよッ!?」

「……そろそろ真しん剣けんに検討せねばならん気がしてきた」

　と、そこに。

「皆さんっ！」

　セシリアが手を振ふりながら、ぱたぱたと駆かけてくる。

「おお、セシリア先生……その……どうじゃ？」

　リック学院長の恐おそる恐るの問いに。

「……ええ、大だい丈じよう夫ぶです」

　セシリアはにっこりと笑って答えた。

「中には、重傷でしばらく療りよう養よう生活が必要な人も居ますが……死者は一人もいませんよ」

　ほっ……と、その場に居合わせた者達が安堵の息を吐く。

「き、奇き跡せきだ……あれだけの激戦で……」

「……特務分室の人達の、作戦のおかげじゃな……」

「それに、セシリア先生の尽じん力りよくの賜たまものだね」

「いいえ、違ちがいますよ」

　セシリアが、向日葵ひまわりのように微笑んで──

「先生方、生徒達……今日ここに集つどった者、皆のおかげでブゴォバハァアアアッ!?」

　そう言おうとした瞬しゆん間かん、セシリアは笑顔のまま、盛せい大だいに血を吐いて倒たおれるのであった。

「せ、セシリア先生──ッ!?」

「超ちよう虚きよ弱じやく体質のセシリア先生が、限界だぁああああ──ッ!?」

「ハァ、ハァ、ハァ……あっ、お婆ばあちゃん……久しぶり……」

「いかんっ！　このままじゃこの騒そう動どう初の死者が出るぞぉおおおおお──ッ!?」

　結局、学院教師陣も、てんやわんやの渦うずに巻き込まれていく──




「かぁ[image: ～][image: ～]ッ！　今回は、マジでしんどかったわいッ！」

　バーナードが大騒ぎする学院関係者を遠目に、中庭の隅すみであぐらをかいていた。

「ええ、まったく……でも、大事なくて良かった」

　クリストフがくすりと笑う。

「……先ほど、フェジテの断絶結界が解かれ、帝てい国こく軍の一隊が、この事態を収拾するためにこちらに向かっているそうです」

「……俺達の仕事はこれから、というわけだ」

「げぇええええ──ッ!?　もう勘かん弁べんしてくれぇええええ──ッ！」

　そんなクリストフ、アルベルト、バーナードのやりとりを尻しり目めに。

「…………」

　少し離はなれた場所で、校舎の壁かべに背を預けて腕うで組ぐみし、イヴがぼんやりしていた。

（恐らく今回の一件……流石に、私は上層部からの厳しい追つい及きゆうを逃のがれられないわね……）

　イヴの父親は当然、ここぞとばかりにイヴの尻しつ尾ぽ切ぎりをするだろう。

　全すべては功を焦あせったイヴの独断と暴走、という形に一方的にして。

（……色々と……覚かく悟ごしておいた方がいいわよね……）

　だが、なんだか、もうどうでもいい気分だった。とても疲れていた。

（そうよ……どうせ私みたいな無能……室長の器うつわじゃなかったのよ……左手の魔ま術じゆつ能力は戻らないし……あははっ……もう、どうにでもなればいいわ……）

　と、イヴが捨て鉢ばちな気分になっていた、その時だった。

「あの……」

　二人の女子生徒が、しずしずとイヴの前まで歩み寄ってきていた。

　イヴが指揮を務めていた部隊の、ウェンディとテレサだった。

「何か用？　今さら私に文句でも言いに来たわけ？　使えない無能指揮官だって──」

　イヴが二人の顔を見もせず、鬱うつ陶とうしそうに突つっぱねようとすると。

「ありがとうございましたっ！」

　二人の少女が、ぺこりとイヴに頭を下げていた。

「なっ……？」

「あの時、私達を助けてくれて、本当にありがとうございました」

「頼たよりないなんて陰かげ口ぐち叩たたいて、本当に申し訳ありませんでした。貴女あなたは軍人さんの鑑かがみでしたわ。これからもお勤め、頑張ってくださいな」

「…………」

　ちくり、と。

　そんな少女達の無む垢くなる信しん頼らいが、イヴが遠い昔に忘れてしまった……忘れることを強要され、忘れた何かが、不意にほんの少しだけ蘇よみがえったような気がして……

「ふ、ふん……別に……？　そんな大したことじゃないし……」

　やはり、素っ気なくそんなことを言って、ぷいっとそっぽを向くのであった。

　その頰ほおには……ほんの少しだけ、赤みが差していた。




　そして──

　学院を渦うず巻まく、未いまだ冷めやらぬ歓かん喜きと熱狂の中で──

「まぁ、このグレン＝レーダス超ちよう先生様にかかれば!?　フェジテを救うことなんて、まぁ、朝飯前っていうか!?　ぎゃっははははははははは──ッ！　お前ら、これからは、この俺のことを救世主様と、誠心誠意、崇あがめ奉たてまつるがいいぞォオオオオオ──ッ!?」

　生徒達に取り囲まれ、終始ハイテンションなグレン。

（（（（うぜぇ……））））

　歓喜の表情ながらも、次し第だいに一いつ致ちしていく生徒達の胸中。

「そうだっ！　おい、皆みんなで、今回の戦いの最大の功労者であるグレン＝レーダス超先生様を胴どう上あげしてやろうぜっ!?　なっ!?」

　悪い顔のカッシュのそんな提案に、生徒達は同じく悪い顔で頷うなずいて……

「ほう？　なかなか殊しゆ勝しような心がけだな、お前ら。ふっ、いいだろう、お前らに俺を胴上げする権利をやろう、神妙にこの俺を……」

　グレンはどや顔で、自分の身体からだを持ち上げようと群がる生徒達に身を預けるが……

　生徒達は皆みな一いつ斉せいに、声を潜ひそめて呪じゆ文もんを唱え始めていて……

「あ、あれ……？　お前ら……今、なんで急に身体能力強化の呪文を……えっ？　あの、ちょっと、やめ──」

「「「「せーのっ！　わっしょぉおおおおおおいい──ッ！」」」」

「──てぇえぁあああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁ──ッ!?」

　生徒達の全力胴上げで、涙なみだ目めのグレンが空の彼方かなたへ垂直に打ち上げられていく──

　そんな光景を。

「……終わったわね」

「そうだね」

　システィーナ、ルミア、リィエルが眺ながめている。

「グレン、楽しそう。……わたしもアレ、やってもらう」

　リィエルが、トコトコとその場を離れて、グレン達の方へ向かい……

「ねぇ、システィ……ありがとうね」

　不意にルミアが、システィーナへと話しかける。

「馬ば鹿かね。お礼を言う必要なんてないんだから……私達は家族なんだから」

　システィーナは笑え顔がおでそう答えるだけだった。

　すると。

「でも……一つだけ……システィに謝りたいことがあるの」

　不意に、ルミアが穏おだやかな笑みを浮かべながら、言った。

「ん？　何？」

「私……もう少し自分の気持ちに素す直なおになることにしたんだ……だから……やっぱり、先生のこと……諦あきらめたくない」

「えっ？」

　ルミアの青せい天てんの霹へき靂れきの告白に、一瞬、頭が真っ白になるシスティーナ。

　そんなシスティーナに、ルミアは真まっ直すぐの微笑みを向けて、言った。

「ふふっ……ライバルだよ、私達」

「な、な、な……そ、それって、どういう……ッ!?」

　慌あわてふためくシスティーナに、ルミアはどこまでも穏やかに笑う。

「……大丈夫。抜け駆けなんてしないから。システィの気持ちの整理がつくまで……私、待ってるから……」

　そして、大おお騒さわぎするグレンや生徒達の方へ、ルミアは足音軽く駆け出して……くるりとと、回ってシスティーナを振り返る。

「だから、その時は……正々堂々と勝負だよ？　……ねっ？」

　そんなルミアはどこまでも悪戯いたずらっぽく、楽しそうな笑顔で……

　真夏の向日葵のように眩まばゆい笑顔で……

「な、なんのことだか、私にはよくわからないけど！」

　システィーナはなんでもない風を装よそおって肩かたを竦すくめ……ルミアの後を追う。

　なぜか、その頰は火が噴ふいたように熱く……

　その胸は張り裂さけそうなくらいに、熱く高鳴っているのであった──

















あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第十巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。今回で遂ついに、巻数が二ふた桁けたの大台に突とつ入にゆうしたのは、これまでこのお話を支えてくださった色々な人達のお陰かげです。本当にありがとうございました。

　さて、この十巻ですが……作者的には、いやぁ、ついにここまで来たなぁという感じですねぇ。思い返せば、僕の昔の黒歴史ノートから全すべてが始まったこの物語……なんだかんだで、ここまでくれば立派なものですね。中二病も極きわまれば、立派に一つの『形』になって残る物になるのだと、なんだか感かん慨がい深い物があります。

　そう、中二病は恥はずかしくない、むしろ誇ほこらしいことなのです！　確かに昨今、中二病を、痛い痛いとやたら馬ば鹿かにする風潮がありますが、僕はそれに全力で異を唱える！　全ての精神的創作活動は中二病から始まるのだと！　確かにその時は稚ち拙せつかもしれませんが、それはただ未熟であるがゆえ！　それはやがて大輪の花を咲さかせるかもしれない、大いなる可能性なのです！　中二病こそ[image: α]アルフアであり[image: ω]オメガなのです！

　そうだ、羊……お前はそろそろ自分を許してやるべきだ……あの痛々しい黒歴史ノートのお陰で今のお前があるんだ……お前はもう胸を張っていいんだ……ッ！

「もう、何も怖こわくない！」

　と、いうわけで。この第十巻という節目に、久々、自分の原点を振ふり返ろうと、私は誇らしい気持ちで、久々に件くだんの黒歴史ノートを開いてみました。

　が──

「おかしいなぁ……？　誇らしさで胸が一いつ杯ぱいな筈はずなのに、目眩めまいと震ふるえが止まらない……これが布ふ団とんの中で叫さけびたいという衝しよう動どうか……ッ!?」

　──やっぱり、見るもんじゃなかったです。

　それはさておき、この第十巻でついにロクでなしも折り返し、後半戦です。

　まだまだ続きますが、これからも読者様が満足していただけるよう、作者として全力で頑がん張ばります。この『ロクでなし魔術講師と禁忌教典』という作品を、どうかよろしくお願いします。


羊太郎










羊太郎

●ひつじたろう



羊「やった……やったぞ!!　俺は……勝ったんだ!!」

選ばれし戦士のみが使うことを許される時の大魔術──【有給休暇ホーリー・デイズ】。上司から白い目で見られるという多大なる精神的犠牲を代償に発動したその術によって、羊はついに第九巻〆切りという最強最悪の敵を倒したのだが──

第十巻「愚かなり、勇者・羊よ。我の存在を忘れたか？」

羊「ふっ！　てめぇは九巻より弱いぞ、十巻ッッ!!」

第十巻「言っておくが、我の〆切りは、普段より一ヶ月早い」

羊「なん……だと……ッ!?」（戦慄）

──羊の戦いはこれからだ!!


















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバーデザイン／草野剛
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